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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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居眠り姫と月曜日のキラキラ。〈序曲〉

overture ‐ sleepsong (starlight side)






　　　　♪




　春をすぎた温かな陽ひ射ざしが、幻のように鮮あざやかに白い雲の間を、するりと抜けて落ちてくる。

　烏カラスより黒い髪に、黒目がちな大きな瞳ひとみをした背の低い男の子が、校舎から出て中庭の方に向かって歩いていた。

　移動に専用のバスがほしいくらい広々とした校内を進む。

　男の子は特に意い識しきをしていないが、普ふ段だんから人より早足だった。

「なに、そんなに急いでるの？」とか訊きかれることもあるけど、答えようがない。

　だって、意識しなくて早足になっているんだから。

　でも、たしかに、自分でも、




『何を急いで何ど処こに向かってるんだろう？』




　って思うことがある。

　やっぱり、理由なんか判わからないけれど。

　とか何とか考えているうちに、とりあえずの目的の場所に到着した。

「…………あれ……？」

　けれど、先客がいる。

　校内で一番大きな樹きの木陰。芝しば生ふが敷かれたそこに、無防備に寝転がる姿があった。

　男の子が近付いても反応はない。すっかり眠り込んでしまっているらしい。

　不ふ思し議ぎな青みがかった短めの髪の女の子だ。

　この知った顔に、男の子はどうしようかと考えてしまった。

　正直、あまりこの歳とし上うえの女の子が得意ではなかった。

　かといって、毛嫌いするほどでもない。

　それにせっかくここまできたんだ。

　引き返すのもなんだか……。

「まあ、いいや」

　男の子は、起こさないようにしながら、女の子の隣となりに腰を下ろした。

　右向きに横になっている女の子の背中がちいさく丸まっている。

　ぐっすり眠っているようだ。

　このまま寝てるうちに陽ひが暮れるんじゃ……。

　そうなると、起こすのは自分じゃないか。

　このまま放っておくのも無責任すぎるし。

「ったくさぁ……ほんとにさぁ……」

　やれやれといった風ふうにため息をつきつつ、男の子は持ってきた本を開いた。

　ハードカバーの分厚いそれは男の子のちいさな手には収まりきらず、本を膝ひざの上に、抱えるようにする。

　本を読みはじめてからしばらくしても、あいかわらず、女の子は男の子が傍そばにいることにも気付かずに、静かな寝息を立てている。

　普ふ段だんから静かなひとだけれど、寝てるとよけいだなー。

　って、あたりまえか。寝ててさわがしいって、なんだよ。

　変な想像に、思わずふき出しそうになった。

　丁ちよう度ど、そのタイミングで女の子が寝返りを打った。男の子は、女の子が起きたのかと思い慌てて口を塞ふさいだ。

　でも、女の子はやっぱり寝息を立てている。

「んー……」

　女の子の寝顔は、とても無防備で無む邪じや気きで、男の子はなんだか困ってしまった。

　おだやかな陽ひ射ざしと、おだやかな陰と、おだやかな風が、おだやかに日々を揺らす。

　ただ、過ぎていく時間。

　なにもなくて、でも、なんだかやさしくて、しあわせな気がした。

　そんな世界が続けばいいなと、なんとなくでも、本当にそう思っていたんだろう。

　このときも、あのときも、そのときも。

　でも、男の子は、ときどき困った風な顔をしてしまう。

　こんな日々は、まるで幻のようで。

　おだやかすぎて、触れられないはずのものに触れてしまうと、いつか失くなってしまいそうで。

　すべてを閉じこめたかった。

　だから、本を閉じて、瞳ひとみを閉じた。




　そしたら、







　──目が覚めたんだ。
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　　　　♪ (in a white cube)




　真っ白い部屋は、誰だれもいない部屋。

　誰もいないけれど、真っ白い少女と真っ黒の猫。

　少女が歩いても、その赫あかい靴が地面を弾はじいても音は鳴らない。

　傍かたわらの黒猫が言う。

「なに、コレ？」

　見あげる黒猫のおおきな黄金こがね色いろの瞳ひとみには、三本の脚あしが生はえた平べったい箱はこが映っていた。

「判わかんない？」

　言いながら、少女は箱の前に床ゆかからするりと盛り上がるように現れた椅い子すへ腰かける。

「いや、判るけど……さぁ。なんで、人間の道具がここにあるワケ？」

　それはピアノだ。

　蓋ふたを開けると、白と黒の鍵けん盤ばんが姿を見せた。少女の細い花きや車しやな指が触れると、




　たーん。




　と音を吐き出した。

　ぴょんと跳はねて、黒猫は少女の膝ひざの上に飛び乗り、少女の顔を見あげる。

　黒目がちな少女の瞳は、微笑ほほえんでいるように見えた。

　何ど処こか、たのしそうに。

「モモ、弾ひけるの？」

「さぁ？」

　黒猫が聴きくと、少女は首を振る。

　けれど、少女の指はまるで導みちびかれるように動き出した。







　たららーん、たららーん、たららららーん。

　たららーん、たららーん、たららららーん。







　メロディは、歌を唄うたうように響ひびきあって、世界に広がってく。

　何処にもない此こ処こから、何処にもつながってない世界へ、つながってく。

　ぐるぐる廻まわって、くるくる巡ってく。

　踊るように弾はずむメロディ。

　導みちびきあって、惹ひかれあって。

　紡いでくのは、ひとつの物語り。

　誰だれかの声。

　やさしくなる、こえ。




　誰かが何ど処こかで、おなじメロディ、

　ハミングで鳴らせば、つながってく。

　つながってる。




　つながってく。
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　　　　♪




「────あのっ、それ、わたしのなんです……ぅ」

　なんて。

　ひどく遠えん慮りよがちで申もうし訳わけなさそうな声が降ってきた。

「…………はぁ……っ？」

　本来なら、聞こえるはずのないその声があまりに間の抜けた感じだったため、彼は驚おどろくことなくゆっくりとうしろを振り返った。

　ゆるいウェーブのかかった長い髪の女性が身体からだを左右に揺ゆらすようにして、彼の向こう側に視し線せんを向けていた。そこにあるモノ──

「……これ、あんたの……？」

　彼が訊きくと、

「はいっ」

　彼女は、にっこりと微笑ほほえんだ。

「あー……、そうなんだ」

　冷れい蔵ぞう庫この中。真ん中。

　そこには、いちごのショートケーキがひとつ。

　ぽつんと。

　ふたりは、そのまま。

　彼女は、にこにこしたまま。

　彼は、視し線せんを天てん井じように向け、うーん、とうなる。

　彼女は、にこにこしたまま。

　彼は、天井を見たまま。

　冷蔵庫は、開けたまま。

　たまたま。

　またまた。

「開けっ放しにすると、電気代がよけいにかかったりしますよ？」

　彼女は言う。

　にこにこしたまま。

「あー、あー……、すいません」

　彼は、そそくさと冷蔵庫のドアを閉じようとした。

　いや。

　その前に。

　いや。

　閉めてからでいいか。

　いやいや。




　てゆーか、




「──あんた誰だれ!?」

　見知らぬ女性と見知らぬショートケーキ。

　彼は出で逢あった。




　そして、彼は、出逢う。
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　　　　♪




　マンションといっても申もうし訳わけ程度で、アパートだったとしても別に驚おどろきもしない。あまりそのへんの区別もつかない。そんな手狭な家。

　何な故ぜ、ここに暮らしているのかと言えば、家族の誰だれもが今も覚えている。

　楽器演奏が『可』で、ピアノが弾ひけるからだ。

　狭いクセに防音仕様になっている。

　ピアノの先生だった母親がここで教室を開いていた。

　日ごと、近所の子供たちが入れかわり立ちかわり通ってきた。

　そんな毎日は、騒さわがしかったけれど、とても充みたされていて、平和だった。

　でも、それに気付いたのは、母親が死んでしまってからだったんだから、なさけなさすぎる。

　そしてずっと、居間にあるピアノは、母親がいなくなってからも鳴り続けていた。

　充たされていたこと。

　平和だったこと。

　しあわせなこと。

　それを鳴らす。

　江え南なみコウヘイはその日もそうやって、クソ狭い部屋に押し込むように入れられたピアノの前に座った。

「ん？」

　ふと、椅い子すの高さが前に座ったときと違っているのに気付く。この家でピアノに触れる者は、もうコウヘイぐらいだが。

　まあ、神経質になることでもない。

　おそらく、気まぐれに、兄のキイチか父親が弾いたんだろう。

　たまにあることだ。

　それ以上気にすることなくコウヘイは、ピアノの蓋ふたを開きクロスを外すと、そっと鍵けん盤ばんに触れた。

　母親に教わった曲が頭の中で鳴る。譜ふ面めんは見ない。

　はじめは片手だけ、次第にもう片方の手をそえる。

　白と黒の鍵盤の上を指先が滑ると、音になってはね返ってくる。それが連なって、音楽メロデイになる。

　何度同じ曲を弾いても、思い出す。

　ここのフレーズを鳴らすときに母親が、

「もっと音符をつなげるようにね」

　なんて言ってたのを。

　忘れてしまいそうになる声を、こうしていると思い出せた。

　音おん譜ぷが、メロディがつないでく。

　遠くの今と、近くの今。時間なんて関係なくなった。

　この部屋はまるで別の空間のようで、何ど処こにでもつながっているような気がした。

　しかし。

　自分で鳴らしたピアノの音のおかげで、コウヘイは自分と兄キイチの部屋から物音がしたのに気付かなかった。

　結局、それが、はじまりにつながった。

　やっぱり、ここからつながったんだった。

　やがて、

　──ことん、とペダルに置かれていた彼の足が外された。

　音が波のように静かに引いていく。

　そのとたん、
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　と、派は手でにお腹なかが鳴った。

　現在、午後四時半。

　成長期真まっ只ただ中なかの中学三年生の彼。

　お昼、十二時に食べたものなんか、はるか昔に消化され、身体からだと脳を動かすエネルギーとして使用済みだ。

　ここにきて、燃料エネルギー切れ。

「なんかあったっけなー？」

　男だけの三人暮らし。父親も兄も会社勤づとめしている。コウヘイも、今日きようは休みだが、学校が終わればほとんど毎日のように塾じゆく通がよいだ。

　夕飯の買い物は、父親か兄がしてくるが、塾が休みの日はコウヘイの当番。

　いつもなら学校帰りにスーパーに寄るのに、今日は、父親から預かったお金と一いつ緒しよに財布を家に忘れてしまっていた。

　そうだ。そうだった。

　それでいったん帰ってきたのに、家の中に入ったらなんとなくひとの温ぬくもりみたいなのを感じて、なんとなく母親のことを思い出したら、なんとなくピアノが弾ひきたくなって……。
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　さいそくするようにお腹なかの中のムシがまた鳴き声を上げた。

「はいはい……っと」

　コウヘイは、食べ物が何かあったかと考えるよりも、とりあえず席を立って台所へ向かうことにした。

　どうせあとでスーパーに買い物に行くんだから、足りないモノや欲しいモノの確かく認にんもできる。

　台所に何か買い置きしてある食べ物があれば、空腹もおさまって、一いつ石せき二に鳥ちようじゃないか。

「なーっ」

　とか、お腹のムシに話しかける。

　ちょっとバカっぽいけど、誰だれも見てないからいい。

　家には誰もいない。

　コウヘイひとりきりだ。

　……のはずだったのに。




　台所に着く。と、もちろん真っ先に見るのは、冷れい蔵ぞう庫この中。

　母親が気に入っていたアイボリーの冷あ蔵の庫コはぶっ壊こわれてしまって、去年、新しい庫コがやってきた。前の庫コは長年使っていた分だけ愛着があったが、今の庫コもかなりかわいいやつだ。

「うん」

　と、ひとりごちてドアに手をかける。どちらからでも開くデザインになっていて、左ひだり利ききのコウヘイにもやさしくできている。

　こういうのをユニバーサルデザインってゆうんだっけ？

　家庭科の時間に習ったそんなことを思い出しながら、ドアを開く。

　ばふっ。と冷蔵庫が鳴いて、

　モーターが、づーん。と低くうなる。

「おう？」

　そこに見みなれぬ物体発見。

「おおっ」

　それはいちご。

　おっきないちご。

　三角のやつにのったいちご。

　いちごがのった三角柱。

　正せい確かくに言うと、円柱を何等分かしているうちのひとつなので、三角柱じゃないんだけど。

　てか、そんなのはどうでもいいんだけど。

　とにかく、これは、

　ふわふわスポンジとふわふわ生クリーム、そして、いちご。

　あまいヤツ。




　──いちごのショートケーキ！




「マジでか！」

　全員男の江え南なみ家けでは、甘かん味みモノに遭そう遇ぐうする確かく率りつが極端に低い。

　とコウヘイは思っている。

　友達なんかに、

「おまえ、昨日きのうケーキ食った？」

　とか訊きかないので、世間一般の男子の甘味モノ遭遇率がどれくらいなのか判わからないけど。

　江南家でケーキというのは、誰だれかの誕たん生じよう日びぐらい。

　コウヘイも「ちょーケーキ食いてぇ」なんて言わないが、食べたいときもある。

　それは──今だ。

　たった今、『ちょーケーキ食いてぇ』感じになった。

　ほら、いちごが呼んでる。

「私を食べれるもんなら食べてみなさいよっ。べ、べつに、あんたなんかに食べられたくないんだからねっ」

　って言ってる。

　ようはアレだ。

　裏を返せば、

『私を食べてっ♡』

　ということじゃないだろうか。

「いや、きっとそうだろう。じゃなきゃ、こんなとこに入ってないだろ？」

　コウヘイは自己完結して、手を伸ばした。

　ごくり、と生なま唾つばを飲み込む。

　さっきまで騒さわいでいたお腹なかのムシたちもだまってその出で逢あいのときを待っている。

　もうちょっと、あとちょっと。

　頭から冷れい蔵ぞう庫この中に突っ込みそうなイキオイを何とか抑えながら、伸ばす指先が触れようとした。

　その二センチ前。




「────あのっ、それ、わたしのなんです……ぅ」




　そう、彼女がそこにいたんだった。




　　　　♪




　台所の四人がけの長方形テーブル、それをはさんで、コウヘイと彼女は対面していた。

　目の前の彼女は、幼くみえるけれど、おそらくずっと歳とし上うえだ。

　見知らぬひと。

　どうして、ここにいるのか。

　不ふ審しん人物には違いないが、まったく不審な素そ振ぶりはない。

　むしろ、平然としている。

　ここにいて当然。

「勝手に家にあがってますけど、何か問題でも？」

　というように、やわらかな笑えみでコウヘイの方を見ている。

　まじまじと見ている。

　彼女の態度は、『そわそわ』してる感じではなく、どちらかというと『わくわく』している様よう子すだった。

　それにも、「何な故ぜ？」と疑問を抱かずにはいられない。
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　──が、同時に、まあ、いいかという気にもなってしまう。

　コウヘイが訊きけば、彼女は簡かん単たんに答えてくれる。

　たとえると、犬っころが、飼い主の投げるボールを今か今かと待っているようで。そして投げれば一目散に駈かけてボールを取ってくる。たまに行き過ぎることもある。

　つまりは、訊いていないことまで喋しやべる喋る。

　彼女の名前は、松まつ来らいミク。

　年ねん齢れいは、現在二十一歳さい。今年ことし、二十二。

　で、花屋さん。（←ここらへん訊いてない）

「で、松来さんは、どうして、ここにいたりするワケ？」

　コウヘイは、自分で沸わかして淹いれたお茶をすすりながら訊いた。

　ミクも同じように、でも、コウヘイよりも吞のん気きに湯飲みを両手で持ち上げながら言う。

「え？　えっと、カギを開けて、玄関から、それで……」

「『どう』ってそういうどうじゃなくて、いや、ちょい待ち。どうやってカギを？」

「カギ？　え、カギを、差し込んで廻まわして……」

「だからそういう『どう』じゃなくて。そのカギはどうしたの？」

「あっ、そっちの『どう』ですかっ？　えっと、キイチさんから預かってたんですけど？」

　ようやく知っている人間の名前が出てきた。

　いまいちかみ合わない雰囲気と会話の謎なぞが少しずつ解けはじめてきた。

　それにミクも気付いたようだった。

「あ、あれ？　聞いてないですか？」

「なにが？」

「キイチさんに、わたしのこと」

「……なにを？」

　と言ったが、もうなんとなく判わかっていた。

　ただコウヘイは、あの〝兄あに貴き〟に……なんて考えてみたら、違うかもと思っただけで。

「あの、私、キイチさんの……えーっと、その、彼カノ女ジヨなんです」

　そう、ミクは言った。

　答えをサクッと口にされて、やっぱりか、と思う一方、マジでか、と疑いたくもなってしまう。

　兄、キイチは、恋人うんぬんの前にそういった気配けはいがまったくない人間だった。

　いや。二十五歳さいの男に、恋人がいても何の不ふ思し議ぎもないが、今まで、浮いた話を聞いたことがなかっただけに、ちょっと想像が付かなかった。

　しかし、目の前にいる人物が、これが事実だと証明している。

　──じゃなかったら、ストーカーだけどな。

「ぷ……っ」

　自分で考えて、自分で不意をつかれた。笑いがこみ上げてくる。

　ミクは、ストーカーって感じでもないし、なにより、自分の知っている真ま面じ目めでゆるーい雰囲気のキイチにストーキングなんてありえない。

　なんか、急に気が抜けた。

　あ、そういや、オレなんかしようとしてたんじゃ……、
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　はいはい。そうでしたそうでした。

「ふふふっ、お腹なかすきました？」

　ミクが微笑ほほえむ。

　ズバリ言われ、コウヘイは照れくさくなった。あはは、とうつむき加減に後頭部をぽりぽりとかく。

　すると、彼女は、また笑った。

「やっぱり、兄弟なんですね」

「は？」

「──キイチさんに似てますっ」

　そう言って彼女はうれしそうに、

「あ、ケーキはんぶんこしましょー」

　と、ぽんと両手の平を打った。

　似てるか？

　自じ慢まんじゃないが、今日きようまで、コウヘイとキイチは、『似てない』としか言われたことがない。

　ただ、母親だけは、

「キイチとコウヘイはやっぱり兄弟だねー、似てるもん」

　なんて。それは肉親だからそう感じるんだろうと思っていた。

　けど、ミクにもそう言われた。

　なにが、似てるんだろ……。

　自分じゃよく判わからないが。

　顔も、性格も、雰囲気も、似てない。と思う。

　そもそもコウヘイは父親似だ。つり目とか。自分をよく見せようとするところや、ほめられるとすぐ調ちよう子しに乗るところや、逆に怒られるとものすごくしゅんとなってしまうところや、それから、家族におっきな愛情を持っているところ。

　キイチは母親似。くせっ毛とか。おっとりしているところや、やさしいところや、意外に意志が堅いところや、それから、家族を大切にするところ。

　コウヘイとキイチ。これの何ど処こが、似てるというんだろうか。

　やっぱ、判わかんねーな。

「オレ、お茶淹いれ直すよ」

　と、コウヘイは立ち上がった。

　しかし、コウヘイが動くよりも先に、ミクが勝手知ったる我わが家やというようにサクサクと、ティーカップや小皿を用意する。それだけでも、彼女がうちにくるのはこれがはじめてじゃないことが判った。

　思い出してみる。

　ちょっと前くらいから、塾じゆくから帰ってくると妙に手の込んだ食事が用意されていることが何度かあった。

　少し考えてみれば判ることだ。

　会社帰りの父親やキイチに、あんなのを用意できる時間はない。

　きっと、ミクが今日きようみたくやってきて、作っておいてくれたんだろう。

　そういや、最近、妙に家の中が小こ綺ぎ麗れいだった。

　花なんて飾ってあった。

　…………。

　んん？　花？

　あら？

　おお？

　──って！

　うぉー！

　あの花、このひとが持ってきてたのか!?

　いや、つーか、花屋じゃん！

　このひと、花屋さんじゃん！

　さっき言ってたし。

　普通、男家庭に今までありもしなかった花なんかあったら、変に思ったりすんだろうなー。

　なんか、いろいろつながってきたなぁ……。

　あーあ……。

　気付かなかったなぁ……。

　バカだな、オレ。

　塾に通って、難むずかしい数学の問題が解けるようになった分、こんな簡かん単たんな日常の変化に気付かなくなったんだろうか。

　はぁ、てか、こういうことは、言っておけよな……。

　あ、言わなかったんじゃないな。

　オレが聞かなかったんだ。

　兄貴のことだから、何度か言おうとしたことはあったんだろうけど……。

　塾じゆく通がよいで忙いそがしいとか、数学担当の講こう師しのおっさんがうぜぇとか、ヅラだとか、自分のことばっかりだ。自分のストレス発散に話をしていただけだ。

　それに、最近、家族と顔を合わせている時間も少ない。

　普ふ段だんは学校に塾。それ以外にも宿題やら課か題だいやらが山のようにあって、すぐに部屋にこもってしまう。通つう勤きん時間のかかるキイチは学生のコウヘイよりも朝が早いため、先に寝てしまうし。

　そりゃ、話もしにくいか。

　一応、コウヘイは受じゆ験けん生せいだ。

　そのために、わりと有名な進学塾にも通わせてもらっている。

　キイチの性格を考えても、浮かれた話をしづらかったのかもだ。

　べつにいいのに。

　遠えん慮りよすることないんだ。

　兄弟なんだから。

　家族なんだから。

　だってさ。兄貴の恋人は、もう家族みたいなもんだろ？

「なぁ？」

　なんて、うつむいてお腹なかのムシに問いかけてみた。

　もちろん、ムシは、ぐ[image: ][image: ][image: ][image: ]っと返してきただけだった。




　こうやって……、

　こんな風ふうに、女の人がうちにいるのは、コウヘイにとって母親が死んで以来のことだ。

　今日きよう帰ってきたときに、母親のことを思い出したのは、このひとのせいかもしれない。

　何ど処ことなく、ぜんぜん似てないのに、ミクは母親に似ているようなそんな気もした。




　ティータイム。いちごもケーキも半分ずつした。

「いちごは先に食べないとなんですよっ。だって、あとにするといちごの甘さがなくなっちゃうじゃないですかー」

　なんて、彼女は得意げに言ってた。

　すごくいちごのショートケーキが好きなんだろうな。

　ケーキくれたけど、全部じゃなくて、はんぶんこだったし。

「それ、わたしのなんです」

　とわざわざ宣言してみせたミクの科白せりふからも判わかる。

　ひとしきりしゃべって、一息ついたところで、買い物に出るコウヘイに彼女も付き合うことになった。

　玄関で、彼女の履はき物ものがあるのにどうしてその存在に気付かなかったのかが判った。

　なにしろ、彼女が履いていたのは、ごく普通のサンダルだった。

　それもオシャレ度の低い。

「ひどいですよぉ」

　とミクが肩を落とす。

　いや、言い方が悪かった。

　気取ってないヤツだ。

　それでもやっぱりミクは、肩を落としていた。

　なんか、ほんとにこのひと、うちの家族みたいだなー、と感じた。

　夕ゆう陽ひが夜に落ちてくスーパーまでの道のり。影かげがなくなってく。

　ふたりで歩く。不ふ思し議ぎとしっくりくる。

　今日きようはじめて逢あったばかりなのに。

　なつかしい感じがしたんだ。

　この道を母親の手に引かれて歩いたことを思い出した。

　今は、となりを歩くのはにこにことご機き嫌げんで鼻歌交じりのミクだけど。

「んんっ？　そ、その曲……って……もしかして、聴きいてた？」

　コウヘイは、ミクの鼻歌に少し顔を赤らめた。

　鼻歌は、コウヘイがさっきピアノで弾ひいていた曲だったからだ。

　その曲は──

「はいっ！　ピアノ、上じよう手ずなんですね！　って言っても……、あの、すみません。実は、キイチさんの部屋でちょっと横になっていたら、その……、うとうと…してしまいまして……。コウヘイさんのピアノで目が覚めて、ってゆう……」

　ミクは、申もうし訳わけなさそうにもじもじとする。

「あ、でも、わたしもピアノ習ってたんで判りますよ。コウヘイさん、ピアノ上手です」

　なんの社交辞令も、なんの遠えん慮りよもなく、ミクは真まっ直すぐにコウヘイに言ってくる。

　こっちが恥はずかしくなる。

　コウヘイは耳まで真まっ赤かになった。

　まして、ピアノを弾いているのを父親とキイチ以外のひとに聴かれたのは久しぶりだ。

「あれ、なんていう曲なんですか？」

　コウヘイの動どう揺ようなんておかまいなしのマイペースでミクが訊きく。

「あ？　アレ？　うん……。えーっと、『ユカリンのテーマ』ってゆうんだよね」

「ゆかりん？　なにやら楽しげですねっ。へぇ[image: ][image: ]、知りませんでしたー」

　なにやらミクは感心する。

「いや、べつに有名な曲じゃない。ってゆうか、うちの母親が作ったやつだから」

　としかし、コウヘイは、母親が自作して『ユカリ』という母親自身の名前を冠にした曲に恥はずかしくなった。

　しかも、ユカリンて。

　冗じよう談だんで付けたタイトルだと思いたいが、母親はいわゆる〝天然〟なひとだったから、半分くらいは本気だったとしても不ふ思し議ぎじゃない。

　今となっては本人に訊きくこともできないけれど。

　コウヘイは、ピアノに触れるとき必ずこの曲を弾ひく。

　もともと、ピアノの先生だった母親が、生徒の子供たちのために作った曲だ。

　人気があって、いろんな生徒が教えてもらっていた。

　けれど、母親のピアノ教室に通っていたのは、比較的年ねん齢れいの低い初心者がほとんどで。

　演奏技術を教えることに力をそそぐというよりは、音楽の楽しさを伝えようとしていたみたいだ。

『ユカリンのテーマ』は、ピアノ教室の卒業証書代わりに母親が生徒に贈おくっていたモノ。

　生徒だった子供たちの中には、ピアノを通して、音楽の楽しさを学んで、音楽の道に進んでいったひともいる。

　たとえば、それは春先のことだった。

　江え南なみ家けをひとりの若い女の子が訪たずねてきた。昔、ここでピアノを習っていたというそのひとは、母親が死んだとき生徒全員に配られたこの曲の楽がく譜ふを持っていた。

　そして、今年ことしの春、音楽の先生になるため音大に入学するそう。

　きっと母親は、めちゃくちゃ喜んでるはずだ。

　自分の残した想おもいはたしかに根付いていたんだから。

　コウヘイもうれしい。

　自分が弾いているのと同じように、何ど処こか知らないところで、母親の作った曲が奏かなでられているかもしれない。

　そのときそのひとは、母親のことを思い出してるだろうか？

　そして、鳴らすメロディがまた知らない誰だれかにつながっていたら。

　そうだといい。

　あのメロディを思い出すと、母親のことを思い出せる。

　忘れないでいられる。

　しかし──

「キイチさんとコウヘイさんのお母さん、とてもすてきなひとだったんですね」

　そう言って、ミクは素直に微笑ほほえんだ。

　噓うそみたく透すき通っていて、バカみたいに正直な笑え顔がおだった。

　コウヘイの頭の中に浮かんでいた母親の笑顔がぼやけて、いつのまにか彼女に変わっていた。

　肩を並べて歩く。

　スーパーまで、短い距きよ離り。住宅街を抜けていく。

　かつんっ、かつんっ。

　と彼女が引きずるように履はいているサンダルのかかとが、アスファルトに弾はじかれる。

　かつんっ、かつんっ。

　コウヘイは、いつもは大おお股またの早足で歩くクセに、今日きようは、彼女のサンダルのリズムで歩いた。

　頰ほおが赤く染そまっていたのは、たぶん、夕焼けのせいだ。

　そうだ、と思う。

　かつんっ。




　──こうやって、はじまっておわって、おわってはじまった。




　それをまだ、彼は知らない。

　気付いてない。




　　　　♪




　気分も悪くなかったし、やる気がなかったワケでもなかった。

　けど、コウヘイは、その日、塾じゆくの授業をサボってみた。

　塾は有名というだけあって、教室が何個もあって、広くて、生徒もいちいち把握していられないほど多い。

　みんながみんな進学校狙ねらいの受じゆ験けん生せいたち。

　授業がはじまるまでの時間。ほとんどの生徒が、予習復習しているか、学校で出た宿題を片付けているか。コウヘイもそれにならって、いつも宿題をやっていた。

　でも、今日きようはそんな気が起きなかった。

　いつものように参考書と教科書とノートを広げ、にらみをきかしても……。

　ぐるぐるぐるぐる。

　とか、細かい文字と蛍けい光こうペンで引かれたアンダーラインが、とぐろをまいて襲おそってきた。

　もちろん、錯さつ覚かくだけど。

　あーあ。

　中学三年。受験生というやつになってまだそれほど経たってないが、もう息があがったみたいだ。

　シャーペンの芯しんを意味もなく、

　かちかち、かちかち、

　出てきた先っちょを親指の爪つめで折り飛ばす。

　ぷちっ。

　コウヘイが座る二列先、ものすごいいきおいで数学の文章問題にトライしている天然パーマくんの頭に、ひゅーんと飛んで吸い込まれていく。

　気付いてない。

　かちかち、かちかち、ぷちっ。

　また、気付かない。

　かちかちかちかち、ぷちっ。

　かちかちかちかち、ぷちっ。

　かちかちかちかち、ぷちっ。

　かちかちかちかち、ぷちっ。

　かちかちか──

　あ、気付いた。

　天然パーマくんは、きょろきょろと辺あたりをうかがって、しかしコウヘイが飛ばしたことは判わからなかったらしく、また、ノートに視し線せんを戻した。頭をぺしぺしはたく。

　ボリュームのある髪が、ぼよよんと弾はずむ。

　それ以上続けるのもなんだか気が向かなくて、コウヘイはシャーペンを放り出すと、教科書やノートに蓋ふたをするようにうつぶせになった。

　今日きようも、彼ミ女クはうちにきてるんだろうか？

　毎日はこないか。

　花屋だもんな。

　花屋って、忙いそがしいのか？

　まあ、それなりだろうなー。

　じゃなかったら、毎日きてるだろうし、彼女。

　花屋さんもきっとたいへんなんだ。

　冬とか寒そうだし。

　てか、花屋ってなんで花屋なのに、フルーツ売ってんだろー……。

　[image: ]ー……。

　暇ひまだなー……。

　ヒマじゃねーけど……。

　てか、今日英語なのに、なんで天然パーマくん数学やってんだろー。

　[image: ][image: ]ァァ[image: ][image: ]────

「なんかなー……」

　というワケで──

　サボってみた。

　教室を出て、階段がある方に向かう。どの教室でももう授業がはじまる時間なので、誰だれの気配けはいもしない。

　塾じゆくのビルを上へ上へと登っていく。

　とんとことんとことんとこ。

　最初は一段一段。

　とんっととんっととんっととんっ。

　しだいに一段飛ばし。

　屋上に出る踊り場まで着くころには、完全に息が切れて肩をゆさゆさ揺ゆらしていた。

　二メートル四方あるかないかの踊り場には、コウヘイの学校と同じように使ってない机や椅い子すが無む理り矢や理り重ね置かれていた。

　いつも思うが、

「これ、取り出すときたいへんなんだよな……」

　それらの机と椅子のモニュメントを横目に、コウヘイは屋上への扉に手をかけた。

　が、

「ん？」

　がちゃがちゃ。

　がちゃがちゃがちゃがちゃ、ごんっ！

　カギがかかってる。

　何度ドアノブを廻まわしても開く気配はない。もちろん、蹴けりを入れてみても同じコト。

「……当然といえば当然か……」

　ここは塾。

　少しでも偏差値の高い学校に入るために心身をそそいでいる受じゆ験けん生せいたちが集つどう場所。

　これを受験戦争と呼ぶなら、

　ここは戦場。

　みんな必死だ。

　必死で生きようとする。

　生き残ろうとする。

　仮に、その戦いに敗れた者がいたとする。

　みずから命を絶たとうとしてもおかしくはない。

　たかが受験。されど受験。

　中学生。受験生。

　十四や十五で、これから生きる道が決まってしまうかもしれないんだ。

　屋上から飛び降りるやつが出てきたとして、それが自分だったならと思うと、ぶるぶる身み震ぶるいしてしまう。

　そんなワケで、屋上への扉は閉じられていた。

　はなから開あいているとは思ってない。なんとなく階段を上ってきただけだ。

　それに扉が開いていたとして、天国への階段になったらシャレにならない。

「シャレはやめなシャレぇ……。なんつって、わぁ、おもしろいっ。………………ぐへー」

　一気に疲れがふき出してきた。

　開かない扉にもたれかかるようにして、ずりずり、座り込む。




　鼻歌が出た。

　彼女が奏かなでていたメロディをなぞるようにする。

　それはおかしな話だ。

　そもそもそのメロディは自分が奏でたピアノからだ。

　母親が作った曲。

　母親のことを思い出すために弾ひいたピアノ。

　なのに、今、彼女のことを思い出している。

　母親に似てもない彼女のことを。

　彼女のあどけなさの残るつたないメロディ。

　思い出すと、思い出せなくなる。

　母親の笑え顔がおが、彼女の笑顔に変わってしまった。

　思い出せなくなる。

　全部、彼女なんだ。

　あー……。なんだ、これ。

　たららんたららんっ、たんたららんっ、たったったた。

　鼻歌とメロディ。




「──あ、それ知ってる」

　たらら？

　たんたた……え？

　え？

「おぃっす。って、サボリ？」

　目の前に女の子が立っていた。

　まだ階段を上りきってなくて、踊り場に座り込んでいるコウヘイと丁ちよう度ど同じ目め線せんに、見知らぬ顔がある。

　セミロングで濃こいめの紅こう茶ちやみたいな色の髪の女の子。

　おっきな瞳ひとみと長い睫まつ毛げ。

　キレイな子。




　そうだ。

　そうだった。

　はじまって終わって、終わってはじまった。

　彼は、また──出で逢あった。




　結果的に、

　はじまったり、終わったり。

　終わったり、はじまったり。

　コウヘイのいろいろを変える出逢いになる。




　　　　♪




　メイクしてる。茶ちや髪ぱつだ。

　スカート、短っ。

　ギャルだ！

　でも、この制服……有名なお嬢じよう様さま学校の制服……。

　へー、お嬢様にもギャルっぽいのがいるんだなー……。

　でも、美人で可愛かわいいカンジだし、なんか遊んでそー……

　これが、あの女の子に逢ったときのコウヘイの印象と感想。

　名前も知らない女の子は、コウヘイの鼻歌に惹ひかれるようにして現れた。

「よっこらしょっと……っ」

　スカートを気にしながら、女の子は軽いステップで階段を最後まで昇りきる。

　男のコウヘイでもここまでくるのに息切れしていたけれど、女の子にはまだ余裕がありそうだ。花きや車しやな見た目からはそんなに体力があるようには見えないが、疲れた様よう子すもない。

　それから、女の子はスカートを押さえながら膝ひざを折ると、コウヘイの右斜めに少し距きよ離りを置いて腰を下ろした。

　そんなスカート気にすんなら、短くしなきゃいいのによ。

　そして──なんなんだ、この子？

　コウヘイの存在に動じることなく、しゃべりはじめた。

「あたしさ、ちょっとやなこととかあって落ち込んだりしててさ。そんとき、友達が元気になる曲があるって弾ひいてくれたんだよね、今の曲」

　女の子のうれしかったという想おもいが先行しすぎて、コウヘイには、何が言いたいのかうまく理解できなかった。

　けれど、女の子が話している曲が、今さっき自分が鼻歌っていた母親の曲と同じだということは間違いなかった。

　女の子が「こんなだよね？」と、ハミングでメロディを奏かなではじめる。

　記き憶おくだけを頼ってなぞられた不安定でも確たしかなメロディは、コウヘイの耳によくなじんでいる。聴きき間違えるはずがなかった。

　母親のメロディだ。

　たららんたららんっ、たんたららんっ、たったったた。

　それは誰だれが奏でても。

　たららんたららんっ、たんたららんっ、たったったた。

　たんたたんたったったったららん。

　確かなモノ。

「──って、かんじだよね？」

　女の子が言った。

　少し頭を下げて上うわ目め遣づかいで、ぼんやりしていたコウヘイの顔を覗のぞき込むように。

　どきん。としてしまう。

　うっわー。

　この子、ナチュラルでやってんのか。

　やっべー。

　やっぱモテるんだろうなー、こういうコって。

　でも、あんま好きじゃねーな。オレは……。

　なんか、やっぱ……、

「──って、違っ！」

　自分が好きなタイプの女の子を想像しようとしたら、何な故ぜか、ミクの顔が思い浮かんできてしまった。

　自分でも思いもよらないことに動どう揺ようしたコウヘイがつい口に出してしまった科白せりふに、

「アレ？　違った？　ごめんごめん。友達が弾ひいてるの聴きいただけだからさー」

　女の子は、曲のことかと思ったようだった。

「い、いや、違うって言ったのは、そういう意味での違うじゃなくて……えっと……」

　コウヘイは、説明に困った。

　ぐっ、と唇くちびるを結んだ。

　好きな子を思い浮かべようとして、兄貴の恋人の顔が浮かんだなんて──

　そりゃ、誤解されまくるだろーが。

　誤解っつーか、なんつーか。

　タイプだから？

　いやっ、好きとか嫌いとか、そういう話じゃなくて！

　好きなタイプっつー感じなだけで。

　あ…アレ？

　好きなタイプ？

　ああいうひとがいいっぽい、のか？　オレは？

　そうなのか？

　どうなんだ？

「──の恋人？　好き？　ああいうひとがいい？　おおっ？」

　唐とう突とつに、女の子が言う。

「うぁ!?」

「それって、結局、好きってことじゃん？」

「な、なんで判わかんだよ！」

「はー？　今、言ってたじゃん。自分で」

「マジでか!?」

　なんてこったい。コウヘイの考えごとは、独ひとり言ごととして唇からだだ漏もれしていたらしい。

　おー、アホだ自分！

　しかも、ポイント、ポイントだけをざっくり女の子は押さえていた。

　かなり誤解されるようなポイントだけを。

　けれど、女の子はさほど気にする様よう子すもなく、

「それってさ。やっぱ片かた想おもいってやつ？　しかもアレか、誰だれかの彼女？」

　と、サクッと訊きいてきた。

　弱った。

　困った。

　今日きよう、はじめて逢あった女の子。

　名前も知らない女の子。

　美人で、可愛かわいい。

　そんな子を目の前にしても、思い浮かぶのは──

　たしかに。

　言われてみればだ。

　気付いた。気付かされた。

　なんで、他ひ人とに気付かれて、あげくに、自分の気持ちを知らされなきゃならないんだ。

　てか……気付かないオレがダメなんじゃ……。

　メロディが鳴って思い出すはずの母親の笑え顔がおはぼんやりなのに、〝彼女〟のことははっきりくっきりぱっくりたっぷり浮かんでくる。

　それは、とてもおかしな話だ。

　なんで、彼女のことが浮かぶんだろう。

　なんで、彼女のことを思い浮かべなきゃならないんだろう。

　それは、とても困った話だ。

　あのひとは、兄貴の恋人じゃないか。

　じゃないか？

　ジャマイカ？

　陽気なジャマイカンが、ラヴァーズロックのリズムで、えんやこらえんやこらしてる。

『オゥ、キサマモワタシモイッショイッショ、ラヴアンドピースイッショイッショワッショイワッショイ。モウカリマッカー』

　ジャマイカンが、愛と平和を謳うたいながら鼻歌を唄うたっている。

　やっぱりメロディはあの曲で、やっぱり母親の笑顔の代わりに、彼女の顔が浮かんでくるんだ。

　ジャマイカンは唄うよ。

『イエー、センソウハンタイセンソウハンタイ。マジコワイ。デモ、オトコナラヤラナキャドンドンワッショイワッショイ』

　なんてこったぃ。

　これじゃ、まるで……オレは…………────

「マジで？　おー、青春だねー」

　目の前の女の子は、驚おどろくでもあきれるでもなく、逆にその両方でもある何とも言えない微妙な表情で、コウヘイの顔をまじまじと覗のぞき込む。

　ごくり。

　と生なま唾つばを飲み込む。

　自分でもあからさまに動どう揺ようしているのが判わかった。

　なにしろ、自分が誰だれかに恋をしていることを今知らされたんだから。

　それも、見知らぬ美少女に。

　しかも、相手は昨日きのう逢あったばかりの、兄貴の恋人だ。

　さらに、これがおそらく胸を痛めるようなはじめての恋心。

「いや、まさかぁ、アハハ、アハハ……まさかぁ……」

　相手が兄貴の恋人だというのは、バレてないみたいだけれど、動どう揺ようが身体からだ中じゆうを支配してくれやがった。

　簡かん単たんな言葉もまともに出てこない。

　落ち着け、落ち着け。

『オーイエー、ドントウォーリードンチューウォーリー。キモチシダイキモチシダイジャナイカジャマイカ』

　ええい、出てくんなっ、ジャマイカン！

　とにかく、落ち着こう。

　落ち着くんだ。

　なにやってんだ、オレはッ。

　はじめて逢ったヤツに対して、かっこ悪すぎる。

　く、くそっ。

　落ち着け！

　そして、とりあえず、かっこつけなくていいから、みっともないことはするな、俺おれ。

　よ、よし！

　コウヘイは思い付いて、制服のポケットをまさぐった。

　制服の胸ポケ、ズボンのポケットと尻しりポケ。

　ない。

　ブツがない。

　何ど処こやった？

　その間も女の子はコウヘイのことを見続けている。

　お、あった！

　よし、よし、よし、よし、よしっ。

　パタパタ、身体中を両手で探してみて、やっと見付かった。

　この前買ったそれを入れたままにしてた制服の裾すそポケット。

　取り出したのは、タバコ。

　ラクダのマークのやつ。

　ライターは、タバコを包んでいるフィルムにはさんである。

　これで格好がつくという考えはひどく安易だが。

　小刻みに震ふるえる手で、タバコを一本取り出した。

　実は、これまで吸う機き会かいがなかった。なもんで、吸うなら今しかないとばかりに口にくわえて火をつけようとするが……、お約束のようにライターの火がつかない。

　吸いなれてないのが、バレバレだった。

「んぐ……ぐぐぐぐぐぐっ！」

　意地になってつけようとしても、ついてくれない。

　なんだよ！

　かっこわりぃ、俺おれ！

　べつにほんとは吸いたくもないんだけど、周りの友達が吸ってるから吸ってみました的な感じ丸出しじゃねーか！

　つけ！　つけ！　つけ！　つけ！　つけつけつけつけつけつけつけつ……尻ケツ！

　違う！

　着火しろ！

　発火しろ！

　この際、なんでもいいよ。

　タバコ、自然発火しろ！

　と──




　チャッ。




　タバコの尖さきに、ぼうっ、と火がともる。

「使う？」

　女の子が銀ぎん色いろのジッポライターを手にしていた。

　花きや車しやな細い指にはその鈍にぶい銀色のごついのが似合ってない。

　じっと見てる場合でもないので、タバコを吸い込んだ。

「あ、さんきゅー……」

　ようやく火がつく。

　そのまま吸い込むと、煙が肺にもぐった。

「フー…………ゥ、ッン！　──ごほごほごほごほっ！」

　焦あせったのと吸いなれてないののダブルパンチで派は手でにむせた。

「タバコ、身体からだに悪いぞ？」

　女の子は、教育番組のおにーさんみたいな口く調ちようで言う。

「つーか、あんたも吸ってんだろ？　ライター持ってるし」

「あー、これ？　今は使ってない」

「今は、ってことは前は吸ってたんだ？」

「まあ、ね。でも、やめた。身体に悪いしねー。それに中学生はダメでしょ？」

　言って、女の子は、にぃっと笑う。ジッポをポケットの中にしまった。

　コウヘイのことを中学生だとあっさり見抜いたのは、コウヘイがまだ少し幼くて高校生には見えないからだろう。

「キミは、あたしと同学年タメだよね？」

　高校生としうえかと思っていた女の子がそう言うものだから、また、むせてしまった。

「え？　ぐほっ!!　ごほごほ！　マジ？　もしかして、おまえも中三!?」

「うん。ピチピチのねっ」

　いたずらに微笑ほほえむ。

　た、タメに見えねー。

　すごくオトナっぽい。

　くらべて自分は……。

　友達が吸っているから、格好つけるためという理由で、タバコをはじめるなんていう子供っぷり。

　同じ中三かよ……。

　女の子が着ている制服は、中等部も高等部も共通で、ネクタイの色とデザインが中高それぞれの学年で違うが、コウヘイにはそんな区別つくワケない。

　それに──

「そういや……あれ!?　あんたのとこの学校って、エスカレーター式だろ？　なんで、塾じゆくなんかきてんだ？」

　有名なお嬢じよう様さま学校だけあって、私立にはめずらしくない、中学から高校へは受じゆ験けんなしで行けるはず。

　すると、女の子は、平然と答えた。

「──勉強したいから」

　イズ・ディス・脳天気か？

「べつに、受験しないヤツは塾きちゃダメって決まりないっしょ？」

「ない……な」

「なっ？　それに大学受験はあるしね」

　そう女の子は言うが、コウヘイはさらに思い出す。

　たしか、この子の学校は、大学の付属だから、大学までエスカレーターだったはず。

　なのに、受験？

　と、女の子は、コウヘイの頭の中をのぞいたように、

「あ。推すい薦せんあるけど、あたしもっといい大学いきたいんだ」

　けろり、と答えた。

　うっわー。

　なんか、これだけあっさりしてると嫌いやみにも思わないもんなんだな。

　コウヘイはそんな風ふうに思ったが、しかし、女の子の声の調ちよう子しが少し変わった。

「あたしはさ、べつに夢とかがあるワケじゃないけど、とりあえず、やれることはやっておきたいんだ。後こう悔かいしたくないっつーの？　それにさ、自分の子供に自じ慢まんできる母親になりたいんだ」

　ドキリとした。

　平然とすごいことを言ったような気がした。

　コウヘイにはものすごい発想の話だった。

　自分には、まだ何もない。

　なりたいモノも、やりたいモノも、すべきことも。

　なんとなくで生きてる。

　呼吸してることもすぐに忘れる。

「オレは、ないなー。べつに、ま、自分のことなんてどうでもいいからなー、今は」

　コウヘイの気持ちは、へそまがって言葉に堕おちてく。

　けれど、一いつ生しよう懸けん命めいに背伸びしてることに気付かない。

　背伸びして見た世界がすべてだと思っているからだ。

　でも、女の子は言った。

　やっぱりあっさりと、コウヘイに膝ひざカックンするみたいに。

「そっか……。キミはバカなほうかな？」

「ハァ────っ？」

　いきなりなにを言うかと思えば、バカと。

　コウヘイは半切れで、訊きき返した。

　女の子は、さっきよりもずっとコウヘイに近付いていた。

　ジッポを手に、抱えるようにした膝の上にあごをのせ、コウヘイの目をじっと見る。

「あ、この塾じゆくって勉強のできる子が通ってんだっけ？　じゃあ、キミも勉強はできるワケか」

　言い方が引っかかる。

『勉強はできるが頭は悪い』と言われているみたいだ。

　いや、みたいじゃない。

　そうなんだ。

　バカにされてる。

　しかも、

『かわいそうに。バカなのね』な風ふうにだ。

　このままだと、

「よーし、よーし、いい子いい子」

　などと言われかねない。

「あの、さ──」

「なに？」

　女の子は、首を傾ける。

「やめてくれない？」

「なにを？」

「その……」

「ん？」

「……その………………………………………………………………──バカってゆうのぉ？」

「のー？」

　確たしかめるように、繰くり返す語尾。

　それから、女の子は、ぷぷぷっ、と笑い出した。




　あー、今。

　完全にバカにされた。




　　　　♪




　バカに付ける薬はない。

　とは、よく言ったモノだと思った。




　実際、自分の〝初恋〟なんてもんを他人に気付かされた。

　そりゃ、小学生のときも中学生になってからも、『あの子かわいいなぁ』くらいはよく思ったりしたけど。

　それが恋だとか愛だとか、そういう安っぽく聞こえてしまうモノに興きよう味みがなかった。

　特に、同世代の女子とか。ガキっぽくて。

　でも、違ったんだ。

　ガキは、オレの方だった。

　それも気付かされた。

　茶ちや髪ぱつでギャルっぽい。でもお嬢じよう様さま学校の制服を着てる目の前の女の子。

　どれだけ、ズバズバ物を言えば気がすむんだろう。

　だけど、ズバリだから、グゥとうなるしかない。

　コウヘイと女の子はあれから完全サボリで、塾じゆくから徒歩二分のファストフード店に入った。

　向こうで、「いらっしゃいませー」「ありがとうございましたー」とか、元気な声が聞こえる。

　二階の禁煙席の一番奥、トイレがすぐ近くにある席にふたりは陣取った。

　店内にはコウヘイたちと同じような制服姿の学生が多かったが、さすがに同じ塾じゆくのやつはひとりもいない。

　あたりまえだけど。

　みんな、必死ぶっこいて勉強中だ。

　命がけだ。

　なのに、オレはこんなところで、なにをやってるんだ。

　目の前の、コーラをすすりながらポテトをつまむ女の子。

　何な故ぜか、普通におごらされそうになった。

「自分のは自分で払えよっ！」

　とコウヘイが言うと、女の子は、

「うわっ。オトコのクセにケチクサっ」

「クサくねぇよ、クサくねぇ」

　言い返していたら、ふと、あっちの財さい布ふがちらりと見えた。あきらかにコウヘイよりもお金持ちだった。

　てか、お嬢じよう様さま学校の制服を着ている時点で判わかることなんだけれども。

　じゃあ、おごらせようとすんな。

　どっちがケチクサイんだよ。

　さらに、先を歩いていたコウヘイが三階まで昇っていこうとするのを無視して女の子は、さくさく二階の禁煙席に入っていく。振り向いたらいなくなってたもんで、あわてて二階に降りたら、「なにしてんの？」と言われる始末。

　逆にこっちが訊ききたいよ。

　なにしてんの？

　って、いろいろだ。

　……厄やく日びか……。

　女の子は、お腹なかがすいていていたのか、ばくばく、ハンバーガーとポテトを口に運ぶ。

　こっちは食欲がないってゆうのに……。

「ハァー…………」

　思わず出た。深い大きなため息。

　すると、席に着いてからは、食べること以外に口を開かなかった女の子が、ポテトをつまむのをやめた。

　ただ、もう食べる物が失なくなっただけかもしれないが。

「ため息つくと、しあわせが逃げるってさ」

「知らねぇよ……ハァー」

　出るもんは出る。

　それでも女の子は言葉をつないだ。

　心をつなげるように。

「ほら、また。ひとつ、こぼれたら、しあわせもこぼれてくんだ。マジでさ」

　経けい験けんしたことがあるような口く調ちようだった。

「水をさ、こうやって、手ですくおうとすると絶対こぼれるでしょ？　あれとおんなじでさ。こぼれちゃうもんなんだ。ひとによって、手に入れられるモノが決まってるのかもね。しっかり指を絡からめたのに水がこぼれちゃうみたいなさ」

　よく判わかったような、判らないような。

　やっぱり判ってない自分。

「自分からしあわせを逃すことなんかないよ。手にしたんならしっかり抱えないと。たとえさ、自分の体温で水が蒸じよう発はつしちゃうかもしれないけど、しょうがないよ。だって、生きてんだもん、そりゃ、あったかいよ」

　手にしたモノ……。

　そんなモノが自分にあるのか。

　あってももう全部、こぼれてる。きっと。

　じゃなかったら、こんな気持ちにならなくてすんだだろう。

「なんにもねぇよ。オレには、なんにもない……」

　自然と唇くちびるが弾はじく言葉。

　コウヘイにとって、しあわせってゆうのがなんなのか判っているつもりだった。

　母親を亡くして知ったのは、そこにいてくれたというそれだけでも、両手にあふれて抱えきれないくらいのしあわせをもらっていたこと。

　今はもうない。

　なんにも持ってない。

「──あるじゃん」

　としかし、女の子は言った。

　椅い子すから腰を浮かして、テーブルに手をつくと身を乗り出すように、コウヘイに顔を寄せる。

　不意をつかれ面めん食くらったコウヘイは、身動きひとつできなかった。

　女の子は、じっとこっちを見つめる。

　なんだ、この子。

　ぜんぜん、よく判らない。

　なに言ってんだろう。なにを言いたいんだろう。初対面で何が判るんだよ。

　とかそう思うのに、一方で、まるで、心を見み透すかされてるみたいに感じることもある。なんか、話しやすくて、はじめてなのに緊きん張ちようもしないでいられる。

　だから、のこのここんなところまでついてきたんだろう。

　コウヘイに元気がなくて、前へ進めずに止まってしまっていることに女の子は、なんとなく気付いている。

　それに対して、ほとんど無む意い識しきに励まそうとしていた。

　不ふ思し議ぎな子だな。

「ほら、あった」

　そして、冗じよう談だんみたく笑う女の子。

　右手の人差し指で、コウヘイの心しん臓ぞうの辺あたりを、ちょんっ、と突っついた。

「ここにあるっしょ？　まあるい気持ち」

　そう言われて、〝彼女〟の顔が思い浮かんだ。

　胸がズキンと痛んだ。

　ああ、本当だ。

　ここにあった。

　この気持ちは、確たしかなんだろう。

「たいせつなものに失なくしてから気付くなんて、バカバカしいにもほどがあるっつうのな」

　女の子は、ニッと顔をくしゃくしゃにして笑う。

　こんな綺き麗れいな顔をしているのに、もっと気取ればいいのに。

　笑えてしまうほどの、自然体。
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　無理をしないことを決めてる、ってかんじの。

　──うらやましい。

　コウヘイは、素直にそう思えた。

　手にいれた〝水〟をどうするか決めるのは、自分自身だ。

　考える前に放棄するのは、バカみたいだ。

　だったら、考えてみるのも悪くない。

　この気持ちが本物ならなおさら。

　でも、




　どうしたらいいんだっつーの！




　　　　♪




　気付いたら、こんなに痛くなるなんて思ってなかった。

　もっとも、気付いてなかったから、思いもしなかったんだけど。




　その週の土ど曜よう日び。

　いつもより遅く起きた。

　というか、ほとんど眠れなかった。

　頭の中が、ぐるぐるしてる。

　天てん井じように立ってるみたいだ。

　部屋を出ると、テレビの音に混じって楽しげな声が聞こえてきた。

　父親はすでに出しゆつ勤きんしていたが、居間には、休みの兄キイチと、それから、〝彼女〟がいた。

「おはよー、コウヘイくんっ」

　目覚ましには効果的な明るすぎる声が鳴る。

　寝不足には効ききすぎる。

「…………ども……っ」

　愛想なく寝グセ頭をかいて、コウヘイはそのまま洗面所に向かった。

　鏡かがみの前に立つ。

　思いのほか、ひどい顔だった。

　寝起きで、むくんでる。

　それに、

「なんつー、なさけない顔してんだ。──オレ」

　まるで半泣き状態を我が慢まんしてるみたい、なのに、なんで笑ってる？

「ハァー、なんなんだよ」

　自分が自分でよく判わからない。

　自分で自分の気持ちがよく判らない。

　何がしたいのか。

　どうしたいのか。

　普通だ、普通。

　ん……？　普通？

　オレ、普通ってどんなだ？

　どんな顔してたっけ？

　あれ？　オレ？

　なんだ？　オレか？

　鏡かがみの前のコイツは、オレか？

　ベチっ！

　軽く頰ほおをはたいてみた。

　痛みがある。

　痛みで自分がちゃんとここにいたことを思い出す。

　あー、オレだ。

　あたりまえだけど。

　このなさけないヤツは、オレだ。

　よしっ。

「…………とりあえず、顔洗おう」




　彼女は、土日はいつも花屋で働いているらしいが、今日きようは店主の都つ合ごうで店自体が休みで、せっかくだからとうちにきていた。

　居間のソファにミクとキイチが座って、コウヘイは傍かたわらでカーペットになかば寝そべるようにくつろぐ。

　テレビが朝の情報番組を画面に映している。

　コウヘイはそれを見ていた。

　ただ、見ていた。

　音も映像も脳には届くが、それが何なのか判断する思考能力は途と中ちゆうで消えて失うせた。

　ふたりがたわいもない会話で盛り上がるのを聞きながら、たまにふられた話題に対して、とくに意い識しきのない返事をする。

　ああ。

　うん。

　そう。

　ああ。

　うん。

　そう。

　意い識しきをしないように。

　意識をしないようにすればするほど、神経はとぎすまされたようになって、彼女の声だけをヘッドフォンで聴きいてるみたいに拾ってく。

　ふたりは、今日きよう、出かける予定はないらしい。

　うちでずっとこうしている。

　狭い部屋。ピアノが半分以上のスペースをとっているそんなところに三人もひとがいた。

　でも、息苦しい感じがするのは、そのせいだけじゃない。

　こうして──キイチと話をしている彼女は、いっそう幼くて、人なつっこいのはあいかわらずだ。

　だまってぼんやりしているコウヘイに気を遣つかってか、話しかけてきてくれる。

　うれしい顔。

　見せられずに、コウヘイは、適当な返事を繰くり返す。

　浮かれること。

　できずに、気のない返事を繰り返す。

　ああ。

　うん。

　そう。

　なんの話だったか。

　ああ。

　うん。

　そう。

　ぜんぜん思い出せない。

　ああ。

　うん。

　そう──

　それでも彼女の声と、言葉だけははっきりと覚えていた。

「今度また、ピアノ聴かせてね」

　彼女が言った。

　コウヘイは、立ち上がった。

　ふたりに背を向けたまま。

　ミクとキイチが、自分の名前を呼んだ気がしたけれど、もう、覚えてない。

「あ。オレ、塾じゆく…………行くわ……」

　返事の代わりにそれだけ棒読みの科白せりふで言った。

　そして、そのまま、勉強道具も持たずにうちを出た。

　ここには、いられそうにない。




　苦しいだけだ──







　自分は、バカだ。

　まぬけだ。

　どうしようもない。

　卑ひ怯きよう者ものだ。

　弱い。

　強がり。

　何ど処こだ。

　本当のこころは何処だ。

　何処にある。

　見かけたら、誰だれか拾ってくれないか。

　見付けたら、誰か拾ってくれ。

　もう、見付からない。

　もう、見失ってしまった。

　目の前にあるけど、

　見えないフリをしたんだ。







　　　　♪




　名前を呼ばれると、胸が痛くなって、此こ処こにいることを思い出す。

　こころがここにあると、誰だれかが忘れたころに見せるから。

　忘れないよ。

　忘れるから。







　たららんたららんっ、たんたららんっ、たったったた。

　たららんたららんっ、たんたららんっ、たったったた。

　たんたたんたったったったららん。

　たららんたららんっ、たんたららんっ、たったったた。

　たららんたららんっ、たんたららんっ、たったったた。

　たんたたんたったったったららん。




　頭の中。

　繰くり返す。

　メロディ、記き憶おくと残像。

　微かすか。

　思い出せなくなる。

　母親の面おも影かげ。




　たららんたららんっ、たんたららんっ、たったったた。

　たららんたららんっ、たんたららんっ、たったったた。

　たんたたんたったったったららん。




　彼女の顔が浮かんでくるのをごまかそうと、鳴らしたメロディなのに。

　音符はこんなに確たしかに鳴ってるのに。

　思い出せない。

　母親のこと。

　忘れてしまった方が楽なのは、これじゃないのに。

　音の空間は、広がらずに、とてもちいさな此処に、忍び込んで消えてしまう。

　だって、此処は頭の中だ。

　何ど処こにもつながってない世界。

　子供のころに、いつも傍そばにあった辺あたりをはね廻まわる音たち。あったかなやさしさ。

　両手いっぱいにすくったはずの水は、今でもこぼさないように大切にしていた。

　失なくすことをおそれて。

　手にくんだ水は、本当は、乾いていく。

　誰だれにとってもそうだ。

　自分が持ってる体温で乾いていく。

　生きてるから。

　熱ねつを持ってるから。

　失くした水は、またくんでくればいい。

　その場所は何処にだってある。

　道ばたに転がるほんの小さな小石にだって、それはある。

　たとえば、誰かのこころだったり、自分のこころだったり。

　気付けば、簡かん単たんなこと。

　見付かれば、やさしいこと。

　少し、目め線せんを変えればいいだけ。

　けれど、彼はまだ、小さな世界にいた。

　空に目をやれば、太陽が頭の真上にあって、塾じゆくの時間にはまだあった。

　本当は、授業なんか出るつもりじゃなかったのに、コウヘイは何な故ぜか塾がある駅前まで出てきてしまった。日々の習しゆう慣かんというか、ほぼ毎日通っている場所に足が向いた。学校は休みだから、こっちしかない。

「あー……もう……」

　呼吸と同じくらい自然とため息が出てくる。

　あの〝女の子〟が言った、




　──ため息つくと、しあわせが逃げるってさ。




　なんて科白せりふは、もうすっかり頭の中にはなかった。

　よく判わからない。

　ショックだった。

　胸の辺りがつぶれるかと恐こわくなった。

　こんな街中、土ど曜ようの人混みの中でも、今すぐに座り込んでしまいたくなる。

　そんなときだった。




　バスンッ。




　と背中を思い切り叩たたかれた。

「イッテッ!?」

「おいっす。めっちゃ猫ねこ背ぜになってんぞっ」

　弾はずむような声──が、

　次の瞬しゆん間かんには、

「ゲッ、な、なに？　マジでっ!?　なんで泣き寸!?　えっ？　あたし、あたしのせいッ!?」

　戸と惑まどいの声に変わった。

　そこにいたのは、塾じゆくをさぼった日に逢ったあの〝女の子〟だった。

　しかし、振り返ったコウヘイがあまりになさけない顔をしていたことでびっくりしてしまう。

「なんつぅ顔してんのよ」

　今度は軽く、女の子はコウヘイの頭に手をやった。

「知るか。自分で自分の顔見れねぇよ」

「鏡かがみあるけど、見てみる？　ひっどいよ？」

「…………いい……」

　コウヘイが力なく答える。と、女の子は、やれやれと肩をすくめ首を左右に振った。

「ちょっと、ここで待ってて」

　そう言うと女の子は、少し離はなれていた友達らしいふたりのところへ小走りに向かった。

　そして、二言三言かわし、またコウヘイのところへ戻ってきた。

　一方、友達ふたりは、女の子に手を振って、人混みの中に消えていってしまった。

「うしっ、そこらへん、歩くか」

　女の子は言った。

「へ？　でも？」

　コウヘイは、女の子がどうしてそんなことを言い出すのか判わからなかった。

　ちょっと考えれば判ることだったが、思考能力がひどく低下している。

　女の子は、この前逢あったときの私立のお嬢じよう様さま学校の制服姿じゃなくて、休みなのだろう、胸元にレースがのぞくショート丈のカットソーに、デニムのハーフパンツにブーツと、カジュアルな格かつ好こうだった。

　今さらながら意い識しきしてみると、ずいぶん雰囲気が違っていた。

　それは見た目だけで、感じ方はおんなじだ。

　じゃなかったら、脳の活動がにぶくなっている今、声をかけられてもたぶん、すぐには誰だれか判らなかっただろう。

「あ、こないだイイカンジのカフェ見付けたから、そこ行ってみるかー」

　なんていいながら、まだ、ぼうっとしているコウヘイの背中を、ぽん、と押し、女の子はてくてく歩きはじめた。

　友達と遊んでいたのに、なんで、オレと？

　そう思ったが、飼い主の跡を追う犬っころみたくコウヘイは女の子に続いた。




　　　　♪




　知り合ったばかりのヤツに心配されるくらい自分がひどい顔をしていたことに、カフェのトイレに入って判わかった。

　鏡かがみの前に立って。

　ああ、こんな、顔してたのか。

　ああ、そうか、オレのためか。

　ああ、どんな顔すればいいんだっけ。

　こんなとき、どんな顔ならいいんだ。

　知らないな。

　オレ、知らないよ。

　もう、いいや。

　べつに。

　コウヘイは、そのままの、半泣きの表情でトイレを出た。

　席に戻ると、テーブルには先に注文していたコーヒーと、女の子が頼んだ紅こう茶ちやがきていた。

　紅茶のポットのとなりには、砂時計があって、なんで砂時計？　とか思いつつ口にはださなかったが、

「蒸むらしの時間はかってんの」

　と女の子が答えた。

　完全に頭の中が読まれている。

　そういえば、最初にあったときもやけに鋭するどかった。

　独ひとり言ごとの、少ない言葉だけで、コウヘイの心の中をなんとなく判っていた。

　なにしろ、〝彼女〟への気持ちに気付かされたのは、この子がいたからだ。

　この子がいなかったら、いつの間にか消えて失くなっていた想いかもしれない。

　バカな自分は、あとで気付いて、もっと痛くなってた。

　この痛みの意味を知らないまま、ただ苦しくなって、のたうち廻まわっていたかもしれない。

　今よりも、ずっとみっともなく。

「ハァー…………」

　大きなため息は、まだミルクを入れてないコーヒーの黒に波紋を浮かべた。

「こっちまで落ち込むくらいすっごいため息」

　女の子は、テーブルに頰ほお杖づえつきながら、もう片方の手で砂時計をひっくり返す。

　スカイブルーの砂が、細い穴をするするくぐり抜けていく。

　砂の架け橋が別々の、ふたつの世界をつなげているように見えた。

　じーっとコウヘイの様よう子すをうかがい、女の子は言う。

「話したいこととかなくてもいいけど、あったら聞きくよ？」

　そのなにげなくて短い科白せりふが、合図だった。

　合図を待っていたのかもしれなかった。

「──あのさっ」

　コウヘイは、壊こわれた蛇じや口ぐちのようにしゃべり出した。

　彼女のこと。

　兄貴の恋人だということ。

　でも、好きなんだと思うこと。

　彼女のことばかり考えてしまうこと。

　それで、母親の顔も忘れてしまいそうなこと。

　母親が遺のこしてくれたピアノを弾ひいても、メロディを鳴らしても。

　たいせつだったものが、消えていく。

　浮かんでくるのは、彼女の顔。

　幼く見えるけど、自分よりもぜんぜん歳とし上うえで。

　声がかわいくて、なんだかやさしくって。

　くすぐったい気持ちになること。

　でも、兄貴といるところを見たとたん、

　痛くなった。

　こころが、つぶれそうだ。

　痛くて、痛くて。

　なのに、笑えるんだ。

　彼女のことを想おもうと、笑え顔がおになってしまう。

　バカだから。

　大切な家族の大切なひと。

　好きになったら、バカみたいだ。

　どうしよう。

　どうすればいい。

　どうにもできない。

　どうにもならない。

　痛いだけだ。

　コウヘイは、しゃべった。

　ちゃんと言葉になっているか、伝わっているのか。

　伝わらなくてもいいと思った。吐き出すだけでもいいと思った。

　自分のことも判わからないのに、自分以外の人間が判るはずない。

　だって、女の子は、他人だ。

　それでも──

　女の子は、ちゃんと聞いてくれた。

　ときどき、めちゃくちゃになるコウヘイの言葉をそっと止めたりして、つながるようにして。

　コウヘイが吐き出しているのは、感情だ。

　感情に触れるのは、感情しかない。

　どんなにそれが綺き麗れいな言葉になっていたとしても、どんなにそれが汚い言葉になっていたとしても、感情を感じられるのは感情だけだ。

　このひとはこういう人間だろうから、おそらく、こういうときはこういうことになるから、このひとの言ってることは、こうだろう……なんて、数学の公式に当てはめるように、国語の穴埋め問題のように正しい答えを捜さがすんじゃない。

　女の子は、コウヘイの足りない言葉を、コウヘイの気持ちを感じ取って埋めていく。

　決め付けたり、正しいだけの答えじゃない。

　ただちゃんと感じる。

　今のコウヘイには、的てき確かくな答えが載のった教科書や問題集の答えが必要かもしれない。

　けど、もっと必要なのは、やっぱり気持ちだった。

　それが正解か間違いか、どちらでもよくて、ちゃんと受け止めてくれること。

　返してくれること。

　こうじゃなきゃダメだ──そんなモノはないんだから。

　女の子の場合、返ってきたのはやっぱり感情だった。

「バッカじゃないの？」

　ぽつん、と言った。

　コウヘイは息が切れるほどしゃべってしゃべって、あげく返ってきた科白せりふに目が点になった。

　いきなり、頭をはたかれた気分だった。

「つーかさ、なに、押す前から引いてんの!?　そんなのもがいてみないと判んないじゃん。やっぱバカっしょ？　兄貴の恋人だから、言わないでいいワケ？　後こう悔かいしたくないでしょ？」

　女の子は、すっかり冷めた紅こう茶ちやを一気に飲のみ干ほす。

「いや、できねーだろ!?　考えてみろよ？」

　バカなのはどっちか判らなくなってきた。

「だってさ、このまま彼女のこと好きでも、好きじゃなくなっても、笑ってんだぞ。彼女、兄貴のとなりで笑ってんだぞ!?」

　彼女は笑ってる。

　ずっと、近くで、なのに、遠くで。

　それを自分は眺めているだけ。

　しあわせそうな彼女を見ているだけ。

「知るか！」

　としかし、女の子は言った。

「じゃあ、どうしたいワケ？　どうなりたいワケ？　彼女に、好きになってほしい？　嫌われたい？　好きでいたい？　嫌いになりたい？　キミは、何がしたいの？」

　真まっ直すぐに向く女の子の瞳ひとみ。

　コウヘイは、にらみ返すことも見つめ返すこともできず、そらした。

「…………判わかんね……」

　すると、女の子は、

「はぁ…………[image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

　とおっきなため息をついた。

　自分で、ため息をつくとしあわせが逃げる。って言ったくせに。

「判んないだろうね。だって、キミ考えてないじゃん。なんかいろんなこと考えてる風ふうで、なんにも考えてないの。で、結局、『しょうがない』とか言ってあきらめるんでしょ？　いろんなこと」

「なんで、そんなこと判るんだよ、おまえに」

　もうただのあげあしとりだ。

　こんなのは、何の意味もない。

　そう思った。

　しかし、女の子ははっきりと。

「だって、あたしもそうだったから」

　コウヘイは、何も言い返せなくなった。

「キミとあたしは、べつべつの人間だし、あたしの場合と、キミの場合じゃ違うかもしれない。……うーんと、〝流れ〟ってあるっしょ？　周りに流されるとかの。流れに乗っかるのも、流れに逆らうのも、結局、流れに関かかわってるワケ。あたしは決めたいと思う。自分で。乗るか逆らうか。それくらいのことできる」

　仕方がない。

　しようがない。

　と言えば、それまでだ。

　考えることをやめたら、そこで終わる。

　他人だからとか、別々の人間だからとか。

　でも、同じ場所で生きて、同じ場所で暮らして、同じように呼吸してる。

　判わかってることだ。

　あたりまえのことだから。

　でも、みんな忘れてる。

　思い出すのは、いつも、それを失ってから。

「お母さんの顔忘れるって、すごいかなしいことかもしれないけど、それよりキミが必要だと思うなら、それをやる方がいいと思う。でも、それも自分で決めないと意味ないけどさ。やるだけやるか、やらないか。なんなら、お母さんの顔思い出させてあげようか？」

「は？」

　いきなり話が飛んだ。

「お母さんの顔が思い出せなくて、だから彼女に向かえないんだったら、あたしが思い出させてあげるから」

「は？　んなことできるワケ……」

「できるよ。真っ白い死神にでも頼んでみる」

　女の子も感情的になっているのか、徐々に言葉や思考が散らばりはじめる。

　一いつ生しよう懸けん命めいなのが、逆な方面に向かうこともある。

　案外、コウヘイと女の子は似ているのかもしれなかった。

　が、今は、そんなこと考えている余裕は、コウヘイには──ない。

　まったくぜんぜんこれっぽっちもない。

「はぁー？」

　なんだ、死神って。

　バカにしてんのか。

　バカにされてんのか？

　なんだよ、おい。

　死神って。

「──バカにすんなよっ！　自分のことぐらい自分で決めるっつの！」

　いきおいよく席を立つ。

「だから、決めろっつってんの!!」

　女の子も立ち上がる。

「やるっつってんだろーがッ!!」

　それを捨すて科白ぜりふにコウヘイは、女の子に背を向け、カフェを出て行こうとした。

　が、

「待って！」

　女の子が呼び止めた。

　そして、すごい剣けん幕まくで言う。

「金払ってけよ！　自分の分は自分で！」

　締しまらない……。




　　　　♪




「──んだよっ、死神って。縁えん起ぎでもねー。バカにしやがって」

　やってきたときは下を向いていたコウヘイ。が、今は街行くひとすべてにメンチ切って闊かつ歩ぽしそうなほどだった。

　女の子の伝えたかったこと。

　想おもい出は、思い出せるから、想い出だ。

　思い出そうとすれば、いつでも思い出せる。

　失なくならない。ずっとある。

　こころんなか。

　忘れるのも同じことだ。

　いつだって忘れられる。

　忘れてしまえる。

　けど、今の気持ちも、変わる気持ちも。

　全部、抱えて歩いていく。

　何もしないのが、一番、バカげてることなんじゃないか？

　女の子は、そう言いたかったんだろう。

　ただ、言葉が足らなかっただけ。

　コウヘイが理解しようとすれば、簡かん単たんなことだ。

　感じてほしいなら、相手を感じないと。

　それは、難むずかしくなる。

　しかし、女の子の、強く想い、強く放つ言葉。コウヘイの心を揺ゆらしたのはたしかだった。

　だから、今、こうして歩いてる。

　考えようとしている。

　想ってる。

　が、きちんと考えるようになるには、まだ、少し時間が必要だった。

　なにしろ、

「あーっ！　マジむかつく！　──あの女!!　今度逢あったら、こうしてこうしてグワシ！」

　怒りがマキシマムでバースト状態。

　ったく、あいつ！

　あいつ！

　あいつ！

　あいつ？

　え？

　あれ？

　名前……？

　あいつの名前、

　なんだっけ？

　名前……、

　訊きいてなかった。

　自分の名前も、言ってない。

　なんだよ。

　なんなんだよ。

　あの女。

　なに、名前も知らないヤツに真剣になってんだよ。

　なに真剣に怒ってんだよ。

　なんで、あんなに真剣になってくれたんだ。

　名前も知らないのに。

　一いつ生しよう懸けん命めい。

　きっと、誰だれにだってそうあるように。

　あの子は、真剣で、真まっ直すぐに。

　オレにはそんなことできない。

　一生懸命になれるモノがない。

　心の中に。

　けど、あの子は、話聞いてくれて。

　いっしょになって、考えようとしてくれてた。

　いろんなこと。

　ただ、言葉が足りなかっただけだ。

　あの子もオレも、お互い。

　ちゃんと、もっと、話せたら。

　それなら、よかったのに。

「あーあ……、また、逢あえんのか……。塾じゆくで逢える……か」

　女の子がはじめて逢あったとき言ったことがぼんやり頭に浮かんできた。

「べつに、受じゆ験けんしないヤツは塾じゆくきちゃダメって決まりないっしょ？」

　そう言って、わざわざ勉強しにきたやつが、なんで、サボってあんなところにきたんだ。

　……たぶん、居づらかったのかもしれない。

　塾には通っているが本当は必要がなくて、でも、目標があってそうしている。

　しかし、受験に必死な生徒たちに対して、本来なら受験のない自分がきている。その空気がなんとなくイヤで、あの日はサボっていた。

　だとしたら、悩みのなさそうに思えたあの子も、日々を一いつ生しよう懸けん命めいなんだ。

　そうだろう。

　名前も知らないヤツのために、一生懸命になるような子だ。

　日々を懸命に生きてないはずがない。

　そんなことを考えてみると、なんで、さっきあんなにムキになって怒ったのかと、反省の気持ちがこみ上げてくる。

　嫌いやな感じだ……。

　今度逢ったら、とりあえず、

　謝あやまってみよう。

　──と、

　その機き会かいは、わりと早くきた。

　誰だれかに呼ばれた気がした。

　名前じゃなかった。でも、たしかに自分を呼ぶ声。

　あの女の子の声。

　振り返った。

　その、次の瞬しゆん間かん、

　コウヘイの目に映ったのは、赤信号の歩道を半身ほど渡っている自分、それに向かって、突っ込んでくる真っ黒い車だった。




　身体からだが跳はねる。

　空が見えて、地面が見えて、また空が見えた。

　感覚はない。

　足や手や、いろんなところが曲がらない方向に曲がってて。

　轢ひかれて、飛ばされて、ぐちゃぐちゃに。

　でも、感覚はなかった。

　不ふ思し議ぎと痛みもなくて、衝しよう撃げきも小さかった。




　それでも、閉じる。

　世界。

　視界。

　フェイドアウト。

　真まっ暗くら闇やみ。

　消える。

　失うせた。







　　　　♪ (into the white cube)




　暗くて、恐こわくなった。

　何も見えなくて、恐くなった。

　手を伸ばそうにも、自分の手が何ど処こにあるのか判わからない。

　足を動かそうにも、自分の足が何処にあるのか判らない。

　自分の存在が判らない。

　何処に在るのか。

　けれど、そんなとき、音楽が鳴った。

　何処からか、聞こえる。

　それは遠くで、それは近くで。

　ああ、これ知ってる。

　そうだ。

　コウヘイは、思い出せた。

　そのメロディ。

　やさしくて、あったかくて、なんだかなつかしかった。

　導みちびかれて、つながって、広がってく。

　それは遠くで、それは近くで。

　自分には瞳ひとみがあって、まぶたを開けられることを思い出した。

　何も見えないけれど、もう恐こわくなかった。

　そこは──







　そこは真っ白で、ただ真っ白で、他ほかには何もない。

　けど、真っ白い女の子と真っ黒い猫、それから、ピアノ。

　そこは真っ白い壁かべなのか天てん井じようなのか、遠いような、近いような。

　けど、辺あたりをやさしげなメロディが包んでいる。




「──なんだ、おまえ!?」

　そのかわいらしい男の子の声に、コウヘイは、目を開けた。

　天井からぶら下がるようにして、黒猫がコウヘイの顔を覗のぞき込んでいた。

　しかも、ものすごく驚おどろいてる。

「こーら、聞いてるのか？　偉そうに寝っ転がってさ！」

　黒猫が口をとがらせ、短い前まえ脚あしでコウヘイの額ひたいを叩たたいた。

　肉にく球きゆうかなんなのか、ぷにっとやわらかかった。

　それで自分が仰あお向むけに倒れ込んでいることに気が付いた。

　身体からだを起こすと、ぴょんと黒猫が飛びのく。

　黒猫はそのまま、真っ白い姿をした少女のところへ駈かけていった。

　椅い子すに腰かける少女の膝ひざにのぼり、振り返ってコウヘイの様よう子すをうかがう。

　少女がピアノの鍵けん盤ばんからその花きや車しやな指を離はなす。




　たーん…………。




　という、音符の余よ韻いんが響ひびいて、やがて消える。かたん、と少女の赫あかい靴が踏んでいたペダルから離れた。

「いきなり現れたから、驚いた」

　少女は、オトナびているのにひどく子供っぽい不ふ思し議ぎな声で言った。けど、驚いているようには聞こえない。

「ここは？」

　膝から黒猫を抱きかかえる少女にコウヘイは訊きく。

「何ど処こでもないところかな」

　冗じよう談だんっぽく言うが、やはり、ふざけているようには聞こえなかった。

「まあ、キミにとっての世界じゃないけどね」

　少女がやさしくなでると、黒猫はごろごろと啼ないた。

　気持ちよさそうな顔をしながら、しかし、黒猫は、

「判わかったらはやく出てけよなー」

　と生意気に嫌いやみったらしく言ってくる。

　でも、仕し草ぐさがいちいち愛らしいので、ぜんぜん嫌じゃなかった。

　むしろ、カワイイやつ、とか思えた。

「あの、判らないんだけど、ここが何処か……」

　コウヘイが起き上がると、少女は、彼に真まっ直すぐに向いた。

「ほら、立ち上がれた」

「え？」

「ここはとても狭い。でも、ひどく広い。あたしにとっては、そう。でも、キミのいる世界じゃない。キミは必要としていないし、キミを必要ともしてない」

　なんとなく、少女の薄うすい唇くちびるがこぼす科白せりふの意味が判った。

　……なんだよ。

　そうだ。

　そうだったんだ。

　ああ、ここはもう自分がいた場所じゃないんだ。




　記き憶おくとフラッシュバック現象。

　あざやかに思い出される。

　あのとき、命を失ってしまった。

　車道に出てしまった自分は、やってきた車に……。

　跳はね飛ばされて、命を失った。

　終わってしまったんだ何もかも。

　これで終わり。

　案外、あっけなかったな。

　そう思うと、どうしようもなく悲しくなる。

　何かを失うことを恐れていたけれど、まさか、自分自身を失なくすことになるなんて思ってもみなかった。

　母親を亡くしてから、なんにも、誰だれとも真まっ直すぐに向き合ったことがなかった。

　大切なものを失くした代わりに、コウヘイは、大切なものを失くす怖さを手にしてしまった。

　大切なモノは失くなってしまう。

　だから、たいせつ。

　じゃあ、本当のたいせつってなんなんだろう。

　見付からない。

　見付けられない。

　だって、捜さがそうとしないから。

　見付けたら、また、失なくしてしまうから。

　だから、見付からない。見付けられない。

　コワイから。

　母親が死んでから、ずっと夢を見ているようで、全部が噓うそだったらいいのにと思った。

　そして、いつものように朝になって、目覚めれば、母親が台所でご飯を作っていて、おきにいりの冷れい蔵ぞう庫こが低い音でうなってる。

　噓うそだったらいいのに。

　それなのに、コウヘイは、母親がいないことに慣れ、自分自身に噓をつくことを覚えた。

　噓っぽく笑って、噓を重ねて、ごまかして、何とも、誰だれとも向き合わずに生きていく。

　けれど、自分自身と向き合うときがきてしまった。

　それが〝初恋〟だなんて。

　誰かと向き合うことを恐れていたコウヘイは、〝彼女〟を好きになって、噓がつけなくなってしまった。

　自分自身に。

　それでも、ごまかそうとしたコウヘイを、あの〝女の子〟が自分自身に向くようにしてくれた。

　つながっていけるように、つながっていられるように。

　気付かされる。

　自分自身に噓がつけないこと。

　けど──

「もう、遅いんだ」

　コウヘイはうなだれる。

　もう、遅いんだ。

「なにが？」

　としかし、少女が訊きいてきた。

「オレ、死んじまったから……」

　自じ嘲ちよう気味に笑う。

　が、むしろ、笑われた。

　少女が、ちいさく口元をゆるませる。

「だいじょうぶだよ。キミにはキミの世界がある。ちゃんとつながってる。いろんなとこ」

　やさしい声で、少女は言った。

「なにが？」

　今度は、コウヘイが訊きいた。

　すると、言った。

　黒猫が、ひどくあきれて。

「なにがじゃない！　てゆーか、おまえ──まだ、死んでないぞ？」

「は？」




　は？







　────たららん。




　　　　♪




　メロディ。

　あったかくてやさしげで、なつかしい。

　かあさんの曲……。

　誰だれだろう。

　誰が弾ひいてるんだろう。

　あ、違う。

　これ、鼻歌ハミングだ。

「──……吞のん気きなもんだなぁ、ひとがひどい目にあったってのに……」

　目覚めて、コウヘイはつぶやく。

　すぐ傍かたわらに座っていた女の子。

「あ、気が付いた？　ここ、判わかる？　病院だよ」

「ああ、うん……」

　死んでない。

　生きてる。

「……生きてる」

　女の子が微笑ほほえんで、椅い子すから腰を上げる。

「うん。生きてるね。ハハッ。てかさ、ひどい目って、ちょっと車にさわっただけじゃん」

「へ？」

　だけど、あのとき、車道に出てしまった自分は、やってきた車に──

　足や手や、いろんなところが曲がらない方向に曲がってて。

　轢はじかれて、飛ばされて、ぐちゃぐちゃに…………、







　なってねぇ。







　チョーなってねぇ。

　動く動く。手も足も指も頭も首も……。

　見渡せば、病室もかろうじて一人部屋なだけの普通の病室だ。

　あのとき、車にぶつかる直前、カフェでコウヘイが置いていったお金が足りなくて、文句を言いにきた女の子に引っ張られたんだ。

　ぶつかったというより、軽く触れただけ。

　じゃあ、あの記き憶おくは？

　轢かれて、飛ばされて、ぐちゃぐちゃに……。

「さっき検査したけど、ぜんぜん大丈夫だって、かすり傷だけでさ。つーか、あたしのほうがひどくね？」

　言って、女の子は、ベッドの脇わきに足をのせた。

　膝ひざにおっきな絆ばん創そう膏こうがはってある。

　コウヘイを引っ張ったときに、いきおいですっ転んだらしい。

「キミもさ、あれくらいで気絶しないでよね。お医者さん言ってたよ？　寝不足じゃないでしょうかね、って。マジあきれるんですけど」

「わりぃ……」

　謝あやまるしかない。

　全部、自分のせいだ。

　あの記憶は間違いだったんだろうか。

　轢かれて、飛ばされて、ぐちゃぐちゃに。

　いや、でも、すごい鮮せん明めいだ。

　いや、でも、そうだったかなー。

　なんか、だんだん自分の記き憶おくに自信がなくなってきた……。

　だいたい、手足ならまだしも物理的に自分がひん曲がってるところなんて、自分自身で見られるワケない。

　幽ゆう体たい離り脱だつでもすればべつだけど……。

　窓の外。開いたカーテンからは、外が見えなかった。

　もう、陽ひが暮れて真まっ暗くらだ。

　窓ガラスが病室の蛍けい光こう灯とうを反射して、ベッドの脇わきに腰かけた女の子を映す。

「あ、みんなきてるよ。キミが事故ったって連絡が行ったらしくて、お父さんも、お兄さんも、それから〝彼女〟もすっ飛んできた」

「…………そっか。ありがと……」

「あたしに言ってどうすんの。お父さん、お医者さんのところに行ってるよ。んでさ、さっきまで〝彼女〟泣きっぱなしだった。今、お兄さんが、外で落ち着かせてる。なんかずっと泣きながら言ってた。キミとせっかく仲よくなれそうだったのに、今日きようは怒らせたかもしれないって。そんなときに事故だって。そりゃびっくりするよね。怒らせたまま、仲よくなれないまま、死なれたんじゃ。キミ、急に出てったんだって？」

　女の子は、おかしそうに笑った。

　ものすごい軽傷だった今、それは完全な笑い話と化してしまう。

　そういえば、そうだ。

　兄貴と彼女がふたりでいるのに耐えれなくなって、うちを飛び出した。

「ほんと、ガキなんだからさっ」

　お腹なかを抱えて笑う女の子に、コウヘイは、

「ガキだからしょーがねーだろ」

　とちいさく返すしかできなかった。

　でも、生きててよかった。

　こうして、呼吸ができてよかった。

　手と足と、身体からだがあってよかった。

　生きてるんだ。

「あ……。そういえば、ものすごい、今さらなんだけど、訊きいていいか？」

　コウヘイは、女の子に視し線せんを向ける。

「なに？」

　と女の子は、コウヘイの顔をのぞき込む。

「あんたの名前」

　ぷっと、女の子はふき出した。

　笑い声がまた鳴った。

　でも、なんだか耳に心ここ地ちよかった。

「そうだ、そうだ。自己紹介してなかったんじゃん。じゃあ、まず、ひとに訊きく前に自分から」

「だなっ」

　それもそうかとうなずいて、コウヘイは、ちゃんと動く身体からだを起こす。

「オレは、江え南なみコウヘイ。知ってると思うけど、中三」

　次は、女の子の番。

「知ってると思うけど、あたしも中三。で、──香か川がわリココ。よろしくっす」

　言って、リココは笑った。

　綺き麗れいに笑った。




　　　　♪




　コウヘイは、自分が〝彼女〟にとって『家族になれる存在』でしかないと、ただそれだけだと知るのにそれほど時間はかからなかった。

　このことの方が、事故ったときの傷の何百倍も痛かった。

　でも、決めたことがある。

　それは、

　自分の想おもい。

　気持ち。

　このまま、彼女には話さないままでいること。

　べつに、忘れるワケじゃない。

　ごまかすワケじゃない。

　ただ、大切にしまっておくことにしたんだ。

　この気持ちが〝たいせつ〟に変わればいいと思う。

「まあ、しばらくはつらいかもだけどさ」

　父親や、兄キイチとミクに関係を勘かん違ちがいされ、江南家に招待されてしまったあげく断り切れずのこのこやってきたリココは、居心地悪そうにしながらも、こっそりコウヘイに耳打ちした。

　そして、つけ加えて、

「けど、すきあらば、狙ねらっていけよ。彼女のこと」

　なんて。

　バーカ。

　うるせーよ。

　そうするも、しないも、自分で決めるよ。

　この気持ちを確たしかにしたいから。

　ありがとう。

　だから、笑った。

　コウヘイも笑えた。




　遠くで、何ど処こかで聴きいたことのあるピアノの音ね色いろがしたような気がした。







　────たららん。







　ピアノを弾ひいたんだ。

　ずいぶん、ひさしぶりだった。

　かあさんに逢あえたよ。











Strawberry's Note - fin.
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　　　　♪




　花はな小こ金がね井いアポロは、近所でも評判のかしこい猫だ。

　でも、本人は、自分のことを頭がいいなんて思ってない。

　僕は、飼い主や家族のみんなには、いつも笑われてしまうドジで、おっちょこちょいのたよりない猫なんだ。なんて。

　以前、人間が考えた『宇宙空間でペットと暮らす計画』のコンテストで、いろんな動物たちの中から、最終審しん査さなところまで残ったアポロだったが、その計画も、結局、ダメになってしまった。

　人間たちの都つ合ごうだとか、そういう話だけれど、まあ、どうせ自分は宇宙には行けなかっただろうと思う。

　それに、家族といっしょにいたいし。

　家族がいなかったら、今、アポロはここにいない。

　そして、これからもそうだ。

　アポロには、家族が必要不可欠なものだった。

　あと、それと、

『──おーい、アポロ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ』

　友達もだ。

　アポロが日につ課かになってる近所の散歩をしていると、公園の前を通りかかったあたりで、うしろから声をかけられた。

　くるりと方向を変えると、向こうからまるまる太った茶ちやトラの猫が駈かけてくるのが見えた。

　ぷるぷるるん、とお肉が走るリズムで上下する。

『あー、よかった！　やっぱり、こっちだったんだな。ずっと捜さがしてたんだっ』

　息を切らせてやってきた茶トラは、近所の久く我が山やまさんちのハネトラという名前の猫だ。

　あわてていたが、アポロを見付けて少しほっとした様よう子す。

『こんにちは、ハネトラ』

　丁てい寧ねいにアポロがあいさつすると、

『うんっ。アポロ、こんにちは』

　ハネトラも返す。

　しかし、すぐに、

『いや、そうじゃなくて！』

　とその場でびゃんびゃん跳はねて、突っ込んだ。

　いわゆるノリツッコミというやつだったが、猫にはその自覚もなく、ハネトラは、

『おまえはなんで、そんなに吞のん気きにしてるんだ！』

　理不尽な怒りをぶつけてきた。

『あ、ごめんなさい』

　アポロはどうして自分が怒られているのかよく判わからなかったが、怒られているからには自分が悪いんだろうと、素直に謝あやまる。

『いや、違うんだ。そうじゃないんだ』

　あまりにおっとりなアポロの謝しや罪ざいに逆に恐きよう縮しゆくしてしまったらしく、ハネトラの調ちよう子しが狂ってしまう。自分が何をしにきたのかも忘れてしまいそうになる、その前に口を開いた。

『アポロ、いっしょにきてくれ！』

『どうしたんですか？』

　アポロもやっと、ハネトラの様よう子すがいつもと違うことに気が付いた。

　ハネトラは、アポロほどかしこい猫じゃない。

　というより、アポロが普通じゃないだけで、ハネトラは、普通の猫。食い意地はっているせいでおデブさんだけれど、仲なか間ま想おもいですごくやさしい、アポロのたいせつな友達だ。

　そのハネトラが言った。

『もう、おまえだけが頼りなんだっ』




　頭の真上で、太陽がハローハローと手を振っている。

　陽ひ射ざしはおだやか。

　おっきすぎる雲が青く透とう明めいな空に、くじらのように泳いでいた。

　走り出した、ふたりの猫たち。




　　　　♪




　人間に飼われていても、飼われていなくても、動物たちは知っている。

　魂の帰る場所。

　家族の大切さ。




　モクは、吉よし田だ材木店の木材置き場に住み着いたから、人間たちに『木モク』と呼ばれている野の良らの雑種犬だ。

　野良だけどモクは今まで、人間たちにかわいがられてきた。

　材木店のひとや、近所のひと。

　けれど、ついこのあいだのことだった。

　この辺あたりに住み着いている他ほかの雄おすの野良犬が、人間の子供にかみついてしまった。

　かみついた野の良らは、人間たちに捕まった。もう生きてはいないだろう。

　しかし、それで終わらなかった。子供がケガを負おったことで、一部の人間の子供やオトナが、野良犬たちに危害を加えるようになってしまう。

　そして、矛ほこ先さきは、平和に暮らしていたモクにも向かった。

　──身ごもっていたモクにも。

　昔、モクは樹じゆ木もくに虫がつかないように人間がまいた薬くすりを間違って口にして、その後こう遺い症しようで、赤ちゃんができにくい体質だった。

　そのモクに奇き蹟せきが起こった。

　赤ちゃんができた。

　もうすぐ生まれるはずだったのに──

　アポロが木材置き場の奥の奥、高くつみ上げられた木材の陰かげに、隠かくれるようにして身を潜ひそめていたモクを見たとき、言葉を失ってしまった。

　モクに息はあったが、人間に何度も固い棒か何かで殴られた跡。

　きっと、お腹なかの中の赤ちゃんたちは……。

　そう思うのに十分な、むごい姿だった。

　そこには、モクのことを心配して近所の猫や犬が、野良もペットもまじって集まっていた。

　でも、野良たちと人間に飼われている者の間には、目に見えない冷たい空気が流れる。

「だから、人間ってヤツは」

「人間に飼われてるヤツらが何しにきたんだ」

　知り合いのモクの一大事、それもあるけれど、アポロは自分がどうして、おんなじペットとして人間に飼われているハネトラに呼ばれたのか判わかった気がした。

　野良のひとたちを止めたいと思ったんだ。でも、自分ひとりでは無理かもしれない。だから、同じペットのアポロの力を借りようとした。

　アポロもハネトラも他ほかのペットたちも、家族が、人間のことが大好きだ。

　それは、人間にかわいがられていたモクもおんなじだったはず。

　が、こんなことになってしまった。

　野良たちの中には、人間のことをとても嫌っている野ひ良ともいる。

　普ふ段だんは、お互いの距きよ離りでおだやかに暮らしている動物たちも、こういうことで簡かん単たんにバラバラになってしまう。

　ハネトラは、ここにやってくる前に、運動不足で上がる息を切れ切れに言っていた。

「俺おれは、アポロみたいに頭よくないから、判らないんだ。どうすれば、いいか。助けてやってくれよ、頼むよ」

　でも本当はハネトラも判っているはずだ。

　モクも、そして、赤ちゃんももう……。

　今までに、何匹もこうして死んでいってしまった動ひ物とたちを見てきている。

　それでもなんとかしたいと思う。

　モクのために。

　人間に飼われているいないに関係なく。動物たちは、知っている。

　家族の大切さ、仲間の大切さ。

　だから、何とかしたいと思う。

　何とかしたい。

　何もできない。

　それは、いらだちとなって、やがて心の中に闇やみを生むだろう。

　悪いのは、誰だれだ？

　人間だ。

　人間がこんなひどいことをしたんだ。

　最初に、人間の子供にケガをさせてしまったという野の良らも、子供に石を投げられたり棒で叩たたかれたりされた。

　野良は、ただ自分の身を護まもろうとしただけなのに。

　ワルイノハ、ダレダ。

　ニンゲンダ。

　しかし仕返ししようとすれば、もっと人間を怒らせる。

　人間も仕返しする。

　仕返しすれば、野良たちはもっと怒る。

　そして……、

　最後には、野良や動物たちが、みんなモクと同じような目にあわされる。

　……どうしよう。

　どうしたらいいんだろう。

　僕は……。

　ハネトラや他ほかの人間に飼われているペットのみんなが、僕を頼ってくれている。

　なのに……、どうしようもないなんて。

　命が、終わるのをただ見ているだけなんて。

　僕は、救ってもらった。

　今の家族に、命を助けてもらった。

　なのに、僕は助けられない。

『なあ、アポロっ、どうしたらいい？　どうしたらいい？　どうしたらいいんだよぉ!?』

　ハネトラはもう、泣きそうになっていた。

　アポロも泣きたくなった。

　かなしいよ。

　くるしいよ。

　つらいよ。

　アポロの身体からだ中じゆうを家族との想おもい出でが駆かけ抜けていく。

　モクもやっと家族ができた。

　でも、失う。

　アポロは、何もできない。

　本当に何もできないの？

　そう思った。

　そのときだ。

『──あっ！』

『どうした、アポロ!?　なんか、あるのか!?　なんか、できるのか!?』

　ハネトラがすがるように訊たずねる。

『うん、できるかも……』

　ただ、ひとつだけ。




　たった、ひとつだけ可能性があるとするなら──




　以前、出で逢あった。

　僕と、家族を助けてくれた。

　真っ白い女の子と、黒猫のひと。




　あのひとたちなら、なんとかできるかもしれない。

『よしっ！　ハネトラさん、行きましょう！』

『おうし！　……え？　行くって？　何ど処こに？　え？　って、おい、アポロっ！　ちょっと待って！　俺おれ、もう、走れな…………』

　駈かけ出す、アポロ。

　転がるように追いかける、ハネトラ。

　穏おだやかな陽ひ射ざしと、涼しげな風の中へ。




　　　　♪




　走る、走る。

『死神さ〜んっ、仕つかえ魔まさ〜んっ！』

　叫ぶ、叫ぶ。

『しにがみさ〜ん？　つかえまさ〜ん？　──あべしっ!?』

　同じく、走る、戸と惑まどう、そして、転ぶ。

　前まえ脚あしがあらぬ方向に曲がって、ハネトラが派は手でに引ひっ繰くり返った。

『だ、だいじょうぶですかっ!?』

　ハネトラの先を走っていたアポロだが、尋じん常じようじゃない音が背はい後ごでして慌あわてて振り向くと、ハネトラが転んで引っ繰り返って勢いあまって電柱に抱き付いていた。

　木材置き場から飛び出してから、もうずっと、陽ひがかげってきても、ふたりは走りっぱなしだった。

　アポロが最初に死神さんたちを見付けた場所──空を見上げながらひたすらだった。

　おっきな公園にも行ってみた。

　おっきな団地にも行ってみた。

　何ど処こにもいない。

　基本的には家猫でもともと運動不足のハネトラの体力は、とっくに限界を迎えていた。

　それでも、ハネトラは走っている間、

『へいき、へいき！　こ、これくらい、なんでもない！』

　と強がった。

　子供のころのハネトラは、今みたいにデブっちょじゃなくて、びゃんびゃん跳はね廻まわるような元気いっぱいの仔こ猫ねこだった。だから、ハネトラという名前が付けられた。

　今のハネトラは、運動が苦にが手てで、食っちゃ寝ねが生いき甲が斐いの食いしん坊ばんざいの猫。

　でも、ちいさかったころと変わってないのは、やさしいところ。

　おっちょこちょいで、臆おく病びようだったアポロとはじめに仲良くなったのがハネトラ。

　家族想おもいで、仲間想い。

　だから、今もこうしていっしょに、無む理り矢や理りにでも走ってる。

　アポロが、可能性を見付けたから。

　あの死神さんなら、なんとかしてくれるかもしれない。

　その願ねがいだけを持って、街中を走り廻る。

　呼びかけて、声ががらがらになってしまっても。

　脚がもう、動かなくて、ふらふらになっても。

　ハネトラだけじゃない、正直に言うと、アポロももうへとへとだった。

　運動はわりと好き。家族にいつも遊んでもらってる。散歩が日につ課か。そんなアポロだけど、身体からだが大きくないので、体力には自信があるワケじゃなかった。

　それでも、走り続ける。

　なのに、あの真っ白い女の子と黒猫は見付からない。

　こんなにいっぱい捜さがしても、こんなにおっきな声で叫んでも。

　逢あえない。

　もう、この街にはいないんだろうか。

　あのときも、本当に偶然だったんだ。

　ふたりに逢えたのは。

　無む我が夢む中ちゆうで、助けを求めたのが、たまたまあのふたりで……。

　僕は、何もできない。

　助けてほしいと、もとめてばかり。

　誰だれかに頼ってばかり。

　でも、それでも、僕はなさけなくても、誰かのためになれるなら。

　こうして、なさけなくて、みっともなくて、助けてもらってばかりでも、それが誰かのためになるなら。

　僕はそれでいい。

　僕がうれしいんだ。

　誰かに必要とされて、誰かを必要として。

　みんなで、ひとつ。

　バラバラだけど、つながっていければいいと思うんだ。

　けど、このままじゃ、やっぱりバラバラになっちゃうよ……。

　せっかく、みんな仲良くできてたのに。

　仲良くなれたのに……。

　もうすぐ、陽ひが沈もうとしていた。

『……アポロ……もういいよ………………』

　ぽそり、と本当に力のない声で、ハネトラはがくりとへたり込んだ。

　アポロにも、どっと疲れがこみ上げてきた。

　ハネトラはもう一歩も動けそうにない。それは、体力よりむしろ心が折れてしまっていたから、というのがはっきりと判わかった。

『いいんだ、もう。しょうがないよ、アポロ。俺おれたちには、何にもできやしないんだ……』

『ハネトラさん……』

　乾いたアスファルトに、へたりこんで頭こうべをたれるハネトラの姿に、アポロも力なくうなだれるしかなかった。







　────リン。







　不意に、声が鳴った。

　誰だれの耳にもはっきりと、けど不ふ確たしかに。遠くのようですぐ近く。不ふ思し議ぎな声が。

　アポロは導かれるように、声の方に向いた。

　そこにいたのは、真っ白い姿をした女の子と、真っ黒の猫。

「ったく、モモは、ほんと……」

　女の子の傍かたわらにいる黒猫が何かを言いたそうだったが、途と中ちゆうでやめてしまった。

　黒猫を女の子がそっと抱き上げる。

「たいせつなものは、みんなおなじでしょ？　だから、何もできないと思って、哀かなしくなったり、痛くなったり、くやしかったり」

『死神さん……』

「それは、あたしもおんなじ……」

　アポロは、あれだけ捜さがしても逢あえなかった女の子と黒猫がここに現れてくれたことに、本当なら、希望を持ってうれしいと思えるはずなのに、その言葉に、苦しくなった。

　同じ……。

　何もできないこと……。
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　──ああ、もう、モクや赤ちゃんたちに、さよならしなきゃだめなんだ。




　そう思った。

　たぶん、真っ白い女の子の瞳ひとみが、とても哀かなしい色をしていたせいだろう。

　本当は、最初から判わかっていたことだったけど。

　命は最さい期ごに、星になる。

　ちいさな、ちいさな星になって、夜空を照らす光になる。

　もう、夜だ。

　きっと、モクも赤ちゃんたちも……。

　僕も、ハネトラも、みんなも怖かったんだ。

　失なくすこと。

　もしも、自分がモクだったら。

　いなくなってしまう。

　誰だれにも逢あえなくなる。

　だから、モクを助けたかった。

　また、逢いたいから。

　逢えますように、逢えますように。

　走っていたアポロもハネトラも、ただ消えていく命を見守るしかなかった、みんなも。

　逢えますように、また、逢えますように。

　願ねがってたんだ。

　真っ白い女の子は、膝ひざを折って、アポロやハネトラに触れる。

「あの子たちの代わりには、誰もなれない。だから、キミたちは、みんなは助けようとしたんでしょ？」

　透すき通るように、波紋のように、女の子の声が広がっていく。

「何もできないって、思った？　でも、みんなは願った。何もできなかったんじゃないよ。ちゃんと願うことができた。あの子たちのために。だから、願って」

　アポロとハネトラは、うなだれていた顔を上げる。

　涙があふれて止まらなかった。

　何もできないこと。あきらめてしまうこと。

　本当に何もできなかったんだ。

　こんな僕に願うことはできるんでしょうか？

　願ってもいいの？

　すると、真っ白い女の子は、やさしくアポロに触れた。

「あの子たちが、天国あつちでも笑っていられますようにって。それができるのは、生きてるみんなだけだから。キミたちも笑え顔がおでいて、笑っていられるように」

　笑っていられますように。

　モクや赤ちゃんたちにおわかれを言おう。

　笑っていられますように。

　だから、

『……モクに……さようならをしに行きましょう……』

　アポロは言った。

　それに、ハネトラがつづく。顔をくしゃくしゃにして。

『うん……っ、戻ろうみんなのところへ……きっとみんなも……』

　判わかってるんだ。

　いつかのように、女の子がアポロをハネトラや、黒猫といっしょに、ぎゅっと抱きしめてくれた。

　やっぱり、いつかのように、ひどくやさしくてあったかかった。







　ずっと、笑っていて。

　さよなら、もう逢あえないけれど。

　ずっと、笑っていて。

　たくさんの、ちいさなねがいごと。

　夜空にひとつ、あたらしい星。

　ちいさな星。

　ちいさなひかり。

　でも、しっかりと輝かがやいてる。




　アポロも、みんなも、自分たちの場所に帰っていく。

　家族や仲間のところ。

　自分は自分の、誰だれにも代われない命を生きるため。




　どうか、笑っていますように。

　どうか、笑っていられますように。




　ちいさなねがい。

　またひとつ、星が光った。










　──流れ星は誰だれかの願ねがい事を叶かなえたから、落ちていくんだよ。きっと。




　そんな、真っ白い女の子の声が聴きこえたような気がした。











We wish upon a Starlet - fin.
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　　　　♪




　長い夏が続いている。

　十月に入っても、真夏日を経けい験けんした。

　こんな状態で勉強になど身が入るワケがない。カノジョは、もっか〝カレ〟のことが気になってしかたがなかった。

「あれ？　付き合ってるんじゃないの？」

　とか、クラスメイトに自分とカレの関係を訊たずねられても、

「付き合っています！」

　なんて、大きな声で言える関係ではない。と気付かされるばかり。

　なにしろ、カノジョは、まだカレとちゃんと手をつないだことすらないんだから。

　たしかに、クラスメイトから「付き合ってるんじゃない？」と思われているくらい、カノジョとカレは仲がいい。お昼ランチもいっしょしてるし、いっつもいっしょにいる。

　が。

　しかしだ。カレはどう思っているのか判わからないけれど、今日きようはお昼をいっしょしていない。四限が終わって、カノジョがお弁当を持ってカレの席にいくと、もうそこには姿がなかった。

　そりゃあ、まあ。べつに、

「お昼はいっしょにねっ。うふっ」

　とか、約束してるワケでもないけど……。一言くらいあってもいいじゃん。

　そう思う。

　あーあ、最近なんかつれなくない？

　ささいなことがどうにも気になってしまう。

　私が困っていると、ふらりと目の前に現れてくれるカレだけど、こうしてふらりと置いてけぼりを喰くらわされることもある。

　たぶん、というか十中八九、カレは意い識しきしての行動じゃない。故意に自分を避けているんじゃない。

　じゃあ、どうして？

　とも言いたくなるけど、なかなか……。

　カレと親しくなってまだ三ヶ月。でも、カノジョはカレのことがよく判る。逆もまたしかりで。

　それなのに、なんだろう。

　この〝もやっと〟感。

　カレの考えは判る……いや、むしろ逆に、カレは考えてないんだ。

　特に何を強く想おもってとかそういう行動じゃない。なんとなく、思い付いたのでそうしてみました。という感じ。

　だから、「どうして、そんなことするの？」「私とお昼いっしょにしよ」なんて言えないんだ。

　だって──付き合ってるワケでもなんでもない。私にカレを束そく縛ばくする権利も筋合いもなんにもない。

　……そうです。付き合ってませんから。

　それに気付いて、結局、またブルーになった。

　で──

　カノジョが気にかけてやまない件くだんの〝カレ〟はというと、

「うぇー。あちー」

　主な教室が集中するグラウンド側とは逆の校舎、その屋上にきていた。

　彼以外に人ひと影かげはない。それもそう。

　この暑い真昼の最中に、直射日光バリバリの屋上に誰だれが出ようというのか。

　それにこちら側の棟は、理科の実じつ験けん室しつや音楽室など常時は使わない系の教室が集中しているため、昼休みには生徒の姿は少なくなる。

　そんなところに彼が何の用なのか？

　──特に用はない。

　ただ、最近、この暑い中でも快適に過ごせる日陰ポイントを発見したからきているだけ。

　屋上なので、風もある。

　彼はそのポイントにやってくると手にした弁当の包みを傍かたわらに置いて、まずは、壁かべにもたれかかった。

「ぉあー。やっぱ、ここすずしーわー……ぁ」

　まだ高校一年生だとは思えないような、おっさんくさいうなり声。

　あぐらをかくと、包みから弁当を取り出し、膝ひざの上に置く。猫ねこ背ぜをさらに折り曲げて、中身を覗のぞき込んだ。

「おおー、うまそー」

　自分で作ったクセにそんなことを言う。

　ぎっしりとつまったご飯に、ほうれん草のおひたし、厚焼き卵、ボイルしたソーセージ、アスパラベーコン包み焼き。

　簡かん単たんでも、空腹の猛もう獣じゆうを満たすには十分な量だ。それにどうせ、バイト先のコンビニで仕事がはじまる前にまた何か食べるだろうし。

　彼は、ここにくる途と中ちゆうに買ったパックのお茶ちやにストローを刺した。

「いただきまーっす！」

　次から次へと、ご飯、おかずに箸はしをのばし、あっという間に平らげた。

「ごち」

　合がつ掌しようして、ぺこりと頭をさげる。自分で作ったんだけど。

　ちゅー、っとパックのお茶ちゃの残りをすする。

　とてもまったりしてていい。

　昼休みを教室でクラスメイトとわいわい過ごすのもいいけど、たまにはこうしてひとりでゆっくり過ごすのもいいなと思える。

　もちろん、彼は、〝カノジョ〟が『ひとりで』という部分に引っかかりを覚えてブルーに染そまっているなんて、微み塵じんも思っていなかった。

　明日あしたは、いっしょにこようかなー。

　とか、考えるくらいだった。

　カノジョのことをないがしろにしているワケではなく。むしろ想おもえば、カノジョのことが一番に浮かんでくる分、始末が悪い。

　しっかりとカノジョのことを想っているのに、そのタイミングが若じやつ干かんずれていて、そのズレにカノジョが戸と惑まどっている。それが近ちか頃ごろ、不安に変わってきていることに、もちろん──のんきにお茶をすすっている〝カレ〟はまだ不安に気付いていない。

　気付いていたら、カノジョのことを放っておくはずもないが。

　だからかもしれない。

　それはやってきた。




　はじまりは、いつも突然だ。




　　　　♪




　────リン。




　何ど処こかで聴きいたことがある。

　なんだかとても懐なつかしい気がした。

　それを聴いたのはそんなに昔じゃないはずなのに。

　なんだかすごく懐かしい気がしたんだ。




　鈴すずの音が遠くで、でも、耳の奥の方で鳴った。

「ん？」

　そして、それは屋上のドアを開く重そうな鉄鳴りにからまって、すぐ消えた。

　誰だれかが屋上に登ってきたらしい。

　べつに身構える必要はないので、彼はその場にごろりと横になった。

　ただ、自分のことは棚に上げて、「こんなクソ暑いのに屋上に出てくるなんて、物好きもいるもんだなー」とか思ったくらいだ。

　彼が寝転がっている場所は入り口から左後ろに廻まわった死角。

　屋上の敷しき地ちを真ん中ほどまで進んでから、左後ろを振り返るとようやくそこを確かく認にんできる。

　よって、彼が先に、ひょこひょこと歩く、屋上にやってきたその人物の後ろ姿をとらえて、

「──ちっさ！」

　思わず声が漏もれてしまった。

　それは、高校生にはまったく見えない、なんともちんまりした女の子だった。

　正規品だがおそらく規格外だろう制服には似合わない、黒みがかった金きん色いろの長い髪の毛をしている。

　ギャル？

　とか一いつ瞬しゆん思ったがすぐに、そういえばと思い当たる。

　同じ一年生に、ハーフの子がいた。とても目立つブロンドと青系の色素を持った大きな瞳ひとみ、長いまつげ、でも、小学生のようなひどく小柄な少女……それは今、目の前にいる子。

　名前は──

「なんだったっけか？」

　まったく思い出せない。

　名みよう字じの一文字も浮かんでこない。

　クラスメイトの顔と名前を一致させるのに、長い時間をかけた彼だ。他ほかのクラスの生徒の名前を把握している……ワケがなかった。

「……ん？」

　少女の軽くカールのかかった髪の隙すき間まから、やけに大きなヘッドフォンが確認できた。

　その小さな身体からだのつくりには、大きすぎるんじゃないかと思えるようなモノだった。

　おまけに、ヘッドフォンがつながっているポータブルプレイヤーもまた大きい。

　小さな手で、今ではあまり目にしなくなった、ポップなカラーのカセットプレイヤーを、しっかりと抱えていた。

　視し線せんを手元に落とし、かちゃかちゃと操そう作さしている。巻き戻しているのか、早送りをしているのか。

　何を聴きいているんだろ。

　なんとなく気になった。

　そういえば、この少女は、一ヶ月ほど前の文化祭中に、廊下ですれ違ったときもヘッドフォンをしていた。と思う。

　ひとりでいた。

　あんなにも目立つのに、廊下を歩く少女に誰だれも振り返らない。振り向いたとしても、その容姿をめずらしそうに遠目から見て、何か一言二言、そして、笑うだけだった。

　こんなにたくさんひとが集まる場所。学校。

　なのに、少女はひとり屋上。

　こんなに誰もいない場所。

　ヘッドフォンの奥で鳴っている音楽。

　屋上とヘッドフォン。それだけがすべてで、その世界に隠もぐってしまっているよう。

　同じ屋上の彼は、やっぱり自分のことは棚に上げて、そんなことを思った。

　少女は、体感温度を下げる涼しい風に髪を揺ゆらしながら、まだ屋上を進んでいく。

　こちらを振り向くことなく黙々と。

　それ以上歩くと、突き当たり。二メートルほど高くなった場所には、貯水タンクがある。

　と、少女は間もなくそこに辿たどり着く。そして、手にしていたカセットプレイヤーをスカートとお腹なかの隙すき間まに押し込むと、迷う様よう子すもなくはしごをよじ登りはじめた。

「何な故ぜに──」

　そんなところに上がろうというのか。

　屋上。

　さらにそれより高い場所。

　はたと思い当たった。

　ま・さ・か、

「じ、じ、じ、じ、じ、自殺ーぅ!?」

　がばっと反射的に身を起こす。

　が、同時に、はたと考える。

　──ちょっと、その自殺待ったぁぁぁぁ！

　とか叫びつつ止めに入って、もしかして、そうじゃなかったらどうするのか。

　そんな自問によって、彼はとりあえず様よう子すをうかがうことにした。

　まだ、こっちのことは気付かれていないみたいだし。

　ペタリ、壁かべに身を同化させるようにへばりつき、首だけを伸ばす。

　じーっと見る。見み澄すます。

　少女が、はしごを登り終えようとしていた、

　その瞬しゆん間かん。

　いきなり少女の姿が視界から消えた。

「──むぉ!?」

　マコトは思わず、うなる。

　もう飛び降りたのかッ!?

　自殺完遂かッ!?

　あせった彼はついには少女の死角だった場所から飛び出した。

　すると、その視界に再び金きん色いろが映り込む。

　ふわりと、少女の髪が風に浮かんだ。

　どうやら、タンクが設置された上段に到着する直前に、はしごの手すりにスカートの裾すそを引っかけて、すっ転んだだけだったようだ。

　すぐに少女は立ち上がって、あせりながら懐ふところからカセットプレイヤーを取り出した。かちゃかちゃと様さま々ざまな操そう作さをする。

　転んだ衝しよう撃げきで壊こわれてはいないか確たしかめているよう。表情は見えないが、ほっと肩を揺ゆらしている仕し草ぐさから、機き器きは無事らしいと判わかった。

　少女は右手で制服の汚れをはたくと、今度は両手をカセットプレイヤーにそえた。

　大事そうに小さな手のひらがそれを包む。

　といっても、全部は納まらなくて、ひどく小さな少女の手からはポップな色の多くがはみ出ている。

　少し遠くの距きよ離り、それが少女の〝ちいささ〟をいっそう感じさせた。

　その金色は秋風が吹ふいたら、何ど処こかに飛んでいってしまいそうな銀杏いちようの葉っぱみたいで。

　ふと、少女が空を見あげた。

　唇くちびるが微かすかに動き、何かを呟つぶやいていた。

「……んんんんっ？」

　彼は耳をそばだてる。

　何か今……、

　聞こえた……、

　ような……、

　想像を超えた何かが。

　少女の口から。

　それは──







　びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびっ。







　まるで呪じゆ文もんか何かだった。

　壊れた機械のように、空に向かって虚うつろに言イってる。

　少女の言葉。

　むしろ、

「──チャネリングかッッッ!?」

　説明しよう。チャネリングとは、自己催眠等によるトランスフォームド状態を経へて、潜せん在ざい的てきな意い識しきを通し、宇宙やら別次元やらに交信を果たす荒技だ。

　何な故ぜに、こんな田舎いなかのじょしこーせーがそんなことを!?

「なんで、ＵＦＯを!?　もしくは、前ぜん世せに呼びかけかッッ!?」

　思わず出た彼の心の叫びは、そのまま言葉になり、声になり、風に乗り、あふれんばかりの想おもいを乗せて少女に届いた。

　いや。本当なら届くはずなんてなかった。ヘッドホンで耳をふさいでいるのだから。

　けれど、瞬しゆん間かん、少女の空に向けていた集中がほどけた。まるで誰だれかが導みちびいたように、彼の方へ、向かう、意識──

　くるりと振り返る、少女。

　ばちりと合う視し線せん。

　お互いがお互いに釘くぎ付づけ。

　誰か、釘抜き持ってきて。

　少女の青あお色いろの瞳ひとみは大きく見開かれ、長い睫まつ毛げが固まったように動かない。つい今さっきまで「びびび」と謎なぞの音を発していた唇くちびるをわなわなと、小さな身体からだをさらに小さくして震ふるわせる。
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　そして──

「ぐす……っ」

　彼は、そんな、まさか、と思った。

「なっ、泣いてんのかッ!?　はゎぅぁ──っ！　って！　うぉぅオレか？　オレなのか!?　やっぱ、オレのせいか！」

　こっちもびっくりしたけど、あっちもびっくりしてたんだ。

　屋こ上こに誰だれかがいるとは思ってなかったんだろうなぁ……。

　あたりまえ。

　気付かれない場所にいたし……。

　オレ、なにげに隠かくれてたし……。

　でも、

「泣くこたないだろぉ[image: ][image: ]」

　なさけない声を上げながら、彼はあたふたと少女の方に向かって、手をブンブン振った。今さら存在をアピールしてどうなるのか、意味ないとは思うけれど、泣くのを止とめようとしているマコトも軽くパニックだった。

　しかし、いかんせんこの距きよ離り。カレの行動はあまり効果を示さない。

　これ以上泣かれても困る。だけど、近付いたら怖がらせて、もっと泣くかも。

　じゃあ……、

「──よーしよしよしよしよしっ！」

　とっさに、まるで犬に言うみたいな科白せりふが出てきた。無む理り矢や理りに作った笑え顔がおが逆にコワイ。

　でも本人は必死。

　が、あやし方は完全に間違ってる。

　でも本人は必死。

　そして、やっぱり距きよ離りも離はなれているので、なんのこっちゃよく判わからん。

　でも本人は必死。超必死。これ以外に頭には浮かんでこなかった。

「よーしよしよしよしよしッッ！」

　なかばやけくそになって、彼はその（怪あやしい笑顔の）ままダッシュして貯水タンク置き場のところまで行くと、はしごをがつがつ登りだした。

「だしゃーっ！」

　おかしな叫びといっしょに一気に登り切る。

　目に飛び込んできた少女は、顔を真まっ赤かにし母親におもちゃをねだる子供みたく立ちつくして泣きじゃくっていた。

「おし！　泣くな！　オレが悪かった！　おそらく、たぶん、いや！　むしろ、逆に！　……逆に？　逆になんだっ？」

　彼はあやしながら、以前、大勢の子供といっしょに暮らしていたときのことを思い出した。

　あのころ、毎日、朝晩関係なく、何ど処こかで誰だれかが大声で泣いてた。

　ある子は喧けん嘩かをして。ある子はさみしくて。ある子はワケも判わからず。

　彼がいたあそこでは、そんな場面に出くわしたとき、

「泣くなって」

　ぎゅっ、と抱きしめることにしている。

　今も彼はそうしてみた。

　時と場合を間違えれば、たいへんに変なひとだけれど、そうするべきだと思えた。

　あのころのように。

　少女が、いつか泣いていた子供にだぶって見えたから。

　子供……じゃないな、泣いてたのは……、あれはオレだ。オレ自身だ。

　誰かの涙を見ると、泣きたくなってしまう。

　そのひとの悲しみも、気持ちもなんにも知らないクセに、ただ泣きたくなる。

　──泣いたっていいんだよ。

　って、まだ言えないのは、自分の弱さのせいかもしれない。

　少女が、同級生だということなど、すっかり頭になかった。

　それほど、少女は本当にちっちゃくて花きや車しやで、幼く見えた。長身の彼の腕の中にすっぽりと納まってしまう。

　やがて、泣き声は静かになっていった。

　腕の中、小さな身体からだを大きく揺ゆさぶっていた動どう悸きがゆっくりと治まっていく。

　一呼吸置いて、彼は、少女を身体から離はなした。

　──ほら、だいじょうぶだろ？

　そう言う代わりに、笑って見せた。

　きょとんとして少女は、大きな瞳ひとみで彼を見あげている。

　それから、少女は、こくり、とうなずいた。

　なんの相づちかは判らなかったけれど、もう大丈夫だと思えた。

　少女は、もう一度うなずくと、泣いている間もずっとしっかり抱えていたカセットプレイヤーの停止ボタンを、カチッ、と押した。

　それは、何かを止める音。

　少女の何かの終わりを告つげる音。

　止めた音。

　はじまりの音。

　終わって、はじまる音。

　意い識しき、向かう、彼の方──

　また、少女の瞳ひとみがじっと彼を見つめる。

　さっきの、未知との遭遇であいのときと違うのは、もう少女がおびえていないというところだ。

「あ、こんなところで、こんなタイミングでアレなんだけど、オレ、六組の──葉は山やまマコトってゆうん…だけ……ど……」

　だけど、なんだ!?

　ほっとしたのでとりあえず言ってみたが、なんちゅう間の悪さとシチュエーションのおかしさだろうか。

　今度は自分が泣きたくなった。

　けれど、少女は言った。

　応こたえてくれた。

「……アタシは──クロエ。黒くろ崎さきクロエ……あ、えっと、三組……です」

　伏し目がちで、遠えん慮りよがちで、少女の容姿と同じ小さな声だったけど、はっきりと、ちゃんと聴きこえた。

　少女の、金髪に青い瞳の見た目から、「片言なんじゃ？」とか勝手に想像していたのも簡かん単たんにくつがえった。

　普通だ。

　おんなじだ。

　なんにも違わない。

「くろさきくろえ？　略したら、『くろくろ』じゃんっ。すげーな！」

　自分が何を言っているのかもうどうでもよくなっていた。

「よろしくな」

　マコトはクロエの前に手を差し出した。

　何がよろしくだ。

　その手は何を求めてるんだ。

　そして、なんだここは。

　なんで、貯水タンク置き場の上なんだ。

　さっぱり、自分でも判わからないけど。

　それ以上何も言わず、でも、彼女のとても小さな手が握り返してくれた。

　それだけでうれしくって、変な顔で笑っていたかもしれない。




　出で逢あいは、ゆるやかだった。

　あのときも、このときも。




　　　　♪




　ゆっくりと風が通りすぎていく。

　銀杏いちよう並木が揺ゆれた。

　足跡が鳴って、空に飛んでいく。

　雲の隙すき間まに咲く真っ白い花を見付けて、眺めていたんだった。

　そんなときだっただろうか。

　懐なつかしい声を聴きいたのは。

　あんなにやさしい声だった。







　カノジョ──樋ひ浦うらトイロは、ワケあって今、ぷちブルー。

　ワケは簡かん単たん。でも、答えを見付け出せずに、いまだトンネルを抜けられない。

　出口はあるの？

　想おもいがため息に変わって、リップクリームに滑ってこぼれてった。

「なんだかなー……」

　昼休みももうすぐ終わりなのに、〝カレ〟はまだ教室に戻ってこない。

　女め々めしくも、姿を捜さがして、カレの行きそうなところをうろうろしてみた。けど、いなかった。

　教室にいれば逢あえるのに。

　そうだ。クラスメイトだし、昼休みが終われば、当然戻ってくる。

　そんな時間も待ってられないの、私は？

　自分の甘ったるい部分を再さい確かく認にんして、ひどく情なさけない気分になった。

「よーし、やめやめー」

　考えるのをストップさせ、自分の席で机に突つっ伏ぷしていたトイロは身体からだを起こした。そして、なんとなく席を立つ。意味はない。本当になんとなく、そのまま教室の外まで出た。

　途と端たん、

「──あっ」

　数秒前まで沈んでいた気分が噓うそみたく消えていた。

　廊下をまっすぐ進んだ向こう。カレの姿を見付けた。

　残り少ない昼休みの時間でも、教室の外にはまだ結構な数の生徒がいる。その中でもすぐに判わかった、ひょろりと高い少し猫ねこ背ぜのカレ。

　教室に戻ってきた。

　なんかナイスタイミングかもしれない。

　そんなことを思って、ちょっとにんまりしてしまう。

　ただその直後、にんまりのまま、トイロの頭の中に『？』が浮かんだ。

「マコト……くん？」

　自然とカレの名前を口にしてしまった。

　教室に戻ってくると思われたカレ──マコトは、カノジョに気付きもせず、目の前で左に曲がってしまった。

　向こうは、一年五組から七組のあるこっちと中庭を挟はさんで、一組から四組の教室がある方。

　それだけなら、何か用事でもあるのかもと納なつ得とくできたかもだけど。

　目で追いかける。カノジョの見る風景の中、やわらかな金きん色いろが跳はねた。

　カレのすぐ傍そばに。

　たまたま、いっしょにそこを歩いているという感じでもなかった。

　マコトが何か笑え顔がおで話しかけてた。

　あれは、三組の……、黒くろ崎さきクロエさん。

　とても目立つのに、目立たない小さな女の子。

　想像もしない組み合わせに、トイロは目を白黒させた。声をかけようと上げた右手が、目的を見失ってそのまま──

　そのまま、教室に戻り自分の席に座る。

　背筋がピンと伸びて、まるで小学生のころに保ほ健けん室しつで見かけた『姿勢はただしく！』とか描かかれてあったポスターみたいだった。しかも意味なく片手を上げている。

　あれ？

　私、なんで、教室から出たんだっけ？

　なんで、戻ってきてるの？

　あれ？

　あれあれ？

　あーそーかー。

　五限目の用意だ。

　ん？

　じゃあ、なんで外出たの？

　えーあー。……まあ、いいや。

　えー、っと、次は……化学かー。

　化学化学……っといいつつ、体たい操そう着ぎの用意をしているのは、何な故ぜ。

　なんだなんだ。

　どうしたどうした、自分。

　そうか。そうなのか。

　つまりは、アレですアレ。




　ディス・イズ・動どう揺よう。




　　　　♪




　風向きは変化。誰だれかの洗濯物Ｔシャツが飛ばされた。

　そのひとは、風に文句を言うだろう。

　だからかもだ。

　いつかの風が、やさしくなかったのは。

　きっと腹を立てていたに違いない。




「見付けたかなぁ？」

　真っ白い姿をした女の子が言う。

「さあ……」

　傍かたわらの黒猫が呟つぶやく。

「じゃあさ。見付かる？」

　真っ白い女の子は繰くり返し疑問を投げる。

「判わかんない。てゆーか、ボクに訊きかないでよ」

　黒猫はいったんは受け止めたが、あさっての方向に投げ返した。

「だってさぁ」

　女の子はわざとらしく唇くちびるを尖とがらせる。

「だってじゃないよー。本当は、判ってるんでしょ？　モモってそう、いっつもそう」

　やれやれと黒猫は、器用に肩をすくませた。

「んーん、ぜんぜん」

　だけど、女の子は、そう言った。

　哀かなしい歌をやさしく唄うたうように、そう言った。




　ずっと空の向こう。

　戯たわむれが、花のようになって。

　銀杏いちよう並木を揺ゆらした風が、黒猫の赫あかい首くび輪わに付けられた大おお袈げ裟さな鈴すずを、りりん、と鳴らした。

　やがて、変わる音。

　いつかのように。




　　　　♪




　一年三組の教室近くになって、

「んじゃ、オレも戻るわ」

　言って、マコトは立ち止まった。

　彼よりも数歩遅れて立ち止まったクロエが、

　あ、うん。とそれだけ返した。

　マコトは、なんだか微笑ほほえましくて、手を伸ばすと、くしゃっとクロエの髪の毛を軽く撫なでた。

　やっぱり彼女が同級生だということは思考の外側にあるようだ。それは彼が施設にいたときに歳とし下したの子供にやっていたあいさつみたいなものだった。

　クロエは、その大きな目をぱちくりさせ、自分の頭を覆おおい隠かくしてしまうくらい大きな彼の手をじーっと見あげる。

「じゃな」

　言って、その手を軽く振った。

　クロエも手を振った。その手に見送られながら、マコトは六組へと戻っていく。

　突き当たり、曲がり角にさしかかったとき、何なに気げなく三組の方を見てみると、まだクロエがこちらに向かって手を振っていた。

「おいおい、いつまでやってんだ」

　思わず、ふき出しそうになる。

　クロエがまじめな顔で手を振っていたせいだ。それなのに、手の振り方はあんまり一いつ所しよ懸けん命めいじゃない。

　へんなの。

　あれで、学校生活とか、日常生活とか、大丈夫なんだろうか……。

　なんか、とてつもなく不ふ思し議ぎなのと知り合ってしまったかもだなー。

　そんなことを思うと、ひとりでにまた笑えみがこぼれていた。

　こういう感覚どっかで……

　ふと考える。

　その刹せつ那な、いっぴきのシーズーのくしゃくしゃになった顔が思い浮かんだ。

　ああ、そっか。

　アレだアレ。

　ペットショップだ。

　カノジョと行った映画の帰り、何気なく足を止めたペットショップで見かけた狭いかごに入った仔こ犬いぬたち。

　生まれたばかりで、甘え方も、怒おこり方も、自分自身のことも知らない。

　知っているのは、ひたすらにしっぽを振ること。そうすれば、誰だれかが自分を買ってくれる。そうすれば、生きられる。

　そうするしか、生きられない。

　なんでだろう。

　そんな仔こ犬いぬと、クロエがダブったのは。

　手を振ってた彼女と、しっぽを振ってたシーズー。

　くりくりした瞳ひとみとカールした髪の毛。ゴムで結ゆわれた前髪と、おでこ。

「やっぱ、似てるかもな」

　集団の中にいるのに、ひとりっきりみたいで、寂さびしげで。

　ヘッドフォン。音楽。閉ざした世界。

「そういや、なに聴きいてたのか、訊きくの忘れた。あと、アレ……」

　屋上での、あのチャネリングもどきプレイはなんだったのか。

　教えてはくれないかもしれないけれど。

　今度逢あったら訊いてみよう。

「…………今度か……」

　浮かんできた言葉を声に出して繰くり返した。

　それはわずかな時間かもしれない。

　過ぎ去ったのは些さ細さいなモノで。

　でも、彼にとってはとても大きかった。

　カノジョと出逢って、夏が過ぎて、秋の姿は見みえ隠かくれ。

　明日あした、生きようと思った。

　今日きようもまた、生きていたかった。

　カノジョはカレの傷に触れ。

　カレはカノジョの傷に触れ。

　心を全部、さらけ出した。

　朝はくるのにずっと悪あく夢むの中にいるような毎日を抜け出した。

　そうしたら──







　放ほう課か後ごになって、カノジョとカレは肩を並べて歩いていた。

「…………──でさぁ、やっぱアレか？　塩加減かなー。隠し味は、生クリームなんだけど」

　さっきからずっとカレは喋しやべっている。

　でも、カノジョは気もそぞろで意い識しきがときどき、心の中に引っ込んでしまっていた。

　夏の幻まぼろしを引きずっているような十月でも、陽ひだけは確かく実じつに短くなっている。

　影かげがふたつ。あしたの方向へ長く伸びる。

　結局、なんだったんだろ。

　昼休みの終わり、見かけた姿。カレとあの子が歩いてたこと。

　なんだったの？

　って、訊きけばいいじゃん。

　マコトくん、きっと笑いながら答えてくれる。

　──なのに、なんで訊けないんだろう。

　うつむいて伸びる影を目で追いかけているだけ。すぐ隣となりにいるカレの横顔もちゃんと見られない。

　うー。訊けばいいじゃん。

　訊いちゃえよ、自分。

　訊くなら今だ。今しかないッスよ。

　マコトはバイトがある。放ほう課か後ごはずっとをいっしょにというワケにはいかないんだ。

　父親と離はなれることになり、祖母のうちで暮らすようになったカノジョは、以前働いていたバイトを辞やめてから、今はやってない。

　祖母から、新しい生活になれるまではバイトを禁止されているからだ。

　祖母は、華か道どうの先生で弟子が何人もいる。その道界かい隈わいでは有名人で、いろいろと厳きびしいひと。

　おかげで、トイロは今、お茶ちやにお花に舞ぶ踊ようなどなどの習い事に通うようになって、バイトどころでもなかったりする。

　少し前のこと、今では何もなかったような毎日。

　トイロの父親は、母親が出て行ってしまったショックから、酒に依存するようになり、やがてカノジョに暴ぼう力りよくを振るうようになった。

　それから救ってくれたのは〝カレ〟。

　そのあとも、父親のことで、学内の噂うわさ話ばなしや好奇の目にさらされそうになるカノジョの傍そばにずっとカレがいて、それで笑ってくれていた。

　その笑え顔がおに惹ひかれるように、カノジョも笑顔になって、やがて、いろんな笑顔が増えてった。

　仲良しになれた友達ができた。

　父親のことは関係ない。トイロはトイロだと。

　いつかの傷はずいぶんとよくなった。

　よくきく笑顔クスリたち。

　身体からだも心も癒いえていく──

　不意に、カレが立ち止まった。

「あ、オレ、こっちだから」

　マコトが自分の背はい後ごの通りを指す。

「うん。それじゃ、また、あした」

　カノジョがそう言って、手を振ると、

「おうっ、またあしたな」

　マコトは笑って歩き出した。

　その背中に、

「バイトがんばってねー」

　そんな声をかける。

「おうっ」

　振り向いて、カレは片手を上げる。

　ふたりの距きよ離りが離はなれてく。

　トイロは、振ったままの手を戻せずに、しばらくカレの背中をただ見つめた。

　ふたりの影かげは、同じ方を向いてるのに。

　ふたりが向いてるのは、ぜんぜん違う方だった。

　それに気付いて、どうしようもなく不安になった。

　また、あした。

　あしたになれば、逢あえるのに。

　今すぐ追いかけて、少し猫ねこ背ぜのおっきな背中に抱きつきたくなった。

　また、あした。

　あしたになれば、逢えるのに。




　私って、こんなだったっけ？




　　　　♪




　あれから、三日がすぎた。

　マコトは学校で何度かクロエを見かけた。

　彼女は、やっぱりひとりだった。

　その人形のような容姿からだろう、クロエの周りには、

「かわいいっ」

　とか、はしゃいだ声を上げ、同級生や上級生の女の子たちが寄ってくることがあるみたいだ。

　人は集まってくる。

　けれど、なんだかペットや遊園地のマスコットキャラに接するときと同じ感じだった。

　女の子たちが去っていくと、そこにはぽつんと立ちつくす彼女がいた。

　その手はもらったおかしの類たぐいでいっぱい。

　そのときもクロエのブロンドのカーリィヘアにはヘッドフォンがかかっていて、音楽が鳴っていた。

　彼女はひとりだった。

　それから、また、屋上で逢あった。

　彼女は、もらったポッキーをむしゃむしゃ食べていた。

　雨が降っていたのに。

　しとしと。

　ぴったんぴったん。

　窓を、つくつく。ノックする。

　この雨はまだ、やさしい音。

　このとき──

　彼女は屋上で、彼は屋上だった。




　透明のビニール傘がさが、彼女を護まもるバリアになって雨粒を弾はじく。

　クロエは、透明の向こう側にある鉛なまり色いろの空をぼんやり、瞳ひとみに映していた。

　わざわざ傘かさまで持ってきて、こんな雨の中。

「びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび……っ」

　本当は聴きこえないけど、たぶん、そう呟つぶやいていたと思う。

　チャネってた。

　ときどき、お腹なかがすいたのか、思い出したように、ポッキーをむしゃむしゃしながら。

　その目は真剣で、彼は声をかけることができないまま、昼休みが終わった。




　だから、次の日は、自然と屋上に足が向いていた。でも、

「…………あれ？　いない」

　きょろきょろと辺あたりを見み廻まわすが、クロエの姿はなかった。

　四限が終わるか終わらないかで教室を抜け出していたし、それに、クロエが毎日ここにくるとも限らない。

　ちょっと考えれば、すぐに思い当たることだろうが。

「なに、テンパってんだオレ……」

　口の中でだけ、声にはならない声で呟いて、よっこらしょっと、オヤジっぽくうなって呟つぶやきをかき消す。

　いつもの日陰ポイントに腰を下ろした。

　昨日きのうの雨はあがっていた。今日きようは強い陽ひ射ざしに、また気温が上がった。十月も一週間が過ぎようとしているのに。記き憶おくが間違いじゃなければ、たしか衣替えも終わったはずだ。

　しかし学ランに袖そでを通したのは、二、三度。

「どうなってんだ……」

　片手で日よけを作り空を覗のぞき込む。

　どうにもごうにも、こっづも判わからんねぇんだわー。がっはっはっはっはっはー。

　とか、そんなあっけらかんとした声が空から返ってきそうだった。

　それくらいの、お天気さまだ。

　なんでなまってるのかは、謎なぞ。

　でも、こっちは日陰さまだぜ。

　様さま様さまだぜ。

　ぐへへへ、まいったか。

　なまるすきもあたえねぇぜってゆうイキオイだぜ。

「……だぜ、って………………まいってるのはオレの頭のほうだな…………飯、食おう……」

　そそくさと弁当を広げた。

　今日きようは二段組み。一段目には、ぎっしりとご飯を詰め込んだ。

　何な故ぜなら、二段目には『焼きたらこ』がご光こう臨りんなされているからだ。

　マコト的に、

「焼きたらこでだったらご飯は地ち平へい線せんの彼方かなたまでおかわり自由！」

　だが、

「意味不明だよ？」

　とトイロに一いつ蹴しゆうされてしまったのを思い出した。そして、カノジョの顔が思い浮かんだ。

「……そういや、最近、樋ひ浦うらとあんま喋しやべってなくないか……？」

　なくないか。じゃなくて、その通りだ。

　しかもトイロといるとき、ほとんど自分ひとりで喋ってたような……。

　それで、カノジョが何か言いたそうにしていて、でも結局何も口には出さなかったこと。

「なんかあるなら、言ってくれればいいのにな」

　そんな遠えん慮りよすることなのか？

　もしかして、話しにくいことか？

　どちらにせよ。

「ゆえばいいのに」

　マコトは簡かん単たんに思ったが、カノジョの中ではそう簡単にはいかなかった。

　もう、ひどく絡からまって、気持ちが固結びで、なかなかほどけてくれなかった。

　マコトは、それに気付かずにやっぱりマイペースにカノジョのことを想おもっている。

　逢あったときから、何にも変わってない。

　それがいいか悪いか。結局のところ誰だれにも判らないんだろう。

　決めるのは、彼らで。彼カノ女ジヨたちで。




　いつだってそう。

　誰だれだってそう──




　　　　♪




「想おもいはずっとそこにあるんだろうね、たぶん」

　真っ白い女の子は、秋風に髪を揺ゆらされながら、いつかの空に浮かんでいた。

　その周囲をコウモリのような羽根を広げた黒猫がさわがしく飛とび廻まわっている。

「今度はなに？　なんなのさ」

　黒猫は、大きな黄金こがね色いろの瞳ひとみを細めて、自分の主人を見やる。

「たとえばさ、想いはずっとそこあって、〝たいせつ〟をただ大切にしてる。ただ、それだけのこと」

「ふっぅぅぅぅっぅうん。そっかー、なるほどねー。うん。ぜんぜんなんのことか、わっからないッデス」

　黒猫は、わざと丁てい寧ねいな口く調ちようでおどけた風ふうに言った。

「そっかそっか。ダニーには、ちょっぴり難むずかしかったかなー。お子ちゃまだからぁ」

　お返しのように女の子は、黒猫をあやす。

「ちっがうよ！　ちっがうよ！　もっかいゆうけど、ちっっがうよ!!　ボク、子供じゃないんですけれどもっ！　むしろ、とっても完かん璧ぺきクレバランスな仕つかえ魔まです!!」

「あははは、そっか。そうだね」

　女の子は表情をほころばせる。

　けれど、次の瞬しゆん間かんには今にもため息をこぼしそうな表情に変わってしまっていた。

　想いはずっとそこにあって、〝たいせつ〟を大切にしている。

　ただ、それだけ。

　ただ、それだけのことが、本当に難しくて、いつもひとを迷わせたり、惑まどわせたりする。

「でも、生きてたら〝たいせつ〟はどんどん増えてく。いつか抱えきれないくらいになる。あたりまえじゃなくて、特別なモノ。そのせいで心が弱くなったり、強くなったりするかもだけど、結局、笑ってたいじゃん？」

「じゃん、って……」

　言いながらも黒猫は主人に引き寄せられるようにして近付いていく。

　そして、一番好きな場所に納まる。

　真っ白い女の子の腕の中。

「生きているなら、できる。だから、あの子のこと、カレとカノジョにまかせるしかない……」

　はっきりと言い切る主人の言葉が、黒猫には何ど処こか〝願ねがい〟のようにも聞こえた。

「でも──あたしは、なにができるんだろう。なにをしてあげられるんだろう……」

　言葉がため息に変わって、空にあふれた。

「十じゆう分ぶんだよ、モモ」

　そう言いかけて、黒猫は言葉を飲み込んだ。

　このご主人さまは、きっとそんな風ふうには思ってないし、これからも〝十分〟だなんて思うことはないだろうから。




　陽ひ射ざしは刺すように、痛い。

　それでも、風はちゃんと秋を鳴らしていた。

　樹きの軋きしむ音。

　かすれた葉っぱの音。

　稲いな穂ほがささやく祈りの歌。

　風が鳴らした。







　────リン。







　鈴すずの音が遠くに聴きこえて、トイロは、はっと我われに返った。

　あれ？　チャイム？

　──じゃない。

　なんだっけ、あの音……。

「って──」

　周囲を見渡せば、いつの間にか四限目が終わっていて、昼休み真まっ只ただ中なかだった。

　そして、いつの間にかトイロの周りには何個もの机がくっついて、仲のよいクラスメイトがもうランチをはじめていた。さらに、いつの間にかトイロもその輪わに加えられている。

　とトイロは、あわててカレの姿を捜さがしてみるが、もう教室には影かげも形もない。

「はーぁー」

　また、ため息だ。

　今日きようは、これで何回目だろう。

　うちだったら、

「みっともないからやめなさい」

　と祖母にしかられていただろう。

　でも、教室だと、

「う〜ん。せつないため息だこと。トイロさん、マリッジブルーですかぃ？」

　トイロのすぐとなりに席をかまえた、茶ちや髪ぱつパーマの子がそんなことを言った。

　もしこのとき、トイロが口に牛乳でもふくんでいたなら、ぶぅぅぅっぅぅっぅぅうぅぅうぅぅうぅぅぅぅう、っとふき出して、年とし頃ごろの女子にあるまじき、とってもむごたらしい大惨事になっていたに違いないはず。そのはず。

「は、ハァー??　なにそれ」

　説明しよう。マリッジブルーとは、結婚を目前にした花はな嫁よめもしくは花はな婿むこが、

「あたしゃ、これでええんか？　このまま結婚マリツジしてけつかってええのんかぃのぅ!?」

　と自問自答し、結果、憂鬱ブルーになってしまうという情緒不安定きわまりない無む意い識しき的てきな症状だ。

　それがなんで、私に？

「だってさー、今日きよう、つーか、最近ため息ばっかりついてるっしょー？」

　茶髪パーマ、略して茶パ子が言う。

　うーん……。それはたしかに……。

「マコっちゃんか？」

「ぐふっ!!　な、な、なんで判わかるのッ!?」

　またも牛乳（飲んでないけど）をふき出しそうになった。

　図ず星ぼしだ。

　ずばりだ。

　針の穴も通すとはまさにこのことだ。

　……てゆうか。

「トイロは、しあわせもんじゃのー。判んないワケないじゃん！」

　……そう、私が判りやすいだけか……。

「やっぱ、アレなんじゃないのー。アレ」

　茶パ子が続ける。

「マリッジブルーじゃないからねッ？」

　としかしトイロは、もうひとボケくる前に、牽けん制せい球きゆうを入れておく。

「トイロんとこ、マンネリじゃないの？」

「マンネリ？　なにがかなぁ？」

　言われてピンとこなかったトイロは、思いっきり天然で訊きき返してしまった。

　と、茶パ子は、少しまじめになって、

「ほら、なんか、よく言うじゃん。カップルって三ヶ月に一度、大きな波がくるって」

「波？」

「そそそそっ、ウェーヴ。些さ細さいなことで喧けん嘩かしたり、今までは気付かなかったことに気付いたりしてさー。それでふたりの温度に変化が出たり」

「ふーん……。ちょっ、か、カップルって！　マコトくんと私は、そういうんじゃ──」

「いやいやいやいやっまあまあまあまあっ」

　落ち着いてくれという仕し草ぐさをしつつ、茶ちやパ子たちクラスメイトはそろいもそろって『判わかっている皆みなまで言うな』、そんな悟りの境地のような顔をする。

　なんだか、適当にあしらわれているみたいで、ちょっぴりむっとしてしまいそうになった。

「まあさ。睡眠みたいなもんで、レムもあればノンレムもあるってねー」

　茶パ子が言うが、ほかのクラスメイトたちに一斉に、

「いや、そのたとえ判んないからっ」

　と突っ込まれた。

　ようは、茶パ子は「よいときもあれば悪いときもある」と言いたかったんだろう。

　それがどうして睡眠と結びついたのかは不明。

「だからさ。ブチューってやっちゃいなよ」

「へ？」

「だ・か・ら、ブチューよ」

　と、茶パ子は隣となりのクラスメイトに向かって唇をつきだす。

「な、なんで、いきなりそうなんの！」

　トイロは顔を真まっ赤かにして言うが、茶パ子は、判ってないなーと、

「ようはさー、刺し激げきが必要なワケよね。刺激が必要なワケね」

　二回ゆった。

「好っきゃねん！　がばっ！　ぶちゅーっ！　ほら、大丈夫！」

「なにが大丈夫なのぉっ？」

　トイロが言うと、周りの友達からは、

「そりゃそうだ」

　と笑い声が上がった。

　でも、なんかいいなと場違いに思ってしまった。

　こんな風に、こうやってたくさんのひとと笑えるって、すごくいいなと。

　すると、

「がんばれ！」

　茶パ子は、一応、励ましてるんだぞ。というように、にかっと笑う。

　トイロは、

「ありがとっ」

　とようやく、少しほっとして、笑えみを見せた。

「おうっ。どういたしましっ、てことで、このタマゴもくれ」

　言って、トイロのおかずに箸はしをのばす、茶ちやパ子。そして、ようやくトイロは気付く。

「って──ちょっと！　私のお弁当、半分しか残ってないんですけど[image: ][image: ]っ！」

　ぼーっとしている間に、机を囲む女の子たちに、トイロの弁当が浸食されつつあった。

「だって、トイロのお弁当おいしそう、ってか、おいしいんだもんねー」

　ねー。って言われてもー。

　そりゃあ、まあ、うれしいけど。

　ほめられればさ。

　でーもー。

　少しならいいんだけど、みんなでよってたかって食べるのは、やめてほしいです……。

　私の分……、というより、本当は、一番、自分の作った料理を食べてもらいたいひとがいるんだよ？

　最近までは、そのひとの分も作ってきてて、たった一言、

「おいしい」

　それだけで、バカみたいにうれしくって。

　料理がもっとうまくなりたくなって、もっと言葉がほしいって思った。

　なのに──

　このところは、妙にすれ違ってしまう。

　最近のカレは、こともあろうにカノジョの得意分野である料理に目覚めたらしく、毎日弁当を自分で作ってくる。

　おまけに、めきめき腕は上がってるし、このままだとすぐ、私も抜かされそうなイキオイ。

　そういえば、このごろのふたりでいるときの会話も料理の話ばっかりじゃないか。

　隠かくし味の話とか。って、色いろ気けなさすぎだよ。




　……色気？




「────……っ!!」

　途と端たん、顔が真まっ赤かになるのが自分でもはっきりと判わかった。

　色気って、わ、わ、私っ、

　いったい何を期待してるの!?

　アレですかアレとかですか？

　いやいやいやいやいやいやいやいやいやっ。

　アレってなんですか、アレって。

　もしや!?

　ち、ち、ち、ち、ち、ちう……ちゅ、ちゅ、ちゅ、ちゅ────宙ぶらりん!!

　あー、もういっぱいいっぱい、精一杯。

　だいたい、こんなのは今さらだよ。

　今までは自分でもびっくりするくらい自然に、カレに大胆なことをしてしまってきている。

　ぎゅって抱きしめたり、抱きしめられたり。




　…………。




　って！

　ふぁぁ[image: ][image: ]っ！

　んな、なんで!?

　なんで今さら、思い出してっ、

　そして、なんで、こんなにはずかしいのッ!?

　もはや、パニック寸前。

　いやいやいやいやいやいやいやいやいやっ。

　でも、まだだし。

　まだアレもコレもぜんぜんまだだし。

　アレって、なんですか！

　コレって、なんですか！

　もしや!?

　き、き、き、き、き、き、きっ、すすすすすすす────酢す飯めしぃぃぃぃッ！




　………………。




　もうなんなの、私は。

　そして、そうこうしているうちに、もはや、トイロの弁当はクラスメイトによって壊かい滅めつ状態に陥おちいっていた。







[image: ]







　　　　♪




　屋上でランチ。

　マコトが『焼きたらこ』に箸はしをのばしたとき、




　ガチャっ。




　と扉が開かれる音がした。

　そしてすぐに、ひょこひょこと歩く金きん色いろのカーリィヘアを見付けた。

　背中にしょわれた赤いリュック。近所の小学生が遠足に行くときに持っていくようなやつだ。

　その小柄にフィットしすぎていて、悪いと思いながらも、笑ってしまった。

　屋上の真ん中あたりまでやってきた少女──クロエが、くるりとうしろを振り返った。

　もちろん、そこにはマコトがいて、クロエは彼の姿を目にするやいなや、ビクッと身を震ふるわせて後ずさりをはじめる。

　そのまま、後ずさりのまま彼女は、屋上を囲む金網まで突き当たり、マコトを、じぃぃっと凝ぎよう視ししたまましゃがみ込んだ。

　あいかわらずヘッドフォンをしている。クロエは手にしたポータブルのカセットプレイヤーを丁てい寧ねいにハンカチをしいて地面に置くと、背中のリュックを正面にもってきてごそごそと中を探りはじめた。

　その間もずっと、マコトのことを一点集中で見ている。

「あれ？　……きょうは、チャネらないのか？」

　そんなマコトの疑問を解決することに、あまり時間はかからなかった。

　クロエのリュックからは、また女子生徒たちからもらった（えづけされた）らしいお菓子が、わんさかこぼれ落ちてくる。

　けれど、クロエが取り出そうとしたのはそれらではなく、コンビニ袋に入った菓子パンやおにぎりだった。

「そっか。昼飯か……」

　けど、たくさんのひとに囲まれても彼女は、ひとりでこんなところにきている。

　なんで、ひとりなんだろう。

　クラスではどうしてるんだろう。

　なんでか気になってしまう。

　気になる。……といえば、

「…………つーか、アレだな……。むっちゃ見られてるな……。食べにくいんだけど……」

　クロエは、パンをちっちゃくちぎりながら口に運びながら、マコトをガン見。

　距きよ離りを置いてこちらをうかがう姿は、目をらんらんとさせた野の良ら猫ねこみたいだ。外見は、シーズーだけど……。

「なんだかなぁ……。この微妙な距離の置かれ方……。もしかしてオレ、嫌われてる？」

　自分に訊たずねてみる。

　まあ……たしかに、初はつ遭そう遇ぐうのときは思いっきり泣かせてしまった。

　仕方ないといえば、仕方がない。

　けど──

「暑くないのか？」

　マコトがいるのは日陰だが、クロエがいるのは直射日光がビシバシ刺さる場所。

　風が吹ふいてるといっても、この時間の陽ひ射ざしは厳きびしい。

　実際、まぶしいのか、彼女の大きな目が徐々に細くなっていってる。

　うーん。どうすっかなー。

　とりあえず、試すだけ試してみて、ダメだったらダメで、そんときはそんときで。

　マコトは見られっぱなしのクロエに、

『陽射しが強いから、こっちの日陰にくるか？』

　というジェスチャーを送ってみた。

　声をかけなくてジェスチャーなのは、彼女がヘッドフォンをしたままだからだ。

　すると、クロエはちょっと考える仕し草ぐさを見せて、それでもすぐに、こくん、とうなずいた。

　……嫌われて……は、ないのかな？

　まだ半信半疑だったけれど、クロエはこちらにやってきて、マコトのすぐ傍そばに腰を下ろした。

　そして、ヘッドフォンを外した。

　それはひどく意外なことだった。

　意い識しき的てきだったのか、無意識だったのか、判断する材料はまだマコトにはなかったが、なんとなく、ほっとした。

　横目にクロエのことを見てみる。

　おでこにじんわりと汗が滲にじんでいた。

　やっぱ、暑かったんじゃん。

「はははっ」

　思わず声が漏もれてしまった。

　彼女は、きょとんとして首をかしげる。

　やはり、シーズーっぽい。

　となりにきても、彼女は無口で、さっきまでの凝ぎよう視しっぷりは治まったものの、たまに横目で見てくることがあった。

　それで視し線せんがぶつかると、「なんにも見てません」みたいな顔であわてて目をそらす。

　じゃあ、さっきはなんであんなに見てたんですか？

　と訊ききたくなってくるが、マコトは、代わりに、

「もしかして、いつもそういうの食べてんの？」

　そう訊たずねた。

　高校のすぐ近くにあるコンビニの袋を指さす。中には、おにぎりと菓子パンが数個ずつ。

　でも、こんな小さな子が食べるには、ちょっと量が多い気がした。

　なので、質問を加える。

「全部、ひとりで？」

　すると、クロエは、至し極ごく当然といったぐあいに、

「うん。そだよ」

　とうなずいた。

　小さな声。可愛かわいらしい子供みたいな。

　でも、不ふ思し議ぎときちんと耳に届くんだ。

「そっか。でも、そんなんばっかだと。味気なくないか？」

　学こ校こには学食だってある。

　なんだって、こんな離はなれた屋上に……。

　そう思った矢先、彼は、ああそうかと気付いた。

　──人がたくさんいるからだ。

　きっと、クロエは、人が多く集まるところが苦にが手てなのかも。

　同級生や上級生の女の子たちに、かわいいとか言われて囲まれていたクロエの表情を思い出した。

　おどおどとして、困ってて、誰だれかに助けを求め視線がいろんなところを巡る。

　けど、誰も傍そばにいなくて、瞳ひとみはぼんやりと曇くもってた。

　なんで、ひとりでいるのか。

　だから、こんな屋上にわざわざきているのも判わかる気がした。

　同じシチュエーションでも、気分でこんなところへきているマコトとは事情がずいぶんと違っている。

　ただ、あのチャネリングの謎なぞはあいかわらず謎のまま……、今日きようはするのかしないのか。

　せっかくだし、このタイミングで思い切って訊きいてみようかとも思ったが、やっぱりやめにしておく。

　むしろ、普通に、

「金星人と交信してたっ☆」

　とか楽しく言われた日には、どうしたらいいものかとケタ外れに困ってしまう。

　実際、言い出しそうだし。

　──と、マコトははたと思い付いた。

「これ、食うか？」

　まだ手をつけてなかった自分の弁当をクロエの前に差し出す。

　彼女は、「ふぁ？」となんだか気の抜けるような声を漏もらし、マコトを見あげる。

　マコトの言った科白せりふの意味がじょじょに飲み込めてきたらしく、

「でも……」

　と言うが、クロエの瞳ひとみは弁べん当とう箱ばこの中身を映して、『いいの？　いいの？　もらってもいいの？　ミニミニハンバーグも？』とものすごく欲しそうだ。

　やはり、コンビニのモノばかりでは、味気なかったらしい。それにハンバーグに視し線せんが釘くぎ付づけになっているところを見ると、好物のようだ。

「あはは、いいよ」

　笑ってマコトは、持っていた箸はしを彼女に手渡そうとした。が、

「……でもぉ……」

　としかし、食べたい（特にハンバーグ）という欲求もありながら、クロエの中では同時に悪いと思う気持ちも働いているらしい。

「んじゃ……」

　マコトは、クロエの脇わきに置かれたビニール袋を手にした。

「これと交換ってことで、どうっすか？」

　すると、クロエは、

「あ、うん！　えぁぅ〜、いいの？」

　箸を受け取ったところで、遠えん慮りよする気持ちが彼女の中で最後の抵抗を見せていた。

「おっけーおっけー」

「メルシーMerciっ！」

　クロエは満面の笑え顔がおを見せ、ようやくマコトの弁当を手にしてくれた。

　彼女は、箸はしを手に何か小さく呟つぶやいたが、それはマコトには聞きき慣なれない外国の言語だった。

　たぶん、『いただきます』的な言葉だったんだと思う。

　あー、そうか。

　この子、ハーフだったんだっけ。

　さっきの『メルシー』ってのは、たしか、『ありがとう』って意味だった。

　……はず。

　…………と思う。

　………………たぶん。

　……………………おそらく。

　…………………………ごめん。適当。

　こうして傍そばで、あらためてクロエを見てみると、まるっきり制服が似合ってない。

　悪い意味ではなく、ハーフだという彼女の容姿のせいだろう。

　あと、ものすごい幼いせい。

〝カノジョ〟が着ていると、この学校の、ビジュアル的にあんまりがんばってない普通の制服も、いいかも、と思えるんだけど。

　長い黒髪とカノジョの清せい楚そな雰囲気がよく似合っている。

　カノジョはその見た目から物静かな感じが強い。

　けれど実際は、もっとアクティヴで人なつっこい性格をしている。

　クラスでもそんなカノジョの魅み力りよくにようやく気付いたのか、生徒たちがカノジョの周りに集まり出した。

　友達も増えたようだ。最近、昼食も女友達といっしょに食べているみたいだし。

　──結果、カノジョとふたりっきりの時間は、下校のときくらいになってしまった。

　が、それは彼自身がふらふらと教室からいなくなるせいだとは、自分ではぜんぜん理解してなかった。

　むしろ、それはそれでいいかも。とか思っているくらい。

　マコトにすれば、カノジョはとても魅力的な女の子だから、それが周りにも気付いてもらえてうれしかったりする。

　まあ、ちょっとは、独ひとり占じめしたい気がなくもないけど……。

　それはそれでおいておくことにする。

　カノジョが笑え顔がおならそれでいいと思う。

　カノジョが笑っていられるなら、こんなにしあわせなことはない。

　誰だれかの笑顔が誰かのしあわせになる。

　きっとそう。

　だから──

「どう？　味？　大丈夫か？」

　マコトは交換したおにぎりが『たらこ』だったことに、おー、ナイスチョイス。とか思いながら訊きいた。

　実は内心、ちょっとドキドキしていた。

　兄との二人暮らしなので、マコトが作った料理を食べるのは、家では兄だけ。

　トイロには少し味見をしてもらったくらい。

　ふたりは、「おいしい」と言ってくれたけど、クロエはどうだろうか？

　もそもそとおかずとご飯を口にするクロエを見ている限りでは、

　──まずい。

　ということはなさそうだ。

　でも、リアクションは薄うすい……。

「ま、いっか」

　べつに、感かん謝しやされたいワケじゃない。

　ちょっとでもよろこんでくれたら、それでいいと思う。

　また、記き憶おくが、ふっとわき上がってきた。

　いつかのことだった。

　こうやって、自分もカノジョに弁当をもらったんだった。

　とんでもなくなさけない話だ。

　あの日、お腹なかをすかせすぎて動けなくなって、それで見かねたカノジョに弁当を分けてもらったんだっけ。

　それから、しばらくカノジョが弁当を作ってきてくれた。

　うれしくてしょうがなかった。

　くわえて、カノジョは料理上じよう手ずだったし。

　けれど、毎日毎日ってのは、なんだか悪いような気もしてきたころ、（カノジョにしてみれば、彼によろころんでもらえるのが何よりだったのに……）彼は、思い付く。

　彼は、カノジョの教えを請こいつつ、食費削減のため、自分でも料理をはじめた。

　最初はできなかったこともできるようになってくると、楽しくなってきた。

　クロエが自分の作った弁当をほおばっている姿を見ていると、何な故ぜ、カノジョが自分の分の弁当も作ってきてくれてたのか、なんとなく判わかるような気がする。

　それにしても、やっぱ一番最初に思い浮かんでくるのは、カノジョのことで、カノジョの笑え顔がおなんだな。

　マコトは、照れくさくなって自然に、ハハハと乾いた笑いを漏もらしていた。

　となりでクロエが急に笑ったマコトをちらりと横目に見て首をかしげた。

　それからまたすぐ、口いっぱいにご飯を詰め込みはじめた。




　　　　♪




　食べ終えたクロエが、

「すごくおいしかった」

　と言ってくれた。

　特に『たらこ』がと。

　……アレ、焼いただけなんだけど……。

　でも。

　小こ躍おどりしたくなるくらい浮かれてしまった。

　おいしかったってさ。

　すごくだってさ。

「じゃあ、あしたは何がいいだろう？」

　なんて、献こん立だてを考えてしまう。

　つーか、明日あしたは土ど曜よう。

　休みだ。

　ははは……っ。

　浮かれすぎだっつーの、オレ。

　あ……。

　そういや、バイト二連休だったしな。どっか行くかなー。

　たしか。

　樋ひ浦うら、金曜は習いごとなかったよな？

　さそってみるか。




　彼の自然な気持ちがカノジョを不安にさせるが、カノジョをうれしくさせるのも、そんな自然な気持ちだったりする。

　だから、面めん倒どうくさい。

　ひじょうに。




　善意のつもりではじめた料理は、カノジョのことを悩ませ、彼女を喜ばせる。




　　　　♪




　てくてくと歩いてく。

　てくてくと長い影かげがついてくる。

　あしたの方に向かって追いかけてくる。

　ヘッドフォンミュージックは、それで完結して、そこで鳴り終える。

　カセットを巻き戻す。

　その間に、想おもうこと。

　やさしい声と、やさしい手。

　まぁるいあったかさ。

　あと、焼きたらこ。

　──たらこ？

「〝ばー〟のもおいしかったけど……、あれもおいしかったなぁ」

　青あお色いろの瞳ひとみは、紫むらさきに染そまろうとする空を映して、目の前を通り過ぎてく赤とんぼを追っかける。

　それは瞳の中で水すい平へい線せんになって、明日あしたを今日きように隔てた。

　または、今日を昨日きのうに遠ざける。

　金きん色いろのカーリィヘアは、夏を忘れさせる秋しゆう涼りような風に吹ふかれて、

　ふわりふわりと、ひらりひらりと。

　もらったあめ玉。

　舌の上。転がすと、いちごミルクの味がした。

　夕焼け子やけ。

　幼い子供が、母親に手を引かれ歩いてる。

　小さな少女。

　ひとり。

　歩く、通りのまんなか。

　今、手を振れば、あしたは応こたえてくれるんだろうか？

　手を振ったら、また、あした。

　でも、あしたなんて、こなければよかったのに。

　そしたら、ずっと別れなくてよかった。

　大好きは、どっか遠くに行ってしまった。

　居なくなった。

　たいせつは、失なくなった。

　あしたがこなければ……。




　──でも、あしたがこないと、




「こないと、ずっと今日きようのまま」

　そっと語りかける。

　オトナびているのに、ひどく幼い不ふ思し議ぎな声。

「あしたがこなかったら、よかったのに」

　小さな少女は、応こたえるように繰くり返す。

　ベロの上、転がるあめ玉。

　今度は、ブドウの味。

「本当にそう思う？」

　不思議な声が訊きく。

　空に向かう少女の瞳ひとみ。

「〝ばー〟は、なんで……」

「ごめんね。あなたの望んだコトじゃないのに」

　不思議な声は、風に絡からまって消えた。

　だって、その声は、少女には聞こえてない。

　だって、不思議な声は、遠くだ。

　少女が見あげる空。そのずっと奥だ。




　　　　♪




「目印があったら……、そこまで歩いていけるのにね」

　不思議な声、真っ白の姿の女の子は言った。

　その手の中の、巨大な鈍にび色いろの鎌かま。

　ひどく不釣り合いで、似合わない。

「でも、ないよね。あったら、誰だれも迷わないよ」

　かわいらしい男の子の声。なのに、とても生意気。黒猫がコウモリのような羽根を広げている。

「目印はないから、見付けるんだよ、きっと。あの子の場所」

「だと……いいね。まあ、だから、あいつらにしたんでしょ？　モモはさ、ほんっとおせっかいだよ」

「あはは。判わかってるじゃん。ダニエルっ」








Cherish You (SideA) - fin.
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　　　　♪




「あ、オレ今日きようバイト休みだし、こないだ言ってた映画でも行かねー？」

　何事もなかったように、なんの変わりもなく、〝カレ〟はそう言った。

　カノジョは、ここ数日のすれ違いで一秒前までやきもきしていた気持ちなどをすっかり忘れポンチで、

「うんっ！　私もお稽けい古ことかないから！　お稽古とかないから！」

　なんて、自分でもびっくりするくらいはしゃいだ声を出してしまった。

　二回ゆってるし。




　樋ひ浦うらトイロは、はやる気持ちからか、いつもよりちょっと早足で、葉は山やまマコトよりも数歩先を歩いていた。

「えいがっ、えいがっ、えいがか〜んっ♪」

　独ひとり言ごとも、おかげさまでメロディになってしまうじゃないですか。

　映画かぁ、いつぶりだっけ？

　夏休み以来？

　あ、そうだそうだ。

　あのとき、マコトくん寝坊してきて。

　待たせたし、疲れさせちゃったからって、

『オレ今日一日中、樋浦のことおぶってもいいです』

　とか冗じよう談だんみたいなこと、本気で言ってた。

　朝すごい弱いから、マコトくんっ。

　そっかぁ、あれ以来かぁ。

　……ていうか、

　なんか、これってデート？

　デート、だよね？

　ねっ？　ねっ？　ねーっ？

　んふふふふー。

　あーダメダメ、にやけちゃうなー。

　なんでだろ。

　ほとんど毎日いっしょに帰ってるのに、『映画に行く』ってオプションが付くだけで、デートって感じになる。

　がぜんなっちゃう。

「マコトくん、マコトくんっ。ねぇ、映画なんにする？　なにがいい？」

　くるりと踊りのターンでもするようにトイロは、カレに振り返る。

「って、こないだ言ってたやつでいいかと思ってたんだけど、じゃなかった？　あ、他ほかになんか観みたいのあるとか？　今からで上映時間に間に合うんだったら、そっちでもぜんぜんいいよ」

「あ、そっか。そうだったね、うん！」

　マコトは、トイロの気が変わったのかと思ったらしいが、トイロがはしゃいでいて、すっかり忘れていただけだ。

　それにただ、カノジョが無性にカレの名前を呼びたくなったりしただけだったり。

　どれだけうかれてるんだ、私ってやつは。

　ほんともう……。

　けどね。

　やっぱり、うれしいんだもんっ。

　うーっ。にやけてるにやけてる。

　今、私すっごいにやけてるぞ。

　はははっ、これじゃ、マコトくんの方まともに見れないや。

　なんだかなー。







　────リン。







　それは、唐とう突とつに鳴った。

「あれ？」

　カノジョの耳にも微かすかに。

　なんか今……、

「…………聴きこえた……」

　だけど、はっきりと聴いていたのはカレの方だった。

「えっ？」

　トイロが振り返ると、マコトがぼんやりとした表情で、虚こ空くうを眺めていた。

　マコトの視し線せんを追ってみるが、やはり何もない。

　だけど、マコトの視線は確たしかに、〝何か〟をつかまえていた。

「つーか、なんだよ……。なんで、今──」

「どうしたの、マコトくんっ？」

　カレの様よう子すがあきらかに、さっきまでとは違う。

　マコトが言った。

「わりぃ、樋ひ浦うら。先、映えい画が館かん行っててくれ。オレもすぐ行くからっ」

「え、ちょっ、ま、マコトくん!?」

　どうしたのかと訊たずねる間もなく、カレは、

「んじゃ、また、あとで！」

　振り向きもせずに、映画館とは真逆の通りに走っていってしまった。

　大きな通りから外れ、消えていくカレの猫ねこ背ぜ。

「え？　え？　え？　えぇぇぇ[image: ][image: ]っ？」

　何な故ぜにッッ!?

　しかしトイロの質問に答えてくれるひとは何ど処こにもいない。

　カノジョは、カレの背中に手を伸ばしたまま届かないその、世間的には「なにやってんのあのひと、はっずぅー」なポーズのまま固まってしまっていた。




　　　　♪




　彼──マコトが見た現実。昔のこと。

　真っ黒な影かげが、たいせつなひとを連れて行ってしまった。

　それは悪あく夢むとなっていつまでも彼を追いかけてきた。

　あしたになっても、昨日きのうが続いてた。

　けど、そんな悪夢は、いつか去って、昨日、あたらしい夢を見た。

　ただ、たいせつなひとたちが笑っている夢だった。

　何処かさみしくて、ひどくやさしい。

　そんな夢を見たんだ。

　今はもういない父親と母親がいて、兄貴がいて、それから、やっぱり、カノジョがいて、自分がいて。

　その中で、自分は悩みを抱えていた。

　遅ち刻こく癖ぐせが直らないとか、クラスのやつとちょっと喧けん嘩かしてしまったとか、今度のマラソン大会が憂ゆう鬱うつだとか。

　ひどく普通の、誰だれかにとっては、何でもない悩み。

　でも、気付いたんだ。

　それは、とてもしあわせなことなんだって。

　誰にでもあるような悩みがあって、頭を悩ませることができる。

　それは、とてもしあわせなことなんだ。

　普通の悩みを、普通に悩める。

　そうか。

　自分は今、しあわせの中にいるんだ。

　気付いたんだ。

　だから、笑ってた。

　死んでしまった両親も。

　今は、夢の中でしか逢あえないけれど。

　いつか、自分が夢の中の両親と同じ歳としになって、いつか、追い越してしまうときがくるかもしれないけれど。

　こんなずっと遠くのことが、未来のことが思えるようになった。

　今を大切にしているから、遠くまで見ることができる。

　それは、どうしようもなくしあわせなことなんだって。

　気が付いたんだ。

　たいせつなモノが、たくさんになる。

　どんどん増えてく。

　やがて、それは両手にあふれて、抱えきれなくなっても。

　しっかりと抱きしめていこう。

　そう思った。

　そう、思えた。

　だから、笑ってるんだろう。

　今を、しっかりと、生きてるんだろう。

　目が覚めたら、みっともないくらい泣いていて、こころの中の、ぽっかり空いた穴に切なさが流れ込んできた。

　だけど。

　此こ処こにある〝たいせつ〟で、それは埋められるって知ってる。

　さあ、目を開けて。

　涙も笑え顔がおに変えて。

　今日きようも、あたりまえに生きていこう。

　普通のしあわせを。







　────リン。







　真っ白い姿の少女。

　はっとするほど綺き麗れいなのに、幼い感じのする不ふ思し議ぎな子。

　しゃべるへんてこな黒猫を連れて。

〝死神〟だってさ。

　それは、人の魂を奪う者。

　でも、あの少女と黒猫は、なんだか違ってた。

　あんなに印象的で、おかしくて、不可思議で、奇妙なことだったのに、

　たった今まで、忘れてたんだ。

　響ひびいていた声。

　エコー。

　耳鳴り。

　あの悪あく夢むが去っていくと、それといっしょに記き憶おくの中から、何ど処こかへ行ってしまっていたんだろうか。

　夏の入り口。

　もう、遠くの陽ひ。

「すぐ傍そばにあるモノを、大切なモノを見付けないの？　あなたには見えるはずよ」

　真っ白い少女は、そう言ったんだった。

　だからだ。

　見付けられた。

　三ヶ月前、あの少女に逢あってなかったら、もしかして、カノジョを失っていたかもしれない。

　また、〝たいせつ〟を失なくしていたかもしれない。

　なんで、そんな大事なこと忘れてたんだ？

「おわっ、何処だ？　何処行った？」

　いつかの鈴すずの音ね色いろが聴きこえて、細く長い通りの向こう側に、真っ白い女の子を見付けた。

　あいかわらず、その傍かたわらには生意気そうな黒猫が寄より添そってた。

　そして、彼は後先も考えず、走り出していた。

　追いかけて、どうするつもりだ。

　追いついたら、どうするつもりだ。

　何か、話したいことがあるのか。

　何か、訊ききたいことがあるのか。

　なんなんだ、オレは。

　いったい、なにがしたいんだよッ！

　でも──

　何な故ぜか、呼ばれた気がした。

　あの鈴の音に呼ばれた気がしたんだ。

　トイロと歩いていた大通りから、別の狭い通りに入ってしばらく。

　真っ白い女の子の背中に追いついた。

「──いた！」

　女の子と黒猫が同じタイミングで振り向いて、それで笑った。

　ような気がした。

「…………ん………えぁ？　なんだ、どうなってんだ……」

　視界の中、数メートル先にその白と黒の姿を捕まえたはずが、

「……黒くろ崎さき？」

　まったくべつの知った顔がそこにいた。

　ブロンドのカーリィヘアー。

　ちょんまげみたく結んだ前髪とおでこ。

　おっきな瞳ブルー。

「あいつのうちってこのへんなのか？　って、なに推理してんだ」

　ぐるりと周囲を見渡す。

　小さい古着やアクセ系のショップが並ぶ。

　夕方の時間、この狭い通りにもたくさんのひとが群れていたが、ついに、真っ白と真っ黒に視し線せんが出で逢あうことはなかった。

「見失った……？　てか、最初からそんなものを視みてなかった……とか」

　このところ、いつの間にか、『見えないモノが視える』ことがなくなっていた。

　カノジョを助けるため。そのためだけに、見えないモノが視えていたとしたら、〝チカラ〟の役目は終わったかもしれないと彼は思っていた。

　精神を病やんだカノジョの父親は、カノジョに暴ぼう力りよくを振るっていた。

　そのせいで、カノジョが命を落としそうになったところを『視た』マコトは、危き機きを救った。

　それから、一回も視てなかった。

　だから、今のは、視た気がしただけだったのかもだ。

　今け朝さ目覚める前に見た夢のせいで。

　だとしたら、やっぱり気のせいか。

「まあ……、どっちだって、いっか」

　自分自身に言って、マコトはやれやれと肩をすくめた。

　とりあえず──

　最近知り合った、妙に気になってしまう少女に、視点を変えた。

　サイズの合ってない制服に着られているみたいなクロエは、まだこちらには気が付いてないらしい。

　クロエのことをいつもこっちが最初に見付ける。まるで、何かに導みちびかれるみたいにして。

「……考えすぎ……か……」

　ひょこひょこと背中を向けて歩いている。

　花きや車しやな背中が少しずつ離はなれていく。

「黒くろ崎さきーっ」

　彼女はいつものヘッドフォンをしていたが、かまわず名前を呼ぶ。

　なんだか、そんなのは気にならなくて、呼べば振り向いてくれるような感じがしたんだ。

　すると、ぴくりと彼女が反応して、立ち止まった。

　一いつ瞬しゆん、まるで犬が耳をそばだてるように見えて、笑いがこみ上げてきた。

　ほんとに聞こえたみたいだ。

　たまたま、曲と曲の間の無音状態だったのかもだし、単にボリュームがすごく小さかったのかもしれないし。

　でも、うれしくなった。

　そして、クロエは、くるっと反転。

　おっきな瞳ひとみが、瞬しゆん間かん的てきにマコトの存在を見とめた。

　ぱっと表情が変わった。

　……ように見えただけで、実際は、距きよ離りがあってよく判わからなかった。

　だけど、クロエは、主人が放ったボールをくわえて戻ってくる犬みたく、マコトの方へぱたぱたと駈かけてくる。

「うぃっす」

　マコトがそう言うと、彼女は軽く肩で息をしながら、

「うんっ」

　とうなずいた。

　そこは、うん、じゃないだろう。とか返しそうになったが、逆に彼女っぽくもあるよなぁと言葉をしまった。

「なにしてんだ？　買い物？」

　マコトが訊きく。

「ううん」

　としかしクロエは首を振った。

「じゃあ、待ち合わせとか？」

「ううん」

　もう一度、クロエは首を振る。

　ようするに、『特に用事はなくて、ぶらぶらしてた』ってトコだろう。

　短い付き合いではあるけれど、なんだかクロエの反応の表す意味がちょっとずつ判ってきて、これはこれで楽しかったりする。

　この通りは、見るところはたくさんある。同じ古着屋や、アクセサリーショップでも店の雰囲気はそれぞれ違うし、置いてあるモノも違う。

　クロエは見た目は小学生みたいでも、ちゃんとファッションとかに興きよう味みあるんだなー。そう思うと、妙にくすぐったい。

　それにしても。

　──オレ、なにしにこっちにきたんだっけ？

　えーっと、樋ひ浦うらと歩いてて。

　映画に行こうっつってて。

　そんでその途と中ちゆうで……。

　クロエのこと見付けたんだっけ？

　あー。そうか。そうか。

「そうだ、黒くろ崎さきさ──」

　マコトは、思い付いた。

　ちょうどいいんじゃん？




　　　　♪




　彼カレの心の声が聞こえていたならきっと、カノジョは、こう言ったに違いない。

「──ぜんぜんちょうどいくないっ」

　映えい画が館かんの前。上映開始時間が迫る中、突然置いてけぼりを喰くらわせたカレを、言われたとおり素直に待っていたトイロは、ようやく戻ってきたカレに嬉き々きとして駈かけ寄ろうとした、次の瞬しゆん間かん、

「──── な ん で や ね ん ッ ッ ッ ッ ！」

　とお笑い芸人のひとバリに気合いの入った突っ込みをしたくなった。

「ごめん。待たせたっ！」

　と、右手を上げやってくるカレ。

　と、左手には小さな女の子。

　黒みがかった金きん色いろの髪に、青い瞳ひとみをした同じ学校の制服（を着ているが同級生には見えない）の女の子。




　一年三組、黒崎クロエさん。




　何な故ぜにッ!?

　しかも、カレと手を……つないでる。

　というより、カレが手を引いて連れている感じだけど。私は、なかなか手なんかつなげないのに……。

　目の前にきたマコトは、

「さっき、そこで逢あってさ。映画観みる？　つったら、観るってゆうんで」

　そう言った。

　あ…はは……。

　そ、そ、そうなんだ……。

　た、たしかにね。

　うん、たしかに。

　ふたりだけじゃないとヤダ──なんて、言ってなかった。

　それに、マコトくんは、こういうひとなんだ。

　一人より二人、二人より三人、三人よりもたくさんのひとたちと、いっしょに楽しくなるといい、みんなで笑いあえたらいい、本当にそう思っている、心から願ねがっているひとだ。

　いろんな笑え顔がお。その中に、彼女もちゃんとふくまれているんだろう。

　結局、私も、その中の──一人なのかもしれないなぁ。

　そんなことを思うと、ちょっぴりさみしくなった。

　そして、そんなことを卑ひ屈くつに思う自分にひどく嫌けん悪お感かんを抱いた。

　そりゃ、彼女も隠かくれちゃうよね。

　クロエはマコトに連れられてきてから、ずっとカレのうしろに隠れてしまっている。

　人見知りというか、まるで、おびえる仔こ犬いぬみたくこちらの様よう子すをじーっとうかがって。

　うーっ、そんな潤うるんだ瞳ひとみで見ないでっ。

　イタイ、イタイ。

　視し線せんが突き刺さってる……。

　私って、ひどく弱くて、いやなヤツだ。

「あ、まだ、紹介してなかったよな。えっと、小さいけど同級生な。黒くろ崎さきクロエ、三組の」

　すすっとマコトの影かげから出てきて、クロエがぺこりとお辞じ儀ぎした。

　しかし自発的にとはいかなかったようで、マコトの大きな手がクロエの花きや車しやな背中に触れて、彼女をうながしていた。

　クロエは、またすぐにマコトのうしろに半身を隠してしまう。

「んで、こっちが──」

「樋ひ浦うらトイロ、よろしくね」

　トイロはそうあいさつして、手を差し出した。

　精一杯笑顔だったつもりだ。

　クロエの青みがかったおっきな瞳にはどう映ったのか……。

　トイロは知るはずがなかったが、それはマコトがクロエにあいさつしたときと、おなじような言葉としぐさ。

　よろしくと差し出されたトイロの右手。

　その既視感デジヤヴユに似た感覚に、クロエの様よう子すが少しだけ変わった。

　クロエは、さっきみたいに、でもおどおどした感じは消え、すすっとカレの陰かげから出てくると、今度は、手を差し出してくれた。

「よろしくお願ねがいします」

　ささやくような声で、そう言った。

「──うんっ」

　トイロはその手を取る。

　ちいさな手だった。

　しっかりにぎっていないと、風が吹ふいたら何ど処こかに飛ばされてしまいそうなほど花きや車しやだった。

　どうしてマコトが、クロエにかまうのかちょっとだけ判わかった気がした。

　なんだか、放っておけないんだ。

　それに、さみしがり屋な瞳ひとみが、出で逢あったころのマコトに似ている感じがする。

　私があのころ感じたこと、今、マコトくんは、このコに感じているのかもしれないなぁ。

「じゃ、いこっか」

　トイロが言うと、クロエとマコトが、うんとそろって返事をした。




『感動巨きよ編へん』と銘めい打うたれた二時間弱の上映。

　監かん督とくはあまり知られていないが、レンタルビデオで観みたこの監ひ督との映画は、トイロの中で五本の指に入るほどのお気に入りだった。

　だから、この映画が観みたいと思っていたのだけれど……。

　三人が腰かけたのは、スクリーン正面の中段の席。

　左から、トイロ、マコト、クロエの順。

　なんか狙ねらったような（？）席順だけど、トイロを先頭に歩いていったらこうなった。

　そして、席について気付いた。

　映えい画が館かんの中は、やっぱり涼しくて、というか、ちょっと肌寒い。

　昼夜の気温の差が激はげしいんだけれど、館内はおそらく昼間の設定温度のまま。

　うーんと、これで二時間じっとしてなきゃってけっこーたいへんかも……。

　あ、そういえば。

　カーディガンが鞄の中にあった。

　よかったー。

　一応、持ってきておいて。

　うつむいて、がさごそと鞄かばんの中からカーディガンを取り出していると、

「寒いか？」

　そう訊たずねるマコトの声がした。

「あ、うん。だいじょ────」

　応こたえそうになったが、それは自分へではなく、マコトの右みぎ隣どなりに座るクロエへの声だと気付く。

　見れば、クロエが小型犬のように、ぷるぷる、小刻みに震ふるえている。

「なんか上にはおるもんは？」

　マコトがクロエに訊きく。

　彼女は無言のままで、ふるふる、首を振った。

「そっか。んー、どうすっかなー」

　クロエがかなり寒そうにしているので、マコトは何か着るモノはなかったかと自分のバッグの中を探さがすが、やっぱりないようだ。

　トイロは、手にしたカーディガンに視し線せんを落とした。

　これ、貸してあげようかな。

　さっきから黒くろ崎さきさんの震えが、だんだん尋じん常じようじゃない方に大きくなってるしっ。

　よし、そうしよ。

　なんなら、私はマコトくんにくっつくからいいんだ……………………な、な、な、な、な、なんてねぇ[image: ][image: ]……。

「あ、これでよかったら着る？」

　と言った。

　しかしながら、言ったのはトイロではなく、マコトだった。

　自分が今着ているニットのベストを指で軽くつまみながら、クロエに見せる。

　クロエは一いつ瞬しゆん、遠えん慮りよする素そ振ぶりを見せつつ、しかし寒さには勝てなかったのか、すぐにぶんぶん、首を縦たてに振った。

　マコトはベストを脱いで、それをすっぽりとクロエにかぶせた。

　そう。まさしくかぶせるという表現がよく似合っていた。

　小柄なクロエは、マコトのベストに納まってしまいそうな感じ、というかすっかり納まっていた。

　身体からだがおっきな方のマコトにもゆったり目のそのベストは、おそらく『ＸＬ』とかそこらへんのサイズのモノ。

　一方のクロエは、レディースサイズの『Ｓ』とかでも余裕がありそう。なんなら、子供服キツズしかないんですけどみたいなサイズの。

　トイロが普ふ段だん着ているＴシャツは、メンズサイズでいうところの『ＸＳ』で、『Ｓ』サイズよりも小さい。が、クロエの小ささはその比じゃないと思う。

　ので、袖そでなしのベストでも十分寒さがしのげるらしく、そのうち、クロエの尋じん常じようならざる震ふるえは平々凡々に鎮しずまっていった。

　トイロは、手に持ったカーディガンを──

　じ、自分で着るんだもん！

　最初っからそのつもりだもん！

　いじけて袖そでを通すカーディガンは、ぬくぬくでした。

　でした……。




　映画の内容は、昔の海外の話。カーリィヘアの女の子が主人公。

　出で稼かせぎに出た両親と離はなれて暮らすことになった十五歳さいの女の子は、祖母の許もとで暮らすことになる。

　祖母はとても厳きびしくて、怒られるたびに、両親のことを想おもって寂さみしくなる女の子は、泣いてばかり。

　前半は鬼のように思える祖母だけれど、女の子の文才があることに気付いたのは祖母だけ。

　そして、祖母は女の子に小説を書くことを勧すすめ、女の子は、自分を投とう影えいさせた物語を書きはじめる。

　すると、女の子は物語の中のもうひとりの自分を通して、祖母が厳しいだけじゃなく愛情を持って自分に接してくれていることに気付く。

　だけど、祖母は死んでしまう。

　女の子に残されたのは、祖母が買ってくれた紙とペンとインク。そして、

「遠廻りだっていいんだ。それがおまえの選えらぶ道ならね」

　という祖母の言葉だった。

　それから、女の子はついに最初の物語を完成させる。

　そこからはじまるあらたな物語り。

　女の子自身のストーリー。

　トイロは、映画が佳か境きようにさしかかったあたりからずっと泣きっぱなしだった。

　主人公の子に少し自分を重ねたりして。

　女の子が恋する──そっけないけどあったかい男の子もなんか、カレっぽいし。

　そんなカレは、泣いてるトイロに、よしよしとやさしく微笑ほほえんでくれた。

　そんな子供じゃないんですけど。

　と思いつつ、カレの笑え顔がおにうれしくなってしまう。

　けど。

　カレは同時に、なんだかとても困った顔もしていた。

　その原因の一いつ端たんを自分が担っていることに、このときのカノジョはまだ気付いていなかった。

　隣となりの隣で、マコトのシャツにしがみつくようにして、クロエが泣いていた。

　顔をぐしゃぐしゃにしながら。

　カレのシャツが涙でぐっしょり濡ぬれてる。

　なんてうらやましい！

　──じゃなくてっ。

　彼女の泣きっぷりは、感動というよりは、まるで自分のことで悲しんでいる風に見えた。

　理由は判わからないけれど、自分の涙の理ワ由ケとは違う。

　とても純粋な瞳ひとみ。

　なんだか、嫉しつ妬ともできなくなっていた。

　はぁー。

　カレの手に包まれた自分の手。指先を絡からめて、じっとカレの顔を覗のぞき込んで見る。

　……あ、あれ？

　ちょっと、待って。

　私はいつから、マコトくんの手をにぎって!?

　それもアチチなバカップルがやるみたいな！

　はぁぅあ！

　そりゃ、カレも困った顔をする。

　クロエだけじゃなく、トイロもだった。







[image: ]







　自分の両りよう隣どなりの女の子が、涙でぐずぐずになっている。しかも両手をしっかりつかまれて身動きとれなくなっていたんだから。

　困った困った。

　なんて。

　本当は困ってなんかなかった。

　カレの手はおっきくて、あったかくって、このまま指がほどけなくなってしまったらいいのにとか考えて、ふっと浮かぶ。

　きっと。彼女クロエもマコトだから、あんなに涙を見せることができたのかもしれない。

　自分もそうだった。

　カレになら、隠かくした傷も見せられた。

　私たちは、似ているのかも。

　そう思った途と端たん、ちょっとだけお邪じや魔まに思っていたクロエが愛いとおしく感じられてきたから、自分は単純だ。




　　　　♪




　週明けの学校。

　なんにも変わらない一週間。

　また、はじまった。

　繰くり返しの毎日でも、それなりに変化がある。

　たとえば──

　トイロとマコトは、理科室からクラスに戻る途と中ちゆうの廊下で、呼び止められた。

　まだ若い女性教師。だが、ふたりとはほとんど面めん識しきはなかった。

　思い当たったのは、女性教師が『一年三組』の副担任だったということだ。







　一年三組。出席番号女子三番。

　黒くろ崎さきクロエ。




　本当は、フルネームは、『クロエ・鞠きく花か・黒崎・ブレヴァル』だそうだ。

　ちなみに、黒崎は、母親の旧姓。

　父親の国の名前が、クロエ・ブレヴァルで、母親の国、つまりこの国での名前が、黒崎鞠花。

　彼女の父親は、外交官で、クロエが生まれる前も生まれてからも世界中を飛とび廻まわっていた。現在は、この国の真裏に当たる国にいるらしい。

　が、実は、ここらへんが問題だった。

　両親は、いずれこっちに帰ってくることになっているらしいが、まだ少し先の話。

　それでクロエはこっちの生活に慣なれるというのも考こう慮りよして、一足先に祖母の家で暮らすようになった。

　クロエは、かなりのおばあちゃん子で、海外にいる間も欠かさず連絡して、ときには、おばあちゃんに逢あいたいと泣きわめくこともあったそうだ。

　だから、両親としばらくこの国で離はなれて暮らすようになっても、クロエは寂さみしくなかったんだろう。

　しかし──

　三ヶ月前。

　祖母が、急きゆう逝せいした。

　彼女は慣れない母親の故郷で、ひとりぼっちになってしまった。

　両親は短い間でもいっしょに海外に戻ろうと、学校側もそれを勧すすめたが、クロエはここに留とどまる。

　ふたりを呼び止めた副担任がわざわざ聞かせてくれた話では、「特に仲のいい友達がいるワケでもなさそうだったし……。だから、葉は山やまくんといっしょにいるのを見かけて、すごく安心したんだ」ということだった。

　おまけに、

「仲よくしてあげてね！」

　とお願ねがいされる始末。

　べつに、言われなくてもそうするし。

　副担任はクロエが教室でひとりきりだったり、面接をしても「友達いません」と言っていた彼女のことをずっと気にかけていたよう。

　だから、トイロやマコトといっしょにいるところを見かけて、安あん堵どして、ついおしゃべりになったんだろう。

　クロエはコミュニケーションが不得意らしい。いや、らしいというより、不得意だ。

　これははっきりと言える。短い時間でも感じられた。

　副担任もそれで悩んでいた節ふしがある。

　でも、クロエ自身がコミュニケーションを拒こばんでいるワケではなさそう。

　最初、ヘッドフォンをしているのは、他人を拒絶しているからだと思っていたが、どうやらそうではなく。他人との付き合い方かたを知らないから、そうするしか、自分の居場所を見付けられなかったのかも。

　けど──

「それだけじゃねーのかなー……なんて」

　マコトの心の内側の声が、表に漏もれ出した。正せい確かくには、あふれてしまった。

「ん？」

　職しよく員いん室しつで三組の副担任から、クロエに関することを聞いて、「クロエちゃんのこと、よろしくね！」と半泣きで言われ、「このことは、彼女のおとうさん、おかあさんにも伝えておくわ[image: ][image: ]っ」とはっちゃけられた帰り。

　トイロは同じようなことを考えていたらしいマコトの表情を覗のぞき込む。

「あれさー。なんでだと思う？」

「屋上でヘッドフォン？」

　カレが最後まで科白せりふを言う前に、カノジョはそれを察した。

　マコトから聞いたクロエのことと、今聞いたばかりのことを自分の中で反復してみて、出たのはカレとおんなじ疑問だった。

『なんで屋上？』

『なんでヘッドフォン？』

　けど、「直接、訊きいてみたら」とか、安易には言えなかった。

　自分は、大切なひとを亡くしたことがない。だからクロエの気持ち全部を理解できないのかもしれないけど、大切なひとと離ればなれになる気持ちは判わかっている。だから──

　そうか。と思う。

　マコトが、クロエのことを気にかけている理由がようやく見えた。

　クロエの瞳ひとみは、憂うれい、迷い、戸と惑まどい、哀かなしんでいた。あの映画を観みてたときも。

　そんな瞳をトイロもマコトもよく知っている。

　自分たちもそうだったんだ。

　だからこそ、マコトは無む意い識しきに自分がトイロの〝何か〟になれるかもしれないと感じた。

　どんなささいなことでもいい、彼女の一部でも笑え顔がおに変えられたら。

　いつか、自分たちが、お互いにもらった〝たいせつ〟を今度は、あの子にも……。




　　　　♪




　屋上に立って、空に近い場所。

　此こ処こからなら、届くような気がした。

　ヘッドフォンの内側で鳴るメロディが聴きこえている間は、その場所が、彼女の居場所。

　そうせざるを得なかった理由。

　そもそも、クロエのディスコミュニケーション状態を生み出す結果となったのは、やはり長い海外での暮らしに所以ゆえんする部分が大きい。

　両親は仕事上、様さま々ざまな国に行く。

　けれども、一カ国に滞在する年月はそう長くなかった。

　一般的だと、多くの子供たちは、常に変化する生活の中で、様さま々ざまな場所で、様々な空気に対応していく能力を身に付ける。

　どんな環かん境きようにおいても適度に順応できる。

　が、もちろんそんな子供たちばかりじゃない。

　中には、適応できなかった子供もいる。

　変化する空気について行けず、やがては、適応する努力すらしなくなってしまう。

　それが、クロエという少女だ。

　彼女のコミュニケーション下べ手たは、環境の変化に適応できなかった彼女自身が生み出していたことだった。

　それに気付いてクロエは、変えたかったのかもしれない。

　自分を。

　だから、此こ処こに留とどまることを決めた。




「アタシの声……。届いてる？　〝ばー〟、アタシの声、届いてる？」

　空からの返事はない。

　街の中心部から少し外れて、クロエは堤防の通りを、ひとり、歩いていた。

　見上げると、わたあめみたいなふわふわの雲を、向こうから灰はい色いろのやつがやってきて食べようとしている。

　彼女のヘッドフォンからは音楽。やがてやわらかにそれがやんだ。

　目を閉じる。

　思い出す。

　心の奥から、音楽の代わりに聴きこえてきたのは、

「──黒くろ崎さきっ」

　と昔の母親の名前、祖母の名前、今は自分の名前を呼ぶ、ひどくやさしい〝彼〟の声だった。

　静かな風が吹ふいて、ゆるやかに流れる時間を運んでく。

　むせるアスファルトの匂におい。

　これは、雨の匂いだ。




　────リン。




　何ど処こかで鈴すずの音が聴きこえた。

　何処からか、カレーライスの香かおりがした。




　雨の匂においは濃のう度どを増し、天気予報では、季節はずれの『台風』の上陸を知らせていた。




　　　　♪




　昼休み。




　──は、こなかった。

　台風がきているせいで、午後の授業がなくなったからだ。

　なら、朝の段階で休校にすればよかったのに、とかブツくさ文句も言いたくなるが、予想を大きく上回るスピードで、台風は近付いてきた。

　このままなら、あと数時間もしないうちに街は台風に飲み込まれるだろう。

　一方、授業が半分で終わったことに生徒たちは、浮かれ気分混じりで足早に校舎を出て行く。

　が、玄関を出た直後に、雨脚の強さに憂ゆう鬱うつにさせられた。傘かさは意味がないかもしれない。

　強くなってきた風が、高校の敷しき地ち内ないで一番大きな記き念ねん樹じゆを軋きしませている

　なのに、

「────……今、視みえた」

　マコトがそんなことを言い出した。

　カノジョの隣となりを、生徒玄関に向かって歩いてたカレは、いつもは少し猫ねこ背ぜなのをピンとのばして。

　担任が午後の授業がなくなって下校するようにと伝えていたとき、寝こけていたカレのせい、で他ほかのクラスメイトよりも遅く教室を出ることになったというのに。さらに帰るのが遅くなりそうだ……。

　カレが〝視る〟のは、本当なら見えるはずのないモノ。

　両親を失ったとき生まれてしまったチカラ。

　そのことで苦しんだりもしたが、それは大切なひとを護まもることができるチカラだとも知った。

「オレ……もう、失なくなってたかと思ってたんだ」

　マコトは、ぼんやりとしながらも、言葉だけははっきりとトイロに届ける。

「樋ひ浦うらのこと護りたくて、護ってあげられて。ああ、大切なひとを失わなくてすんだ、って。だから、もうこのチカラは必要なくなったと思ってたんだ」

「マコトくん……」

　カレが何を視たのか。

　不意に浮かんできたのは、彼女の顔。

　ふわふわの金髪に、ぷりんと出たおでこ。

　きっと、そうだ。

「今、泣いてた。あいつ、泣いてた」

　窓を叩たたく雨音をかき消し、校内放送が鳴る。

　全校生徒は、すぐに下校するように。

　せかすように言う教師の声が逆に、なんだかざわつく心を落ち着かせてくれた。

「雨でずぶぬれんなってたけど……あれは涙だ」

　カレは、心配そうに言う。

　──大おお事ごとほど、焦あせらずに冷静に。

　祖母が言っていた言葉を思い出す。

　窓の外に目を向ける。

　窓を打つ雨のせいで、景色がほとんど見えなくなっていた。

　こんな雨の中……。

　だけど。

　カレの瞳ひとみが何かを言おうとしていた。

　そうだよね。

　マコトくんだもんね。

　こういうとき、放っておけないんだ。

「じゃあ──行こっ」

　カノジョはカレに視し線せんを向け、言った。

「え？」

　トイロの言葉に、マコトが向き直る。

「行かなきゃ、彼女のところ」

　トイロは真まっ直すぐにカレを見る。

「──うん」

　マコトは真っ直ぐにうなずいた。




　　　　♪




「つーか、やべぇだろ、これ！」

　ふたりが屋上にたどり着くころには、雨粒は、窓を叩く回数をさらに増やしていた。

　屋上。強い風と痛いくらいの雨。

　かき消されるマコトの声。

　やっぱり彼女はヘッドフォンで、世界を閉ざしていた。

　こんなときに限って、声は届かない。

　クロエは、そこにいた。

　屋上の真ん中で空に向かって、お願ねがいをするように言葉を呟つぶやいて。

「うぉ!?　やっぱ、いた！　──って、こんなときに屋上に出なくても！　いくらなんでもあぶねぇだろッ!?」

　あのときのビニール傘がさは差してない。というより、風が強くて差せないんだろう。

　なのに、彼女ときたら、いつもの貯水タンク置き場ではなく、こんなときにかぎって、タンクの上まで登っている。

　普ふ段だんはふわりとした綿わた毛げのようにやわらかいのに、今は濡ぬれてぺしゃんこのカーリィヘアが風にあおられて、まるで羽根みたく羽ばたいている。

　彼女は震ふるえてた。

　寒さのせい。心が震えてるせい。

「黒くろ崎さきっ、危ないから！　降りてこーい！」

「黒崎さん！　危ないよぉ！」

「──くそっ！　聞こえてねぇし！　なんか、またビビビビビッっていってんのか!?」

　カレは、貯水タンクの上の彼女を連れ戻そうと走る。

「マコトくん、気を付けてね！」

　トイロが言うと、マコトは、

「うぃす！」

　といつもの軽い調ちよう子しで手を振った。

　カレがよじ登るハシゴ。

　そのとき、




　────リン。




　タンク上に立つクロエが、トイロとマコトの存在に気付いた。

　そして、「なんで、ここにいるの？」そんな表情をする。

　トイロは、彼女の表情に対する答えをちゃんと持っている。

　なんでって……、そんなの。

　──心配だからに決まってるじゃない！

「黒崎さーん！　降りよう！」

　風と雨の音。ヘッドフォンの世界。トイロの声は届いたのか、届かなかったのか。

　ただ、クロエは首を振った。

　ますます強くなる風に飛ばされそうになりながら、けれど、小さな身体からだでどうにか踏ん張っている。

　──いやだ、と。

「なにやってんだよ！　黒くろ崎さき、アブねーぞ！」

　マコトがクロエがいるタンクの上まで登ってきていた。

「降りろ！」

　マコトが怒ど鳴なるように言う。

　しかし、やはり、彼女は首を左右に振った。

「なんだよ！　なんで、今日きようなんだよ！　チャネるのなんて、明日あしたでもあさってでも、しあさってでも、あさってのあさってでもいいだろっ！　なんなら、オレも樋ひ浦うらも付き合ってやるから、今日じゃなくていいだろ！」

　雨が、風がまた激はげしくなっている。

　トイロは、行って自分が何ができるワケじゃないと判わかっていたが、それでもカノジョもクロエのところへと向かった。

「黒崎さん！」

　名前を呼ぶと、やはりクロエは、大きく首を振った。

　ぜったいに降りない。降りたくない。という意思表示。

　なんで、そんなにアタシにかまってくるの？

　なんで、アタシの心に触れてくるんだろう？

　なんで、アタシのことなんかで、こんなに必死になってるの？

　他ほかのひとたちは、ぜんぜんそんなことないのに。アタシなんか……。

　こんなのって、〝ばー〟くらいだった……。

　ねぇ、ばー。

　どうして、どうして。

　ねぇ、ばー。

　答えてくれないの？

　ばー……。

　聴ききたいだけなのに。

　だって──

「だって！　あの日とおんなじだったんだもん！　〝ばー〟の声が聴こえた日も、雨が降ってて、でも、向こうの空、雲と雲の間に、光が射さしてて。……けど、まだ……聴こえないのっ。だから、こうしてれば、聴こえるかも……っ」

　クロエがはじめて、心の中を見せた。

　それを一番傍そばにいるカレは、一番強く感じながら、

「判った！　判ったから！」

　手をのばした。彼女の花きや車しやな肩をつかもうとした。が、

「やだっ！　だって、聴こえてないんだよ!?」

　としかしクロエが言った。

　蚊かの啼なくような声で、それは悲痛な叫びで。

　いつかはやさしく握り返したそのカレの手を振り払いながら。

「〝ばー〟に……逢あいたいよぉ……っ！」

　その瞬しゆん間かん、ぐらりとクロエの身体からだが揺ゆれる。

　風にあおられ、雨で濡ぬれた不安定な足場で、体勢を崩くずしてしまった。

　木の葉みたいに軽々とクロエの小さな身体は宙に躍おどる。

「黒くろ崎さき！」

「黒崎さん」

　マコトとトイロが同時に手を伸ばす。




　必死でつかんだ彼女の手は、やっぱり花きや車しやで、夏休みに水をやりすぎて枯らしてしまった黄き色いろい花のことを思い出した。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあ────っ!!」

　クロエの悲鳴は、雨に消えた。




　　　　♪




　タンクから滑り落ちそうになったクロエをマコトとトイロが必死で捕まえた。

　幸い、クロエにはケガはなかった。

　でも、頭が混乱しているようだった。

　トイロとマコトに抱えられるようにして、タンク置き場から、屋上から一歩校舎内に入ったところですぐにうずくまってしまった。

　彼女は、小さな身体からだをより小さくして震ふるえる。

　泣いていた。

　怖かったんだろう。

　そして──

　トイロは、いつかの自分に重なって、胸が張り裂けそうになった。

　いつかの自分……。

　助けてほしいと思いながら、助けを求めることができなくて。ただ、心の中で叫んでいただけの自分。

　救ってくれたのは、マコト。

　そして、マコトもクロエの声に、いつかの自分を重ねていた。

　ひどく哀かなしそうな表情で、彼女を見つめている。

　お互いがお互いを必要としあって、今ここに在るトイロとマコト。

　クロエは今、誰だれかを求めている。

　手を伸ばして。

　指先に触れたら。

　すぐ傍そばにあるたいせつをつかめばいい。

「…………──ヘッドフォンこれをしてたら、一度、〝ばー〟の声が聴きこえたの。音楽の隙すき間まに鳴ったの。ほんとだよ!?」

　クロエは言葉をこぼす。

　頰ほおを伝う、涙と雨粒といっしょに。

〝ばー〟って誰だろうかと、一いつ瞬しゆん考えたが、トイロも、マコトも、すぐに思い当たった。

　クロエが強く想おもっているひと。

　それは、三ヶ月前に亡くなった祖母。

〝ばー〟とは、おそらく、そのひとのことだろう。

　おばーちゃんの、〝ばー〟。

　クロエは、亡くなった祖母の声を聴いたと言っていた。

「でも、もう聴こえないの。何度も何度も呼んだけど、応こたえてくれなくて。空に近いところなら、もしかしてって思ったけど……。声、聴きたいよぉ、なんで、聴こえないのぉ……。もう一度、それだけでいいのに……っ」

　彼女の心から絞り出すようにこぼれる言葉が、あまりにも痛くて、寂さみしくて、トイロもその場にうずくまってしまいそうだった。

　クロエにとってどれだけ、祖母の存在が大きかったか、必要としていたか。

　祖母が居なくなってしまってからも、この国にとどまることを決めたほどに。

　屋上で、空を見あげていた。

　あれは、天国に行ってしまった祖母への呼びかけ。

　少しでも空に近いところ、屋上。

　三人の濡ぬれた髪の毛や制服からしたたり落ちるしずくが、ひたひた、と校舎の床ゆかを叩たたく。

　マコトがしゃがみ込んで、うつむくクロエの顔をのぞき込んだ。

「いつか、きっと、また、聴こえるさ」

　それは慰なぐさめなんかじゃなかった。

　カレは、大切な誰かを失う悲しみを、夢の中でしか大切なひとに逢あえない寂しさを知っているひとだ。

　そして、それを笑え顔がおに変えることができたひと。

　でも、彼女はまだそれができない。その気持ちが痛みとしてカレに伝わっている。

　そして、その失なくしてしまった〝たいせつ〟は、もう二度と戻ってこないことを知ってる。

　それなのに、カレは言った。

『また、聴きこえる』と。

　だったら、本当にそうなるかもしれない。

　だって、カレは言ったんだ。

　痛みを知っているからこそ、言えたんだ。

　クロエは、本当に祖母が大好きだったんだろう。

　人とうまく接することができない彼女を愛してくれた、心の隙すき間まの全部を埋めてくれていた祖母を。

　大好きな祖母を失ってもなお、此こ処こにとどまった理由。

　祖母の声をもう一度聴きたいという願ねがい。

　そして、祖母の匂においも、想おもい出でも、まだここに大切に残っているから。

　トイロは思う。

　私は、このコになんにもしてあげられないかもしれないけど。

　ううん。『してあげる』なんて偉そうなことは言えない。けど、こうしてこうやって同じ時間を過ごすようになったこと、私の何かが、少しでも彼女の何かになればいいなって思う。

　トイロは、クロエに歩み寄ると、心いっぱいに彼女を抱きしめた。

「マコトくんも、私も傍そばにいるよ？　だから、見付けよう。黒くろ崎さきさんの〝たいせつ〟。きっと、見付かるから」

　言葉は、きっと想いを届ける。

　だから、きっと伝わるんだろう。

　だから、言葉があるんだ。

　たとえ、それが聴こえても、聴こえなくても。

　ちいさな手がトイロの背中に触れる。

　廻まわした腕は、めいっぱいの力でトイロを抱きしめ返してくれた。

　雨はつめたいけど、とってもあったかい。

　クロエのちいさな身体からだ。

　こんなにもおっきなやさしさがあって、でも、一方で、他人に触れていたいと思いながら、触れられずにいた彼女の寂さみしさや悲しさもおんなじくらい感じた。

「風か邪ぜ引くっつったろー」

　そんな声。

　やさしい声。

　おっきな腕がトイロとクロエを包んだ。

　ぎゅって抱きしめてくれた。

　こんなにしあわせな気分。

　やさしい気持ち。

　自分には、頼れる存在がいる。

　ひとりじゃない。

　いつも傍そばにいてくれるカレに甘えっぱなし。

　それでちょっとすれ違いが続いただけで、落ち込んだり。

　少し前までは、考えもしなかったけど、

　些さ細さいなことで悩んだり、好きな誰だれかを想おもったり、ちょっぴり嫉しつ妬としてみたり、それはとてもしあわせなことなんだ。

　ささいなことが、こんなにもしあわせ。

　何ど処こにだってあること。

　普通のこと。

　それは、とてもしあわせなことなんだ。

　だからね。

　このしあわせを少しでも、彼女にも感じ取ってほしい。




　このあったかい腕と、高鳴る鼓動。

　雨があがったあとの、ヒカリの輪わ。

　満たされて、いつか消えていく。

　そしたら、そのあとで、見付けた──




　　　　♪




「結局さぁ、まったくさぁ」

「なに？　ダニエル？」

「なんか、ややこしくなってない？」

「なにが？　ちゃんとなったじゃん」

「まあ、それはそうだけど。モモも規則やぶらなかったしね、すっごいめずらしいよね、今回みたいなのは……。でもさぁ……んー……」

「だから、なによ？」

「ふたりがさ、さんにんになっちゃったよ？」

「だからだいじょうぶ。あの子たちだから、だいじょうぶだよ」




　　　　♪




　雨がやんだ夕暮れと帰り道。

　ならんでるふたつの影かげ。

　でも、ひとつは、変な形。

　それは、みっつめを背負ってるせいだ。




　結局、雨と風が激はげしくなってしまい校舎から出られなくなったトイロたち。三人は、びしょぬれになった制服を着替えるためと、あたたかい飲み物でももらおうと、保ほ健けん室しつに行った。

　保健の先生は、入学当初は、ときどき気絶するように眠りにきていた顔見知りマコトを見て、びしょぬれの姿にびっくりしていたが、すぐに、

「まあ、ゆっくりしていきなさいな」

　と笑え顔がおで迎えてくれて、あったかいコーヒーも出してくれた。

　保健室にやってくるまでも、やってきてからも、体たい操そう服ふくに着替えてからも、クロエは、ずっと泣きっぱなしだった。

　屋上でのことがよほど恐こわかったのか、それとも安心したからなのか。

　しかし、コーヒーを飲み終えたころ、ついには泣き疲れて、くーくーと寝息を立てはじめた。

　それに合わせるようにして、予想外の早さで接近してきた季節はずれの迷めい惑わくな台ヤ風ツは、これまた予想外の早さであっという間に通り過ぎていってしまった。

　雨も風も弱くなっていく。

　なんだったんだ。台ヤ風ツは、いったい……。

　三人は、学校を出た。

　雨は、やんでた。

　遠くの雲の間から、真まっ直すぐに一本、光が地上に射さしていて、そこには、きっと虹にじの生まれる場所があるんだろう。

「マコトくん、バイトは？」

　クロエの分の荷物を手に通りの左側を歩くトイロが訊きいた。

「んー。休むってさっき電話しといた。店長、『まー、どうせ台風だったし、暇ひまだからいいよー』だってさ。樋ひ浦うらは？　習い事あったんじゃないのか？」

　右側を歩くマコトは、よいしょとクロエを背負い直す。

「私も休んだ。やっぱり『台風だからかまいませんよ』だって」

「そっか。悪ぃな。付き合わせて」

「ううん。ぜんぜん。こうやってマコトくんといられるし」

　そう言って、トイロは、たった今の科白せりふが恥はずかしかったことに気付き、顔を夕焼けよりも真まっ赤かにした。

　言われたマコトも、耳まで赤くなってしまったと、

「うげ……っ」

　唐とう突とつにマコトがうめき声を上げる。

　見れば、クロエの腕がマコトの首にからみついて、ぎゅーっとなっている。

　寝ぼけているだけなのか、無む意い識しきに離はなさないようにしっかりと抱きしめているのか、それとも……、妬やいてる……のかも……。

「…………っ」

　それを見たトイロもなんだかカレに触ふれたくなってしまった。

　でも、今の状況じゃ手をつなぐなんて無理だし、腕を組むなんてもっと無理そうだし……。

　じゃあ──

　トイロは、カレのだらしなく外に出たシャツの裾すそをちんまりとつかんだ。

　まだ濡ぬれていて、ちょっぴり冷たかった。

　今日きようは、これでがまんしよう。

「ねっ！」

　照れくさくなって、笑ってごまかした。

「ねって、え？　なにが？」

　カレは判わかってない風ふうに目を丸くした。




　────リン。




　鈴すずの音。ふたりの耳に、遠くに、透すき通って聴きこえた。

　いつか聴いたあの音ね色いろとおんなじ。

　それは三ヶ月前。

　トイロとマコトが、ふたりになったとき。

　クロエが祖母を亡くしたとき。

　あのとき、鳴っていた音。

　だけど今は、何な故ぜだかやさしく響ひびく。

　そんなとき、マコトの耳にはお節せつ介かいな声が届いていた。

「ははは……、やっぱりあいつかよ……」

　そして、彼女クロエが目を覚ました。

「…………今、真っ白い子と、へんな黒猫に逢あった……」

　夢の中。

　クロエは、出で逢あっていた。

　真っ白い花。

　おせっかいなやつ。

「なんか、言ってた。〝ばー〟が見てるって、ちゃんと見てるって。アタシが笑ってるところ。……なんか意味判わからなかったけど……なんかうれしかった」

　ゆっくりと目覚める。

「それと、アタシに友達ができてよかったねって。〝たいせつ〟は見付かりそうだねって」

　カレは、そっか。と目を細めて笑った。

　その背中に背負った〝たいせつ〟。

　また増えた。

　誰だれかのたいせつが、他ほかのたいせつになる。

　だけど、軽くってしっかりと捕まえてないと、何ど処こかへ飛んでいってしまいそう。

　だから──

　三人は手をつないで歩く。

　左がトイロで、右がマコトで、真ん中がクロエ。

　影かげがみっつになって、長く、あしたの方へ向かって伸びてった。
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〝彼女〟にはずっと大きな何かが欠けていて、唯ゆい一いつそれを埋めていた家族と離はなれ、その代わり以上に心の大きな部分を補っていた大切なひとを亡くしてしまった。

〝カノジョ〟がおんなじに心を欠けていたとき、埋めてくれたカレだった。

　そして、彼女に対しても彼カレはそうなろうとして、なっている。

　それができるひとだから。

　トイロにとってのマコトは、とんでもなく大きな存在。

　マコトにとってのトイロは、カノジョが感じているよりも、もっとずっと大きい。たいせつなもの。

　クロエにとってのマコトもまた、大きな存在になりつつあって。でも、クロエにとってのトイロは、まだよく判わからない。

　それは、トイロにとってのクロエも同じ。

　もしかして、ライバル？

　とか考えてみるが、なんだか微妙に違うような気がする。

　しっくりこない……。ごめん、黒くろ崎さきさん。

　じゃあ、なんだろう。

　ただ、感じるのは、

　こうしてカレとの間をまた新しくつないでくれたような気がする。

　本当は、手をつなぎたくってもつなげなくて、でも、彼女が間にいるだけで、今すぐにでもつなげてしまう気持ちになれる。

　いとも簡かん単たんにそうさせてしまう存在がクロエ。

　なんでもないことが、こんなにもしあわせ。

　誰だれにだってあるしあわせ。

　おっきくないちいさな悩み。

　誰にだってあるから、しあわせ。




「あー、そうだ。ふたりともオレんちくる？」

「マコトくんち？」

「いくー」

「おう。じゃあ、樋ひ浦うらもくるっつーことで」

「ええっ、私も？　いいの？」

「あたりまえだろ。兄貴もさ、今日きよう早いつってたから、みんなでディナーでもどうっすか？」

「じゃあ、私作ろうか？」

「マジで？　あ、でもオレも手伝うわ。やりたいし。黒崎も手伝うよな？」

「え、あ、う？　う、うん！」

「んじゃあ、そうだなー、なに作るかぁ。うーん。やっぱオレは、アレかなー。黒くろ崎さきは、何食べたい？」

「アタシは、えーっと、うーんと、……えーっと……。あ、アレっ！」

「よし、黒崎。せいのでゆうか。せーの……っ」







『──カレーライス！』







　夕暮れ、夜に変わるころ、

　願ねがいをかけてと、微笑ほほえむように。

　流れ星がひとつ。

　みっつかぞえて、

　ほしの空、ひとしずく。




　　　　♪




　後日。

　クロエが屋上にいた理由は判わかったけど、あの『びびびびびびびびびっ……』っていうのは、いったいなんなのかと訊たずねてみた。

　すると、彼女は、なんの不ふ思し議ぎもなくこう言った。

「なんか、テレビでやってたの。あーやってやると交信できるんだって」

「なにとだよ！」

　とマコトが突っ込んだのは言うまでもなく、

「それだと、ＵＦＯがきちゃうよ？」

　とトイロが言えば、クロエが、

「じゃ、じゃあ、こんどはちゃんとＵＦＯ呼ぶ！」

　と話がすり替わってしまったのは、ご愛あい敬きよう。








Cherish You (SideB) - fin.









[image: ]







[image: ]







　　　　♪




　名前を呼ばれた気がした。

「────……だから、この公式に当てはめると、イコールで、ガッと答えがくるワケなー。判わかったかー。って、おーい、×××聞いてた？」

　名前を呼ばれた。

　誰だれかの名前。

　はっ、と顔を上げる。

　それが自分の名前だと気付くまでに数秒もかかってしまった。

　まるで、遠い誰かに声をかけられたみたいだった。

「えっと、あっと、その……っ、……すみません。聞いてませんでした」

　黒髪の男の子は、申もうし訳わけなさそうにうつむいた。

　教きよう壇だんに立つ若い数学の教師は、やれやれといった風ふうに大おお袈げ裟さにため息をついて見せた。

「まあ、判るけどさぁ。おまえも…てか、みんなだな、この中学に入学してもうけっこーたったよな。小学校とぜんぜん違うから最初のうちは緊きん張ちようしてただろうさ。んでも、今の時期、すっかり学校になれて、外は久々に晴れてて、おまけに昼飯を食ってお腹なかも満たされて、いい感じだ。かったるい授業なんか、受けてられないっつう気持ちも判るさ。そりゃ、俺おれも今は先生やってるけど、きみらくらいのときがあったワケだし……あ、ごめん。何を言おうと思ったかってゆうと──あー……俺もよく判んなくなってきたっ」

　教師が話をはじめた直後、男の子の態度に怒っているのかと教室中が緊張感に包み込まれたが、教師の軽い調ちよう子しに、緊張が一気に解け、どっと笑いが起きる。

　ただ、当の男の子だけが面食らったような顔で、笑っていいのか、笑うとまずいのか考えあぐねているらしく、表情をこわばらせていた。

　すると、教師は、そんな男の子に言うように、生徒たちみんなに言うように、

「まっ、力を抜きすぎず、入れすぎずって感じで、肩に力が入りすぎてるとうまくいかないこともあるからさ。そうだな。まずは、楽しもう」

　おだやかに言葉を落とした。

　それは、ぽつんと跳はねて広がっていく。

　生徒たちの顔に一いつ瞬しゆん、『？』が浮かび上がった。

　学校の授業で、もしかしたら体育でも聞いたことがない科白せりふかもしれない。

『楽しもう』だなんて。

　めまぐるしく過ぎていく日々。

　今でも、楽しいと思える授業もある。

　でも、中学生になってからは、みんな急に背伸びをはじめ、授業を純粋に楽しむのがいけないように感じることがあった。

　そんな風ふうに新入生に感じさせるのに十分な授業内容だった。

　覚えることがたくさん。やらなきゃならないこともたくさん。

　やりたいこともあるけれど、やらなきゃならないことの方が多かった。

　それが、たった一言で何かが変わった。

　生徒たち、そして、男の子の中で、ほんのちょっぴり何かが変わった。

　あしたには、変わってしまう、忘れてしまう気持ちかもしれないけれど。

　たしかに〝今〟、変わったんだ。

　男の子は、思う。

　そうか。楽しめばいいんだ。楽しんでいいんだ。

　なんだか判わからない切迫感に心を裂かれるよりも、この日々がなんだか判らないのなら、なんだか判らないなりに、それなりに楽しめばいい。

　楽しんでいけばいい。

　急がなくてもいいんだ。

　いつか、きっと、ボクは……見付け出そう。

　そう思って、男の子はさっきまでぼんやりと眺めていた窓の外ののどかな風景から、ふたたび黒板に敷しき詰められた文字を目で追った。

　まばたきをする。

　その瞬しゆん間かん、




　そして、







　──目が覚めたんだ。




　　　　♪




　全身真っ黒なのに、しっぽの尖せん端たんが小指の先ほど白くなっている猫。

　おっきな黄おう金ごん色いろの瞳ひとみをしていて、つよがるのが得意な彼。

　それが、

　灰はい色いろの、常磐緑エヴアーグリーンの瞳をした猫、ニコルの親友──ダニエルという仕つかえ魔まだった。

　でも、もう、戻れない。

　あのころに。

　いっしょに笑ったり、いっしょに泣いたり、怒ったり。

　キミに名前を呼ばれると、もう、胸が痛いだけなんだ。

　キミの名前を呼ぶと、もう、心が張り裂けそうになるだけなんだ。

　なつかしくて、でも、なつかしむことはできなくて。

　だって、過去には戻れないんだ。

　過ぎて、消えて、失なくなった。

　ほら、今、〝今〟が消えて、過去になった。

　だって、そうだろ。

　いつだって、そうだろ。

　消えたじゃないか。

　今、目の前で。

　ほら、キミも。

　今、目の前で。

　消えてしまっただろ？

　たった今、過去になってしまった〝今〟、ニコルの目の前で──ダニエルが消えた。

　それは、ニコルの主人、『唯一の存在ＵＮ』と呼ばれるＵアＮンのチカラによって。




　でも、どうして、ダニエルを消したのですか？




　そんなことを訊きけなかった。

　もう、なれてしまったんだ。

　感じることをやめてしまったんだ。

　この主ひ人とによって、何かが消されること、何かが失われること。

　たとえば、人の命や、存在や、想おもいや、価値や、理由や、記き憶おくや、世界や……たくさんの物事。

　まるで、消されるために積つみ重ねてきたモノのようで。

　なれてしまったんだ。

　感じなくなってしまったんだ。

　それなのに、どうして、

「何だ？　ニコラウス。オマエ、泣いてるのか？」

　嘲あざけり笑うように、アンが言った。

　呆あきれた風ふうに頭こうべを垂たれる。

「い、いえ、なんでもありません、マスターっ」

　ニコルはあわてて涙をぬぐった。

　その手に付いた雫しずくは、冷たいのに、どうしてか温かかった。

　でも、すぐに失なくなってしまう。

　この感触も感覚も。

　このまっさらな空のように、真まっ新さらになってしまえばいい。

「次はヤツだ……。行くぞ、ニコラウス」

「はい、マスター……」

　だから、うなずいた。

　何もなかったように。

　感情を殺した。

　こんなモノはもう、いらないんだ。

　何も感じなくなればいい。何も想おもわなければいい。

　また痛みを思い出す前に。

　痛くならないように。苦しくならないように。つらくならないように。

　強くあるために。

　それなのに、どうして、

　心がこんなに痛むんだろう。




　──ダニエル。




　キミは、何ど処こだい？




　　　　♪




　──光が増せば、また、影かげも増す。いずれ思い出すでしょう。白き花とともに。あなたも、思い出すでしょう。




　空の上。枯かれ逝ゆく花。

　少女の姿のまま老いたような、その存在は、そんな科白せりふを遺のこして、枯れた。

　アンのチカラによって、すべてを消されてしまう。

　そして、何もなくなった。

　いや、最初からそこには何も存在していなかっただけの話だ。

　ニコルは、そう納なつ得とくさせようとしていたが、ハッとなった。

「マスター……？」

　アンの様よう子すがいつもと違う。

　何事にも動じないはずの主人が、身動きひとつできないまま、

「……思い出す記き憶おくなどない…………」

　ただ、何度も呟つぶやいている。

「マスター、どうしたのですか？」

　声をかけるが、反応がない。

　まさか、動どう揺ようしている？

　この主人にかぎってそんなことは……。

　そう思いながらも、あきらかにアンは感情を揺ゆさぶられているようだった。

　ニコルは、アンを見上げる。

　本来、〝死神〟は、みずから命を絶ったそのときの記憶を持っている。

　そして、また、再び命を取り戻すために、人間の命を狩り、運ぶ。

　が、アンには、その記憶がないとしたら。

　あるいは、あるのだとしたら。

　アンの様子を見ていると、どちらにしても、ニコルは不安でそのちいさな身体からだをいっぱいに満たされてしまう。

　不安はどうしてか、ニコルに──あのふたりの笑え顔がおを思い出させた。

　親友だったダニエルとその主人、アンと同じ顔をした真っ白い死神、モモ。

　どうして、そんなものが浮かんでくるのか。ニコルには判わからなかった。

　自分の目の前でダニエルが存在を消し去られるその瞬しゆん間かんまで。

「──やっぱり、キミたちか…………ニコル……ッ」

　ダニエルがコウモリのような翼つばさを広げ、こちらを睨にらんでいた。

　ニコルとダニエルの間には、もはや懐なつかしさなどのノスタルジーはなくなっていた。

　その瞳ひとみは、哀あわれみ、悲しみ、怒り、様さま々ざまな感情が複ふく雑ざつに絡からみ合っている。

「…………ダニエル……どうして……」

　自分でこぼした科白せりふに、ニコルは心の中で自分で答えた。

　アンは、モモの気配けはいを追ってこの場所までやってきて、モモのように真っ白な姿をした者に出で逢あった。

　さっきまでここにモモやダニエルがいたんだとしたら、今、こうして、ダニエルがここに現れたとしても不ふ思し議ぎじゃない。

　すると、うつむいていたアンの視し線せんが、ギロリとダニエルに向く。

「アイツはどうした？」

　うなるように低くアンが言った。

　ダニエルは、たじろぐことなく、

「いないよ。ボクだけだ。モモは、仕事に行かせた」

　言葉を放つ。

「だから、モモは此こ処こにはいないし。もう、くることもない。アナタとは──関かかわらせない」

　凜りんとして響ひびくたしかな声。

「アナタは、モモを傷付ける。ボクにはそれが絶対許せない。だから、アナタをモモに近付けるワケにはいかないんだ」

　ニコルは、主人を見み据すえるダニエルの姿が、ほんの数メートル先にいるはずなのに、ひどく遠く感じた。巨大な大河が横たわっているみたいだった。

　きっと、荒れ狂う流れによって、自分は彼のいる向こう岸まで泳ぎ切れないと思った。

　この距きよ離りを渡るすべがない。

　昔、自分たちが子供だったころ、ダニエルは恐こわがりで、臆おく病びようで、でも、ひたすらやさしかった。

　今、目の前の彼は、あのときと変わらずやさしさを持って、あのときよりもおおきなあったかさと、誰だれかを想おもう気持ちを持っていた。強さといっしょに。

　変わらないまま、変わっていたんだ。

　そんなこと気付いていたはずなのに、ニコルは自分だけ取り残されたような気分になった。

　しかし、判わかっていた気になっていた想いが次から次へと心の中から、溢あふれ出てきそうになるのを必死で押さえ込む。

　ここで流されたら、私はもう戻れなくなる。

　ここまできたんだ。

　自分の信じるモノを信じる。

　それだけだ。

　なのに、ダニエルは、やすやすとその河を渡ろうとする。

「ニコル……」

　簡かん単たんに名前を呼ぶ。

　あのときみたいに。

「本当は、ニコル──キミと話をしたかったんだ」

　ダニエルが言った。

　何を今さら話すことなんてない。

　そうニコルは思ったが、何な故ぜか心はダニエルの次の言葉を待っていた。

　だが、そんなこと、ニコルの想おもいは──彼の主人マスターには関係なかった。

「いいかげん黙だまれよ」

　言って、アンが手にした巨大な鎌かまをダニエルに向けた。

　それでもダニエルはひるまなかった。

「──アナタはいったい誰だれですか？」

　凜りんと響ひびくその声。

「モモと同じでも、ぜんぜん違う。光と影かげ……」

「知るか。オレは、オレだ。それ以外の何でもない！」

　アンが素す早ばやく鎌を振るう。

　まばゆい閃せん光こうが放たれる。

　ダニエルは身をひるがえして、それをよけたが、直ちよく撃げきをまぬがれただけ。その衝撃にちいさな身体からだをはじき飛ばされてしまう。

　だが、ダニエルは強引に体勢を立て直し、再びアンに視し線せんを向ける。

「……なら……そうやって、モモのことを意い識しきするんですか……？　自分を……知らないからでしょう……？」

　たった一撃で、ダニエルはもうボロボロになっていた。

　さっきまで騒さわがしく動いていた羽根が、弱々しくて今にも地上に堕おちていってしまいそうだ。

　それなのに、ダニエルの瞳ひとみはしっかりとアンを、そしてニコルの姿をとらえていた。

　返すニコルの瞳には、その姿が滑こつ稽けいにしか映っていなかった。

　ダニエルがどんなに優ゆう秀しゆうであろうと所しよ詮せん、仕つかえ魔まの力が死神におよぶはずがない。

　こうなると判わかっていた。

　ほら、もう、ボロボロじゃないですか。

　口を利きくこともつらくなっているじゃないですか。

　最初から、そうすることしかできないと判っていたのに。

　それを判っていて、何故、立ち向かうのです？

　判わからない。

　どうして、そこまでしてあの〝変わり者の死神デイス〟に仕えるのか。

　何もできないと知っていて、どうしてそんなボロボロの姿になるのか。

　キミは、そんなやつじゃなかったはずです。

　もっと、利口で、無む駄だなことは極力避けて……。

　今のキミは、望んで無駄を受け入れている。

　それとも、キミは、私の主人に逆らうことが無駄じゃないとでも？

　バカげている。

「アナタは自分自身を知っていますか？　モモも自分を知らない。でも、捜さがそうとしているんだ。だから、ボクはモモを助けたいと思う。守りたいと思ってる」

「黙だまれと言っただろう」

　アンは、ゆっくりとダニエルに近付いていく。

　ダニエルの背はい後ごで、さっきの一いち撃げきで空間が歪ひずんでできた〝穴〟がまだぽっかりと大きな口を開けていた。

　それほどに強大なチカラ。

　なのに、ダニエル。どうして、キミは。

　視し線せんが、ぶつかった。
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　強い意志。

　ダニエルの瞳ひとみに浮かぶモノ。

　彼女の存在。白い花のような少女。

　黄おう金ごん色いろの瞳が訴えかけてくるように──

『ボクには何もできないかもしれないけれど。何もしないなんてできなかったんだ。だって、ボクの大切なひとが傷付くかもしれない。ただ、見てるだけなんてできないだろ？　キミはどうだい？　見付けた？』

「…………ダニエル……」

　しかし、ニコルには答えられなかった。

　主人の背中に視し線せんをはわせるだけ。

　ブレる。

　その背中がブレる。

　ちゃんと見なくては。

　しっかりと、答えなくては。

　私の大切なもの。

「オマエが相手では下らない。ヤツの居場所を教えろよ」

　ニコルの心の中を切り裂くように、声がして、アンが手を伸ばした。その手がダニエルの頭部をつかんだ。

「それとも──このまま、消してやろうか？」

　力なく垂たれ下がるダニエルの身体からだに、アンは小さく笑った。

　そして、アンは空間の歪ひずみに、ダニエルを押し込みはじめた。

「……ま、マスターっ!?」

　止めるつもりはなかった。ただ、無む意い識しきに声が出ていた。

　けれど、もう、遅かった。

　手遅れだった。

　クルリ、とアンがニコルに振り返ったときには、ダニエルの身体は完全に歪みの中に押し込まれ、見えなくなっていた。

「ああ、そうか。ニコラウス、おまえとコイツは、知り合いだったか」

　笑いながらアンは、歪みから手を引き抜いた。

　アンが指先で歪みをなぞると、みるみるうちに〝穴〟が閉じていく。

　空間が再生され、やがて、何もなくなった。




　ダニエルは消えて失なくなってしまった。




　ニコルは、それをただ、眺めていただけだった。




　ほら、過去になった。

　想おもい出でなんて、いらなかった。

　だから、言葉なんて遺のこさないでほしかった。

「──ボクが消えてもきっとまた、モモのところへ戻る。そう、決めたんだ」

　存在が消える直前のことだった。

　ダニエルは放った。

　真まっ直すぐな言葉。

　揺ゆらぐことのない。

「何だ？　ニコラウス。オマエ、泣いてるのか？」

　嘲あざけり笑うように、アンが言った。




　何もなかったように。

　感情を殺した。




　それなのに、どうして、

　心がこんなに痛むのですか？




　ダレカオシエテクダサイ。




　夕焼けに流れ星がひとつ堕おちて、光の線せんを描いてった。











Unknown Star's Bolero SideB: Starlight ／ momo extra.8 - fin.









[image: ]








居眠り姫と月曜日のピカピカ。〈終曲〉

finale ‐ dawnsong (starlight side)






　　　　♪





──人は昔、みんな魚だったんだよ。






　だから、泳ぐんだ。

　綺き麗れいな水を捜さがすためにさ。

　この宇宙を泳ぐんだ。




　そんなことを誰だれかが言っていた。

　放ほう課か後ごのこと。黒髪の男の子は、校庭の樹きの下で寝転がっていたが、しだいに眠くなってそのまま落ちてしまった。

　ふわふわとして気持ちがよかった。

　まるで、水の中に浮かんでいるように。

　だとしたら、ボクは今、魚なのかもしれないよ。

　泳ぐと、世界が過ぎていくんだ。

　あれ？

　なんで、泳いでるんだっけ？

　──捜してるんだ。

　何を？

　──大切なモノだよ。

　たいせつ？

　それはなに？

　知らないよ。

　──知ってるよ。

　判わからないよ。

　──判ってるよ。

　だから、なに？

　──大切なモノだよ。

　それは……、




　真っ白い花が咲いてる。

　とても綺き麗れいな花。

　なのに、儚はかなくて。

　触れれば、失なくなってしまいそうだ。

　ボクには、触れられる？

　捜さがしていたんだ。

　真っ白な花を。

　笑え顔がおの花を。

　あったかいなぁ。

　ここは何ど処こだろう。

　なつかしいにおいのする場所だ。




　ああ、ボクは戻ってきたんだ。




　夢を見た。

　夢の中で、彼は、ひとりの男の子で、真っ黒な髪の毛と、黒目がちな瞳ひとみをしていた。

　ただ、それだけで。

　他には何もない。

　ただ、それだけで、日々が過ぎていく。

　その世界は、彼が今まで見てきた世界と何にも変わらなくて、むしろ、それそのもので、ただ、彼には何かが足りなかった。

　こんなにしあわせで、こんなにおだやかなのに。

　何かを捜す。

〝何か〟。それだけを頼りに。

　見付けたいモノがあるんだ。

　見付からないかも知れないけれど。

　それが何なのかも判わからないけれど。

　ボクは捜してる。

　それは、とてもたいせつなモノなんだ。

　失くしちゃいけないモノなんだ。

　だから、ボクは捜すよ。

　見つけられるかな？

　見つけなきゃ。

「──じゃあ、それはここじゃないな」

　いつの間にか、彼の目の前に、ひとりの少年が座っていた。

　窓、外は春の色をしていた。

　空、薄うす紫むらさきの太陽が光を放っている。

　ぐるぐると廻まわる観かん覧らん車しやの中で、彼は窓の外を眺めていた。

「おまえも迷ったんだろ？　でも、此こ処こはおまえのくるところじゃないんだろうな。此処はおまえを待ってない。きっと、此処におまえの捜さがしているものがないからだよ」

　観覧車が廻って、一番下に辿たどり着く。

　ゴンドラの扉が開くと、おっきな犬がいっぴきお座りで待っていて、ワンっ、と吠ほえた。




　そしたら、







　──目が覚めたんだ。







　　　　♪




　キミの呼ぶ声がして。

　目を開けたら。

　キミが泣いていて。

　ボクは、どうしようもなく哀しいはずなのに、何な故ぜだかうれしくなったんだ。











momo the girl god of death 2nd movement "starlight" ‐ all over.
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らくがき。Afterword of Graffiti in "starlight"









　はじめまして、おひさしぶりです。

　今回収録されている『てのひら銀ぎん河が。』は、「電でん撃げきhp」vol.38,39に掲載されたモノに、もっちり加筆修正をしたモノです。




　そんなアレで。




　ひとにはできることとできないことがあって、ですが、それらは平等やら平均やらではありません。他人より多くできるひとがいて、他人とだいたいおんなじくらいのことができるひと、他人よりも少ない分しかできないひとがいます。人それぞれです。様さま々ざまです。──と書くと、どうしても『人それぞれだから仕方がない』っていう風ふうな印象になってしまいます。実際、ボク自身、そうやって何かをあきらめてしまうこともたくさんあったりします。『あのひとはああだから』『あのひとはああだけど、自分は……』なんて、自分自身に言ってきかせてみるんです。すると、ボク自身は、「ああ、そうだね。そうだよ。そうなんだよ。だから、オッケーオッケー。ボクはできなくてもいいじゃん」なんて、思ってしまいます。

　けれど。この時点で、実は、ボクは〈できるか〉〈できないか〉判わかってなかったりしたりするんです。だって、何にもまだやってません。やったのは、あきらめることだけ。これじゃ最初からできるワケがないんです。あきらめて、それで終わり。終わってしまいました。なら、どうせあきらめるなら、やってみてからの方ほうがいいかもって思いました。もしかすると、あきらめなくてよくなるかもしれないんです。何かをやってみて、「やっぱ、無理だった。最初からやんなきゃよかった」と思うかもしれません。でも、「やっぱ、無理だった。でも、まだやれるかも」って続くかもしれません。やってみないと、何にも変わらない。それもやってみるまで判らないことではないでしょうか。

　なので、ボクとしては、いつか、あきらめないことをあきらめないようになるまで、やってみることにしました。ずーっと、ずーっと、星が光って消えるくらいまでやっていたら、「あれ？　ボクは何にしてたんだっけ？　何のために何をしてたんだっけ？　まあ、いいや。続きをはじめよう」なんて、笑え顔がおで言えるかもしれませんね。考えてみると、なんだかそっちの方がおもしろいような気がします。『まあ、いいや』ってとてもいいかげんに聞こえるかもしれませんが、あきらめるよりは、〝まあ、いいや〟って思えたんです（笑）。

　本当は、こうやって、決心しなくても何気なく、日々の暮らしの中で当たり前としてできればいいんですけど。物語りの中の登場人物みたいに。そうです──

　これは、失くしても失くさないための物語りたちです。

　だから、ボクは、あなたに届けることをやめようとは思いません。

　無理かもしれません。でも、まだできるんじゃないかなー、って思ってみます。

　だから、これはあなたのための物語りです。

　失くしても失くさないための。

　だから、




　どうか、おもしろかったら笑ってください。

　どうか、つまらなかったら笑ってやってください。




　そして、

　この本に関する、巡る、

　すべてのみなさまに、こころから感かん謝しやをさせてください。




　ありがとう。











二〇〇六年　冬眠をこらえつつ




ハセガワケイスケ
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──守りたいものはありますか？　それはなんですか？









ハセガワケイスケ

12月26日。福井県にてまず奇声を発す。

メロンソーダを注文するとみんなが笑う。

だけど、言うんですよ。みんな。

「ちょっとちょうだいっ」

なー、みんな飲みたいでしょ!?
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イラスト／七なな草くさ

１９７９年生まれ。水瓶座のＡ型。ゲームとロボットアニメで幸せを得る大阪在住の関西人。日の当たらない生活は今も続いている。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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